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ガザル（抒情定型詩）






　Ⅰ






１　わが愛の嘆きで神の住み処かが　（Merī Nawā-e-Shauq Se...）


２　星々が間違っている道を行っているとしても　（Agar Kaj Rau Hain Anjum...）


ルバーイー１　おまえの胡こ瓶へいに酒は残っていないのか　（Terē Shishē Me[image: ] Mai Bāqī...）


３　輝かしく美しい巻き毛をさらに　（Gesū-e-Tābdār Ko Aur Bhī...）


４　効果があろうとなかろうと　（A[image: ]ar Karē Nah Karē...）


５　借り物の人生の愛とは　（Kyā‘Ishq Ek Zindagī-e-Musta‘ār...）


ルバーイー２　心を愛と忠誠の方に　（Dilō[image: ] Ko Markaz-e-Mihr...）


６　わが土つち魂くれが飛び散って　（Pareshā[image: ] Hō Ke Merī Kh āk...）


７　この世は一変　（Digar Gū[image: ] Hai Jahā[image: ]...）


８　もう一度　あの酒と盃さかずきを　（Lā Phir Ik Bār Wuhī...）


９　わが酌人は　わたしやあなたの　（Mi[image: ]ā Diyā Merē Sāqī Ne...）


10　願望を達成しようとする苦痛や　（Mata‘-e-Bebahā Hai...）


11　おまえは覚えていないか　（Tujhe Yād Kiyā Nahī[image: ] Hai...）


12　チューリップの心は　（Zamīr-e-Lālah...）


13　わが不運はそのまま　（Wuhī Mērī Kam Nasībī...）


14　この空の下を　（Apnī Jaulā[image: ]gah...）


15　一つは輝く知恵　（Dānish-e-Naurānī...）


16　神よ　この消え去る世界でも　（Yārab Yeh Jahān-e-Guzarā[image: ]...）






　Ⅱ






１−１　わが狂気は時空の広さの中に　（Samā Saktā Nahī[image: ]...）


１−２　わたしは東洋と西洋の居酒屋を　（Bahut Dekhtē Hai[image: ] Mai[image: ] Ne...）


１−３　隷属とは何か　（Ghulāmī Kyā Hai...）


１−４　西洋人はガラス職人の　（Farangī Shīshahgar Ke Fan Se...）


２　このガザルの詠み手は誰だ　（Yeh Kaun Ghazalkhwā[image: ] Hai...）


３　愛の狂気がわたしに　（Wuh Harf-e-Rāz Kih Mujh Ko...）


４　水と土と風の世界よ　（‘Alam-e-Āb o Khāk o Bād...）


５　おまえは今も　（Tū Abhī Rah Guzar Me[image: ]...）


６　敬虔な托たく鉢はつ僧は　（Amīn-e-Rāz Hai...）


７　またチューリップの花の　（Phir Charāgh-e-Lālah Se...）


８　イスラーム教徒の血の中には　（Musalmā[image: ] Ke Lahū Me[image: ]...）


９　愛により人生の歌の中に　（‘Ishq Se Paidā Nawā-e-Zindagī...）


10　心は熱情を欠き　（Dil Soz Se Khālī Hai...）


11　いかなる恐怖があろうと　（Hazār Khauf Hō Lekin...）


12　真心の証拠に聞いてみよ　（Pūchh Is Se Kih Maqbūl...）


13　西洋のこれら天女たちは　（Yih Hūryān-e-Farangī Dil...）


14　覚かく醒せいした心とは預言者ウマルの心　（Dil-e-Bīdār Fārūqī Dil-e-Bīdār...）


15　自我の生意気と活発さに　（Khūdī Ki Shokhī o Tandī Me[image: ]...）


16　将軍は無能　（Mīr-e-Sipāh Nāsazā Lashkaryā[image: ]...）


17　冬の空気に　（Zamistānī Hawā Me[image: ]...）


18　この古めかしい偶像殿は　（Yeh Dair-e-Kuhan Kyā Hai...）


19　水や花から離れるのが　（Kamāl-e-Tark Nahī[image: ] Āb-o-Gul...）


20　知性は神の座の入口から　（‘Aql Ko Āstā[image: ] Se...）


21　自我とはどんな岸辺も　（Khūdī Wuh Ba[image: ]r Hai...）


22　朝風がわたしに　（Yeh Payām Dē Gaī Hai...）


23　おまえの目は悪く　（Terī Nigāh Farmāyah Hāth Hai...）


24　知恵は情報以外に何も　（Khirad Ke Pās Khabar Ke Siwā...）


25　托鉢僧の目に　（Nigāh-e-Faqr Me[image: ]...）


26　おまえは地のために　（Nah Tu Zamī[image: ] Ke Lie...）


27　家に囚われている者よ　（Tu Ae Asīr-e-Makā[image: ]...）


28　知性はわたしに哲学的見解を　（Khirad Ne Mujh Ko...）


29　やっと嘆きへの答えが天から　（Aflāk Se Ātā Hai...）


30　すべてが旅人　すべてが旅にある　（Har Shē Musāfir...）


31　すべてのものが自己を示すのに　（Har Chīz Hai Ma[image: ]v-e-Khūd...）


32　何かの奇跡か　（I‘jāz Hai Kisī Ka Yā...）


33　賢人に聞いてしまおうか　（Khirad Mandō[image: ] Se Kyā Puchō[image: ]...）


34　愛が自らについて気づく仕方を　（Jab ‘Ishq Sikhātā Hai...）


35　わたしに夜半の嘆きのメッセージが　（Mujhe Āh o Fughā[image: ]-e-Nīmshab...）


36　愛の台風がないと　（Nah Hō [image: ]ughyān-e-Mushtāqī...）


37　自然を知性と向かい合わせよ　（Fi[image: ]rat Ko Khirad Ke...）


38　教会やイスラーム寺院マスジドの司祭や導師よ　（Yeh Pairān-e-Kalīsā...）


39　現代の学問は再び古代の魔術を　（Tāzah Phir Dānish-e-[image: ]ā[image: ]ir Ne...）


40　星々の向こうに世界がほかにもある　（Sitārō[image: ] Se Āge Jahā[image: ]...）


41　ヨーロッパの人々は現世の快楽に　（[image: ]hū[image: ][image: ] Rahā Hai Farang...）


42　自我が学問で強化されると　（Khūdī Hō ‘Ilm Se...）


43　学マク校タブのどこかに思想の伊だ達てさ加減でも　（Maktabō[image: ] Me[image: ] Kahī[image: ]...）


44　今も天のベールに隠れている事件　（[image: ]ādi[image: ]ah Wuh Jo Abhī...）


45　神秘主義者スーフィーたちの集まりには　（Rahā Nah [image: ]alqah-e-[image: ]ufī...）


46　思いっきりその胸元を　（Huwā Nah Zor Se...）


47　高価な真珠は　（Yū[image: ] Hāth Nahī[image: ] Ātā...）


48　玉座や王冠になく　（Nah Takht o Tāj Me[image: ]...）


49　自然はわたしに鋭い才能を　（Fi[image: ]rat Ne Nah Bakhshā...）


50　先見の明ある者は　（Karē[image: ] Gē Ahl-e-Na[image: ]ar...）


51　天使たちは神にイクバールの　（Ki [image: ]aq Se Farishtō[image: ] Ne...）


52　チェスの駒は残らず　（Nai Muhrah Bāqī...）


53　旅人よ立て　鈴が鳴っている　（Garm-e-Faghā[image: ] Hai...）


54　わが声に賢い人も　（Merī Nawā Se Hue...）


55　新月は一つずつ段階を踏んで　（Har Ik Maqām Se Āge...）


56　賢明な人よ　この日夜の　（Kho Nah Jā Is Sa[image: ]r o Shām Me[image: ]...）


57　勇者や王者の学び舎が　（Thā Jahā[image: ]...）


58　わたしはよい詩を書くスルマーンの　（Hai Yād Mujhe...）


59　清貧の奇跡は　（Faqr Ke Hai[image: ]...）


60　狂気の絶頂でわたしは　（Kamāl-e-Josh-e-Jano[image: ] Me[image: ]...）


61　意識　思慮分別　知性　（Shu‘ūr o Hosh Ka...）


キタ　述べ方がたとえ面白くなくても　（Andāz-e-Bayā[image: ]...）









ルバーイー（四行詩）






１　カアバ聖殿での礼儀は　（Rah o Rasm-e-[image: ]aram...）


２　暗黒の荒海に没入して　（[image: ]illam-e-Ba[image: ]r me[image: ]...）


３　わたしはどこか住み処かにいるのか　（Makānī Hū[image: ] Kih...）


４　自我の独居の中に　（Khūdī Ki Khalwatō[image: ] Me[image: ]...）


５　恋の駆け引きは心が　（Pareshā[image: ] Kār o Bār-e-Āshnā’ī...）


６　確信とはカリールのように火中に　（Yaqī[image: ] Mi[image: ]l-e-Khalīl...）


７　アラブの愛の熱情の中に　（‘Arab Ke Soz Me[image: ]...）


８　わが葦あし笛ぶえの調子を少し見てくれ　（Ko’ī Dēkhē To...）


９　どんな微小なものの中にも　（Har Ik Zarre Me[image: ]...）


10　おまえの思考は天の高さにない　（Terā Andēshah Afrākī...）


11　敬けい虔けんなムスリムがいず　（Nah Momin Hai...）


12　自我が公然と表れると　（Khūdī Ki Jalwatō[image: ] Me[image: ]...）


13　目は混乱してしまっている　（Nigah Ulajhī Huī Hai...）


14　愛と陶酔が　（Jamāl-e-‘Ishq o Mastī Ne...）


15　そのわが宴うたげの輝きはどこにあるのか　（Wuh Merā Raunaq-e-Ma[image: ]fil...）


16　駱らく駝だにも駱駝の鞍くらにも　（Sawār-e-Nāqah o Ma[image: ]mil Me[image: ]...）


17　おまえの胸の中に息はあるが　（Terē Sīnē Me[image: ]...）


18　おまえの本質は輝く光　（Terā Jauhar Hai...）


19　愛の狂気が残っていない　（Ma[image: ]abbat Ka Junūn...）


20　自我の力で世界を支配せよ　（Khūdī Ke Zor Se...）


21　花園のバラの花はな弁びらは　（Chaman Me[image: ] Rakht-e-Gul...）


22　知恵で旅人は遠くまで目が効くか　（Khird Se Rāhrau Raushan...）


23　若者たちにわが夜明けの嘆きを　（Jawānō[image: ] Ko Mirī Āh-e-Sa[image: ]r...）


24　あなたの世界とは鳥や魚の　（Terī Dunyā Jahān-e-Murgh...）


25　あなたからの恵みのせいだ　（Karm Tērā Kih Bejauhar...）


26　住み処であれ住み処でない所であれ　（Wuhī A[image: ]l-e-Makān...）


27　愛は時に放浪者や無宿人とさせ　（Kabhī Āwārah o Bekhānumā[image: ]...）


28　時に愛は山や山やま裾すそでの独居を好み　（Kabhī Tanhāī Koh o Daman...）


29　かつての先人たちのような　（‘A[image: ]ā Islāf Ka...）


30　わたしはこう教わった　（Yeh Nuktah Mai[image: ] Ne...）


31　理性ではわからない　事の善し悪あしが　（Khird Wāqif Nahī[image: ]...）


32　神であることはこの海と陸地を　（Khudāī Ihtimām-e-Khushk...）


33　こんな人間が海や陸の　（Yahī Ādam Hai Sultā[image: ]...）


34　神を識しる聖者の息は　（Dam-e-‘Ārif Nasīm...）


35　血管の中にあの血は残っていない　（Ragō[image: ] Me[image: ] Wuh Lahū...）


36　隠れていた秘密が明らかになった　（Khulē Jātē Hai[image: ]...）


37　時のこの流れは永遠だ　（Zamānē Ki Yeh Gardish...）


38　自我だけの哲学では　（[image: ]akīmī Namusalmanī...）


39　おまえの肉体は精神を知らない　（Terā Tan Rūh Se...）


キタ　昨日イクバールは花園の人たちに　（Iqbāl Ne Kul Ahl-e-Khayābā[image: ]...）









ナズム（自由詩）






１　祈り　（Du‘ā）


２　コルドバのイスラーム寺院マスジド　（Masjid-e-Qur[image: ]ubah）


３　監獄でのモウタマドの嘆き　（Qaidkhānah Me[image: ] Mu‘tamad Ki Faryād）


４　アブドゥッラフマーン一世の植えた棗椰子の木　（‘Abd-ul Ra[image: ]man Awwal...）


５　ヒスパーニヤ　（Hispāniyah）


６　ターリクの祈り　（[image: ]āliq Ki Du‘ā）


７　レーニン　（Lēnin）


８　天使たちの歌　（Farishtō[image: ] Ka Gīt）


９　神の命令　（Farmān-e-Khudā）


10　熱意　（Zauq o Shauq）


11　蛾がと蛍　（Parwānah Aur Jugnū）


12　ジャーヴィード宛に　（Jāvīd Ke Nām）


13　乞食の生なり業わい　（Gadāī）


14　ムッラーと天国　（Mulla Aur Bihisht）


15　宗教と政治　（Dīn o Siyāsat）


16　神の大地　（Al Ar[image: ] Lillah）


17　ある若者宛に　（Ek Naujawān Ke Nām）


18　忠告　（Na[image: ]ī[image: ]at）


19　荒野のチューリップ　（Lālah-e-[image: ]a[image: ]rā）


20　酌人の賦　（Sāqī Nāmah）


21　時代　（Zamānah）


22　天使がアーダムに天国から別れを告げる　（Farishtē Ādam Ko Jannat Se...）


23　地上の魂はアーダムを歓迎する　（Rū[image: ]-e-Ar[image: ]ī Ādam Ka Istiqbāl...）


24　師と弟子　（Pīr o Murīd）


25　ジブリールとイブリース　（Jibrīl Aur Iblīs）


26　礼拝告知アザーン　（Azān）


27　愛　（Ma[image: ]abbat）


28　星のメッセージ　（Sitārah Ka Paighām）


29　ジャーヴィードに宛てて　（Jāwīd Ke Nām）


30　哲学と宗教　（Falsafah o Mazhab）


31　ヨーロッパからの手紙　（Yūrop Se Ek Kha[image: ][image: ]）


32　ナポレオンの墓で　（Napolen Ke Mazār Par）


33　ムッソリーニ　（Musolīnī）


34　質問　（Sawāl）


35　パンジャーブの農民宛に　（Panjāb Ke Dahqān Ke Nām）


36　アフガニスタンのナーディル・シャー　（Nādirshāh Afghān）


37　クーシハール・ハーンの遺言　（Khūshhāl Khān Ki Wa[image: ]iyyat）


38　タタール人の夢　（Tātārī Ka Khwāb）


39　陶酔の境地ハールと修行の段階マカーム　（[image: ]āl o Maqām）


40　アブール・アラー・ムアリー　（Abūl ‘Alā Muarrī）


41　シネマ　（Sinema）


42　パンジャーブの師の子孫たち　（Panjāb Ke Pīrzadō[image: ] Se）


43　政治　（Siyāsat）


44　清貧　（Faqr）


45　自我　（Khūdī）


46　別離　（Judāī）


47　ハーンカー　（Khānqāh）


48　イブリースの嘆願　（Iblīs Ki ‘Arzdāsht）


49　血　（Lahū）


50　飛翔　（Parwāz）


51　学マク校タブの師へ　（Shaikh-e-Maktab）


52　哲学者　（Falsafī）


53　白鷹　（Shāhīn）


54　反抗する弟子　（Bāghī Murīd）


55　ハールーンの最後の忠告　（Hārūn Ki Ākhirī Na[image: ]ī[image: ]at）


56　専門の心理学者へ　（Māhir-e-Nafsiyāt）


57　ヨーロッパ　（Yūrop）


58　思考の自由　（Āzādī-e-Afqāl）


59　ライオンと騾ら馬ば　（Shīr Aur Khachchar）


60　蟻ありと鷹　（Cheyū[image: ]tī Aur ‘Uqāb）


キタ１　わが性格は夜明けのそよ風のようだ　（Fi[image: ]rat Merī Mānind-e-Nashīm...）


キタ２　昨日　自分の弟子たちに導師はこう言った　（Kal Apnē Muridō[image: ] Se...）











詩集『ジブリールの翼』とイクバール


主要参考文献


訳者あとがき


著者略歴・訳者略歴

















装幀　山崎　登

扉絵　樹下龍児












ガザル（抒情定型詩）







　ガザルは普通、アラブの頌カスィーダ詩の導入部が分離独立したもので、当初その内容は恋愛であったが、ガザルが完成した十四世紀以降、詠まれる主題は恋愛に限定されず、すべてにわたるようになった。


　ガザルは、二行でできた対句が幾つか集まって一編をつくっている。その対句の意味は互いに独立しており、一編の中に対句の数だけテーマがあると考えてよい。この点が、ガザルに馴な染じみのないわれわれが戸惑うところであり、またガザルに題名が付けられない理由となる。本書目次では、便宜的に最初の一行の文言をそのガザルの題とした。しかし、イクバールの場合は、それぞれ対句の意味に関連性を持たせて書いているので、自由詩の感じもする。


　一編のガザルをつくり上げているものは、それぞれの対句が持つ同じ韻律、押韻の縛りである。日本語訳では伝わりにくいが、それゆえにガザルは、極めて高い音楽性のある詩となっている。














Ⅰ






１






わ（１）が愛の嘆きで神の住み処かが大騒ぎとなり


偶像殿からは神（２）よお助け下さいの声が起き






わが思いのままに天（３）女や天使を虜とりこにし


わが眼力であ（４）なたを隠すベールが引き裂かれ






わが探究が寺院や聖殿の工（５）匠にさせ


だがカ（６）アバやソームナートにわが嘆きで混乱が起こり






時にわが鋭い目が存（７）在の心を裂き


時にそれが妄（８）想の中に陥れる役目をし






あなたは何ということをした　わたしを暴露させ


わ（９）たしは一つの秘密だった　この宇宙の胸の中で







◎５までは、神の愛の霊感を受けてのもので、神への賞賛を表している。









１（１）神の姿が見えない人々の嘆きが届き。クルアーン（コーラン）第18章38節参照。





（２）偶像寺院は天上までの途中にあり、その嘆きが天上に届くのを望まない。と同時にその大声に押し潰つぶされるのを心配している。


（３）想像力で天女や天使を自分の前に現させてしまう。


（４）神の顕現には耐えられないので想像力で神の姿を見る。


（５）人間は神が得られないとそれぞれの仕方で礼拝所を造った。


（６）カアバはマッカの聖モスクのほぼ中央にある、石造りの立方体の形をしたイスラーム教の聖殿。


　　　マッカにはイスラーム教の聖殿を、ソームナートにはヒンドゥー教の寺院を造ったが、どこにも神が見えず、嘆きで大混乱となる。クルアーン第２章115節参照。


（７）宇宙の隠れた秘密。


（８）見識のある人でも恐怖や迷いに陥る。


（９）神は人間に知能を与え、宇宙の最後のものとして人間を産んだ。それにより神は宇宙のすべての秘密を明らかにするものを自らに与えた。クルアーン第２章30節参照。








２






星（１）々が間違っている道を行っているとしても天はあなたのものだ


それともわたしのものか


なぜわたしが心配しなければならないのか　こ（２）の世はあなたのものだ　それともわたしのものか






最（３）高天にもし愛や恋の賑にぎわいがないなら


神よ誰のせいか　最高天はあなたのものだ　それともわたしのものか






この世の始まりの朝　あ（４）れはなぜ拒否する勇気があったのか


わかるかわたしに　その秘（５）密はあなたのものだ　それともわたしのものか






預言者もあなたのものだ　ジ（６）ブリールもクルアーンもあなたのものだ


だがこ（７）の甘い言葉とは　あなたの説明のためか　それともわたしのためか






この星（８）々の輝きで　あなたの世界は明るい


土からできた人（９）間の衰退の損はあなたのものだ　それともわたしのものか







２（１）星々の悪い動きは、この世に影響を及ぼすと考えられている。





（２）この世で起きることはすべて神であるあなたの配慮による。


（３）最高天は神の住み処で、神は孤独を好むので、賑わいのないのは神のせいである。


（４）悪魔を指す。神がアーダム（人間）をつくった時、すべての天使にそれに跪き拝はいすることを命じたが悪魔は拒否した。クルアーン第２章34節参照。


（５）悪魔は神の唯一性の信奉者の理由で人間への跪拝を拒否したとの考えがあるが、イクバールは善と悪の対立のもとで、悪の存在により善がよりよくなるとの考えで、その拒否には神の意志も含まれていたとする。


（６）神の言葉を最初に預言者ムハンマドに伝えたとされる大天使の筆頭。クルアーン第２章97～98節参照。


（７）他の対句と異なり、甘い言葉は人間のものである。


（８）人間を指す。


（９）人間の衰退はこの世の衰退で、神にとっての損失である。








ルバーイー１






おまえの胡こ瓶へいに酒は残っていないのか


言ってみよ　おまえは酌人でないのか


喉のどの渇きに　海から露の滴しずくを得るのでは


これではけちだ　気（１）前よくなれないのか






ルバーイー１



（１）イクバールは神の無数の恵みを要求している。自分のためにもイスラーム共同体のためにも。








３






輝かしく美しい巻き毛をさらに美しく輝かせ


わ（１）が理性と知性を虜にさせてくれ　わが目と心を虜にさせてくれ






愛もベールの中に　美もベールの中にあるとは


それなら外で見させてくれ　それともわたしを外（２）に出させてくれ






あなたは見渡す限り広い海　わたしはほんの小さな小川


わたしを（３）傍そばにいさせてくれ　さもなければわたしも岸なしにさせてくれ






わたしは貝　わが真珠の誇りはあなたの慈（４）愛


わたしが石なら　わたしを王にふさわしい真珠にさせてくれ






新（５）しき春の歌が聞ける運命でないのなら


残りの人生の息は　春（６）の小鳥にさせてくれ






天（７）国の園よりなぜわたしに旅の命令が出されたか


この世の仕事は長く　今（８）しばらく待っていてくれ






最（９）後の計算の日　わが行動の記録が出されると


あなた自身も恥（10）じ入ってしまうだろう　そしてわたしも







３（１）神秘主義において神は現世の恋人の姿で表されている。その聞き手は神で、イクバールは常に神と強い関係にあることを望んでいる。





（２）わたしが神に対する愛の真価を見せられるように。


（３）神の本性を得ることを望んでいる。


（４）神のわたしに対する好意と関心により、わたしは立派になれる。


（５）イスラームの再生と復興を生きて見られるかどうか確信はない。


（６）残りの人生でそうなるメッセージを伝えていきたい。


（７）神は悪魔に唆そそのかされた人間を天国から追い出した。クルアーン第２章36節参照。


（８）死ぬまで待っていてほしい。この世には無数の難問があるので。


（９）審判の日。天使が記しておいた記録により人は裁かれる。クルアーン第18章49節参照。


（10）わたしをつくった神もわたしの罪の多さに恥じ入ってしまう。わたしとは、人間全体。








４






効果があろうとなかろうとわが叫びを聞いてくれ


公正など求めるつもりはない　こ（１）の自由な僕しもべは






一方に土（２）の塊　他方に台風や七天の広がり


こ（３）れは恩恵なのか暴力なのか　あ（４）なたの創造の楽しみは






花（５）園の嵐の中に止とどまっていられず　花（６）の天幕は


こ（７）れが春の収穫か　これが心地よい春風か






わ（８）たしは地に放り出されてきた罪深き放浪者　だが


この世の荒廃を賑わすことはできず　あなたの天使では






苦難に対する　わが忍耐に祝（９）福を与える


あの荒野が　あのおまえの礎いしずえのない世界が






わ（10）が危険好きな性格では我慢できない


罠わなを仕掛けた猟師のいない花園では






愛の段階はあなたの天使の力では及びもつかない


その意気が高い人の仕事だ　そ（11）れらのことは







４（１）不幸を嫌がって、なくなることを求めるものではない。神に届くだけで充分。





（２）人間。


（３）台風や七天の前では、人間はちっぽけな玩がん具ぐにすぎない。無数の混乱に耐えて得る楽しみは、残虐の間に比べてほんの一いっ時ときである。


（４）神は人間に発明の能力や自然法則などを発見する能力も与えた。人間はそれで安心を得ている。クルアーン第90章４節参照。


（５）この世。


（６）人間。クルアーン第95章４節参照。


（７）短い期間。クルアーン第21章35節参照。


（８）人間は天国で禁じられていた木の傍に行き、罪を犯し、地上に落とされた。クルアーン第２章30、34、36節参照。


（９）荒れ果てた人の住まない世界に人間が現れ、人の住む美しい世界にしたので。前句を説明している。


（10）神は「人間を労苦し、努力するようにつくった」。クルアーン第90章４節参照。


（11）悪の力に勝ち、高い所に昇ること。








５






借（１）り物の人生の愛とは何であるか


永遠でない者の愛は永（２）遠なものに何であるか






そ（３）の愛の灯を死の一吹きが消してしまう


その愛に　燃える戦おののきや待つ味わいはない






わが立場は何であるか　一瞬の輝きでは


炎（４）に対し火花での交わりではふつりあい






まず初め永遠の生を与えよ　わたしに


それから　わ（５）が揺れる心の喜びを見よ






その痛みが決して消えない棘とげを与えよ


神（６）よ　その一刺しが消えない苦痛を与えよ







５（１）人間の人生は神から数日借りたものである。これでは神を愛せない。





（２）神。永遠でない人間の愛は神には不適である。


（３）前の対句を受けて対句２で意味が完結する。すなわち、人間に長い期間が与えられなければ神への愛は完結しない。


（４）炎は神、火花は人間の意。人間は神をいかに愛せるか。クルアーン第21章35節参照。


（５）神への愛でわたしがいかに不安になっているか。


（６）神よ、永遠の人生を与えるなら、わたしの愛は不滅、そして愛の苦痛も永遠となる。








ルバーイー２






心（１）を愛と忠誠の方に向かわせる


神の居所を知らせよ






あなたが大麦のナンを与えた人


彼（２）らにハイダルの腕も持たせよ






ルバーイー２



（１）イスラーム教徒は信仰心を失い、互いに愛することもしなくなった。神よ、彼らを再びカアバの中に入れ、厚情を示してくれ。


（２）イスラーム教徒は日ごとの糧は得ているが、かつての預言者ハイダルのような力も与え、初期イスラームのようなイスラーム教徒にせよ。








６






わが土つち塊くれが飛び散ってまた心（１）にならないように


今ある困難　神よそれが再び困難にならないように






天国の天女がわたしを　嘆かせることをしないように


わが心の悶もだえがまた（２）宴うたげの熱さにならないように






旅人は時に通って来た場所を思い出す


心に残るその刺す痛み　それが旅の悲（３）しみにならないように






愛（４）はわたしをどこにも岸辺が見えない海にした


自（５）らの存在に目を置く様子が　わが岸辺にならないように






色（６）も匂においもない世界でも　わが探究が


ラ（７）イラーの乗る駱らく駝だの駕か籠ごの話にならないように






土（８）塊でできた人間の上昇に　星々は密ひそかに願っている


壊れた星のようなものが　いつか満月にならないように







６（１）審判の日に死者は生き返らせられるので、その時わが土塊が混乱を起こす心になっていないように。クルアーン第50章33節参照。





（２）この世では私の嘆きが宴の明かりや熱さになっていた。


（３）旅を続けられなくなるので。


（４）愛は私の中に大きな能力を生み、その存在は海のようである。


（５）個人の利益を優先させること。それが過ぎると能力が限定され、岸辺のように形あるものとなって見えてくる。


（６）来世。


（７）マジヌーンが恋人ライラーを捜しに砂漠に出たが、足に棘が刺さり、棘を抜く間にライラーの駕籠が見えなくなってしまったという。すなわち、恋人である神が発見できないということ。


（８）人間は天界から追放されたが、その後地上でさまざまな形で進歩しているので。クルアーン第53章９節参照。








７






この世は一変　星々の巡りも速い　酌人よ


分（１）子の核に最後の審判の日の混乱がある　酌人よ






神への信（２）仰と知識の財は強奪されて


これはどの異（３）端者の甘言のせいか　酌人よ






それは古い病気のせい　心（４）の弱さのせい


その治療には　喜びをもたらすあの酒（５）がいい　酌人よ






カ（６）アバにいる人の心に憧あこがれの情熱が生まれず


あなたの顕（７）現は今もベールを被かぶったまま　酌人よ






第二のル（８）ーミーの誕生がなく　非アラブアジャムのチューリップの花園に


イランの花や水は前のまま　タブリーズも前のまま　酌人よ






イクバールは希望を失ってはいず　荒（９）れた地に


少し湿ればこの地でも肥ひ沃よくになる　酌人よ






道にいる（10）托たく鉢はつ僧に王の秘密が与えられ


わ（11）が声の価値は　パ（12）ルヴェーズの富と同じ　酌人よ







７（１）一九三二年、イクバールはロンドン滞在中のイスラーム教徒の科学者と原子爆弾について話す機会があった。





（２）信仰が強ければ神と交信ができ、悪が避けられると考えている。


（３）西洋の科学や哲学。


（４）信仰心をなくした心。


（５）神秘主義者スーフィーにとっては神の顕現。イクバールにとってはイスラーム信仰。


（６）イスラーム教徒全体。


（７）神であるあなたの前に幕があるので、あなたを認識できない。クルアーン第２章164節参照。


（８）ペルシア文学最大の神秘主義詩人。一二〇七年、アフガニスタンの東部で生まれ、アナトリアのコンヤに定住。四四年、そこに現れたシャムセ・タブリーズにより詩的開眼を果たす。七三年没。イクバールは彼を師と仰いだ。しかし今は、そのような者は生まれない。クルアーン第19章96節参照。


（９）衰退したイスラム諸地域。クルアーン第14章27節参照。


（10）現世的な富を持たず、神秘主義に従って修行する僧。ここではイクバール本人を指す。


（11）イクバールの詩作。


（12）サーサーン朝ペルシア（二二四～六五一年）の王ホスロー二世（在位五九〇～六二八年）の異名。それによって行動すればパルヴェーズのような王国を得ることも難しくはない。








８






もう一度　あの酒（１）と盃さかずきを持って来てくれ　酌人よ


わたしがかつての立場を得られるように　酌人よ






インドの居酒屋が閉じられて三（２）百年がたつ


またあなたの恩恵が広まってくれますように　酌人よ






わがガザルの胡瓶の中にほんの少しの残りがあった


長老シャイフは言う　それも不（３）浄だと　酌人よ






探究の森には獅し子しのようなものがいなくなった


残っているのは（４）神秘主義者スーフィーやムッラーの僕ばかり　酌人よ






愛の鋭い刀剣を誰がかすめ盗とったか


学（５）問の手の中で　鞘さやは空　酌人よ






胸の輝きがあるなら　詩人の言葉の熱は人生に愛（６）


輝きがないなら　詩人の言葉は永遠に死　酌人よ






わが夜に月（７）光を欠かさないでくれ


あなたの盃には満月がある　酌人よ







８（１）まだイランやインドの思想の影響がなかった時のイスラーム信仰の酒。





（２）三百年前とは、ムガル帝国第四代皇帝ジャハーンギール（在位一六〇五～二七年）の時で、シャイフ・アハマド・スィルヒンディーが現れ、第三代皇帝アクバル（在位一五五六～一六〇五年）が唱えた宗教に対し、イスラーム法復興と心の浄化を唱え、宗教改革を試みようとした。その後、イスラームについて説く、優れた人は現れていない。


（３）わが詩である酒の中に、人々がイスラームを愛するようになるものがあった。だが、儀礼だけを尊ぶ現代の長老はそれが好きではない。


（４）神秘主義者スーフィーは表面的な体験に反対し、精神的な出来事の旗手であった。ムッラー（モスクでの教師）は宗教的実践に力をいれた。これら両グループの弟子は、ただ師のまねをするだけ。


（５）神への愛を欠いた学問。クルアーン第58章11節参照。


（６）その真実の愛で民族を蘇よみがえらせることができる。


（７）神であるあなたの所には、わたしの心の暗闇を輝かせるものがある。








９






わが酌人は　わ（１）たしやあなたの世界を消させてしまった


わたしに「（２）アッラーの外に神はなしラー・イラーハ・イッラッラーフ」の酒（３）を飲ませて






酒も詩も酌人もいらない　ハープやラバーブの音もいらない


山（４）の静けさ　川岸　自然に咲いたチューリップの花があればいい






居酒屋の乞食の欲深でない心の輝きを見よ


生（５）命の泉に着いて　盃を割っているではないか






酒（６）の入ったわが小さい土瓶でも幸せ　この時代


ハ（７）ーンカーにいる神秘主義者スーフィーたちの（８）瓢ひょう箪たんは空だから






まだわたしから隠れてベールの中にいるのがいい


心（９）を越えて　わが視線は　抑えがきかずにいるので






その在り処が海の怒ど濤とうの中にあっても


そ（10）の性格の清らかさで　真珠は小洗浄ウズーをする






詩人の恵みによりバラやチューリップの花はさらに美しくなる


華やかな詩人の目は空中にある魔術師だ







９（１）自己を主張すること。





（２）信仰告白の句。クルアーン第39章36節参照。


（３）その酒を飲み、至る所に神の顕現が見えた。クルアーン第９章31節参照。


（４）これらのものがわが心と魂に安息を与えてくれる。


（５）生命の泉の水を飲めば、永遠に生きられると言われているが、神に恋した者は何物をも欲しがらず、永遠の命すら望まない。それゆえ、それを飲む盃も割っている。


（６）イスラーム教の諸価値や精神力。


（７）ハーンカーはスーフィー教団の修行のための道場や施設。


（８）神に対する愛の酒。


（９）まだ恋（神に対する）の初めの状態で、ただ見たい会いたいの気持ちだけが先行している。目と心が一致して、神への愛が本物になる。


（10）礼拝の前に、手足や頭を水で洗い清める儀式。真珠は本質的にきれいである。それゆえ、海の汚れに侵されずある。人間でもその性格がよくて、強くあれば、いかなる状況でも破壊されずにすむ。








10






願望を達成しようとする苦痛や熱情は高価なもの


献身の身を捨てて　神（１）の輝きなど得るつもりはない






この世もあの世もあなたの自由な僕たちの世界ではない


こ（２）こでは死ぬことの束縛　向こうでは生きることの束縛






ベールは霊薬である　恋の小路を彷徨さまよう者に


わが炎を燃え立たせる　おまえとの長（３）い間の別れは






白（４）鷹しらたかは山や原野で日々を過ごす


白鷹にとり屈辱である　巣を作るのは






これは見解の恩恵だったか　学び舎やでの奇跡だったか


誰が預（５）言者イスマーイールに子としての振る舞い方を教えたか






高い目標と勇気を持つ人々の参さん詣けい地となった　わたしの墓は


わたしが道の埃ほこりに　ア（６）ルヴァンド山のような秘密を伝えたので






わが詩の美しさをわたしが飾りたてる必要があるか


自然は自おのずとチューリップの花にヘ（７）ンナを贈る儀式をするので







10（１）願望達成のための惜しまぬ努力を賛美している。クルアーン第35章15節参照。





（２）この世で死から逃れられる者はいず、また来世では、どんなに単調でも永遠に生き続けなければならない。人間は自分の意のままに生きられない。


（３）恋人との別れは、愛の火にとって風の役割をする。


（４）イスラーム教徒は白鷹であるべきとイクバールは考える。


（５）預言者イスマーイールは、父親である預言者イブラーヒームの神の命令で、おまえを生け贄にえにするとの言葉に直ちに従おうとした。クルアーン第37章102節参照。


（６）イランのハマダーン南部に位置する約三千七百メートルの山。力が弱くなってしまったイスラーム共同体に、この山のような高い秘密を明かしたので。


（７）黄色の粉で、祝いの日などに女性がそれで手・足・毛などを染める。結婚の前日に、新婦へヘンナを贈る。
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お（１）まえは覚えていないか　わが心のあの時を


愛の作法のわが学び舎を　視（２）線のあの鞭むち打ちを






学（３）校マドラサでつくられるこの時代の偶（４）像には


心を誘う風情がなく　ア（５）ーザルの手並みもない






この広い世界に安心の得られるどんな隅もなく


この世界は不思議な世界だ　鳥（６）籠でもなく巣（７）でもない






葡ぶ萄どうの蔓つるはあなたの恵（８）みの雨を待っている


なぜならペルシアの居酒屋にも拝（９）火教徒の酒がない






わが友は　それをも春の効きめと考えた


こ（10）の恋する者の声が何か　どうしてわかるか






あなたはわが汗と血でこの世をつくった


殉（11）教者のほうびは何か　永遠の奮闘の輝きか






あなたの慈悲でわが日が過ぎる


友（12）への不満もなく　社会への批判もなく







11（１）現実の恋人とも神ともとれる。





（２）わたしが恋の作法に反すると、おまえは不機嫌になってわたしを見た。


（３）学マド校ラサは、イスラーム諸学を対象とする寄宿制の高等教育施設。


（４）西洋教育が育てた現代の学生。


（５）預言者イブラーヒームの父親。有名な彫刻家で偶像崇拝者。


（６）何かに囚とらわれること。


（７）そこを本拠にして自由に過ごす場所。


（８）イスラーム世界の思想的、知的財産はなくなってしまい、かつてのような進歩が再びあるように望む。クルアーン第19章96節参照。


（９）酒を大層好んだという。


（10）わたしの体の中にイスラームへの愛の血が流れ、それに対する永遠の愛でわたしが詩を書いているのがわからない。


（11）人間はこの世の建設のために、絶えざる努力をしてこの世の殉教者となって来たが、さらにそれを続けていかなければならない。クルアーン第22章78節参照。


（12）神のためだけに生きているので。
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チューリップの心は紅玉色の酒でいっぱいになった


その様子を見（１）　神秘主義者スーフィーたちは謹厳実直をやめてしまった






愛（２）がそのカーペットを敷くと


愛は托鉢僧たちを　パ（３）ルヴェーズの跡継ぎにしてしまった






これらの星々は古く　天も朽ち果ててしまった


わたしには　空気が新しく　新（４）鮮な世界がいい






誰が知っているか　復（５）活の日の混乱がどんなだか


わが知るその混乱の日とは　お（６）まえの視線が動く日か






わたしから　夜（７）明けの嘆きの楽しみを取り上げてしまうな


おまえはその目の怠慢に　余（８）計な気遣いなどしなくていい






花の季節は悲（９）しいわが心には適さない


花園の鳥のさえずりは今も楽しさを増すばかり






愚かな忠告とは　時勢とうまくせよ　ということ


時（10）勢がおまえにとり好ましくないなら　時勢と闘え







12（１）酒を避ける話をやめて酒を飲もうとした。すなわち、春の季節は世を捨てた人をも楽しくさせる。





（２）神の愛が満ち溢あふれると。クルアーン第58章11節参照。


（３）ガザルⅠ・７注（12）と同じ。


（４）だが、古びた物や人の交換は難しい。


（５）腰を砕くほどの大混乱が起こるが、今まで誰も見ていない。クルアーン第75章25節参照。


（６）現実の恋人と真の恋人、すなわち神の二つの意味がある。神に無視されても心の混乱が起こる。


（７）深夜、神に祈る。クルアーン第73章６節参照。


（８）わたしの嘆きはおまえの無視のせいだ。だが、わたしにとっては楽しいので。


（９）悲惨なイスラーム教徒を悲しむ心。


（10）勇気がない者は、いつも時代の後を行くことになるので。クルアーン第58章22節参照。
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わが不運はそのまま　あなたの無関心もそのまま


わたしには何の役にも立たなかった　笛（１）の吹き方のこの上達も






わたしはどこ　あなたはどこ　これは家　それとも家（２）なし


こ（３）の世界はわたしの世界　それともあなたの奇跡が生んだもの






わが人生の夜はこの葛かっ藤とうの中で過ぎる


時にル（４）ーミーの悶えで　時にラ（５）ーズィーの不安で






禿（６）鷹はげたかの中で騙だまされて育った白鷹は


知っているのか　白鷹の生き方はどんなだか






何（７）かガザル用の言葉があるわけでなく　わたしもそんな言葉は知らず


だが何か魅惑的な響きがあればよく　ペルシア語のであれアラビア語のであれ






清（８）貧と王権との間に大した違いはない


王は剣を振りかざし　托鉢僧は慈愛の目を降り注ぎ






ある者は隊商から外れ　またある者はマッカに疑念を抱き


き（９）っと相手を惹ひきつける者がいないのだ　隊商の梶かじ取りの中に







13（１）わたしの本当の関心とはあなたを得ることで、笛の吹き方の上達ではない。





（２）あまりの広さのせいで、そのように見えるのか。


（３）神はこの世界を人間のためにつくったのか、それとも自分の力を誇示するためにつくったのか。


（４）ガザルⅠ・７注（８）と同じ。


（５）イランの神学者・哲学者でイスラームの師（一一四九～一二〇九年）。


（６）禿鷹を西洋の知識人、白鷹をイスラーム教徒としている。白鷹は狩りの時に使う優れた鷹である。クルアーン第17章70節、第58章19節参照。


（７）イクバールはパンジャーブ出身なので、ウルドゥー語を正しく解せないとの批判があった。


（８）王に征服された者は、その心に反感を抱くが、托鉢僧による征服は心からのものであり、その王国は永遠である。クルアーン第19章96節参照。


（９）イスラームの世界で一番の不幸は、よきリーダーに恵まれないこと。クルアーン第３章159節参照。








14






この空の下をわが練兵場と考えていた　わたしは


水（１）や土のいたずらをわが世界と考（２）えていた　わたしは






お（３）まえが幕パルダーを外し　わが視線の魔法が解けた


青いチャーダルを大空と考えていた　わたしは






隊（４）商の一行は疲れ果て日々の浮沈の中に止まってしまった


太陽　月　木星を　同じ旅の道連れと考えていた　わたしは






愛（５）の一足飛びが　すべての話を終わらせた


この地面や空を果てしないものと考えていた　わたしは






恋にベールを掛けることこそ愛の秘密の表れ


嘆きになったように　嘆きの抑えと考えていたものが　わたしは






隊商に置き去りにされてしまった者の悲（６）痛の声


それを隊商の出発の合図と考えてしまった　わたしは







14（１）水や土でできた物質世界。





（２）人間の活動を物質世界だけに限定することは誤りとして、その説明を後の対句で表している。


（３）神がさまざまの仕方でその姿を現した。しかし、それが見えるためには賢明な目が必要。


（４）太陽や月や星々の隊商は、長い年月にわたり出たり沈んだりで疲れてしまった。それでわたしは、それらを後にして進んだ。自我に目覚めた人間は疲れや停滞を知らない。


（５）預言者ムハンマドの夜の旅。ある夜、預言者は天に昇り、アッラーの御み許もとまで達し、再び地上に戻って来た。クルアーン第17章１節参照。


（６）遠くにいたので、イクバールは、自分自身をイスラームの偉大な隊商から取り残された者と考えている。実はそれらの声が隊商の出発であると他の人々は考えているのに。
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一（１）つは輝く知恵　もう一つは哲学の知恵がある


哲（２）学の知恵とは　人の驚きを増大させるものである






この肉体の中に　あなたが与えてくれたも（３）のがある


だがわたしにとり非常に難しい　そ（４）れを見張るのは






わたしの嘆きが今　星々にまで達したとしてもわが何の落ち度か


あなたこそわたしに教（５）えてくれたはず　こんなガザルの詠み方を






もしこの絵が偽（６）りのものならくり返し描いて何になる


あなたには嬉うれしいのか　人（７）間に対するこの安っぽい扱いが






西洋人がわたしに宗教に背を向けることを教えたが


今（８）のムッラーはなぜイスラーム教徒の恥さらしになっている






運（９）命を壊す力は今も残っている


愚かな人が運命の監獄と言う中に






あなたが偶像寺院を持ち　わたしもそれを持ち


両（10）者の偶像は共に土製　両者の偶像は共に滅びる







15（１）真理や真実へ人々を導く知恵。クルアーン第50章37節参照。





（２）論理的な学問で、宇宙の問題は人々に安心を与える代わりに驚きや迷いに巻き込む。


（３）心。


（４）あなたがわたしを心の迷いから救い、正しい道を歩ませてくれた。クルアーン第２章177節、第16章106節参照。


（５）何か神に意図があったはず、でなければ話す力を与えなかった。


（６）神は人間を一時のものとしてつくった。


（７）絶えず生まれ、絶えず死ぬ。


（８）わたしが西洋の学問を学んだ結果、それがわたしを背教にさせたという批判がある。だが今のムッラー（モスクでの教師）は、西洋の学問に接しないにもかかわらず批判の余地があるのはなぜか。


（９）自我に目覚めた者は運命も開ける。クルアーン第87章３節参照。


（10）人間は今、神を忘れさせる物質主義に恋してしまっている。遅かれ早かれ、それらがなくなることに気づいていない。
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神よ　この消え去る世界でもいいものだが


清（１）廉潔白で腕の立つ人が　なぜ持て囃はやされないのか






彼らを神とする金（２）貸しの後押しもあるとはいえ


ヨーロッパ人を世間の人は主人と見てしまっている






あ（３）なたは賢い人でも草の葉一枚すら与えない


「だがあ（４）の人はバラやチューリップの花園を馬鹿にもやる」






教（５）会には焼き肉や赤い酒がある


イ（６）スラーム寺院マスジドには説教や教訓のほかは何もない






あ（７）なたの定めは正しいが　わが注釈師たちは


ク（８）ルアーンの解釈を複雑に拝火教徒の聖典の仕方でする






あ（９）なたの所の天国　それを誰も見てないが


ヨーロッパの辻つじ々つじは　どこもまるで天国のよう






長いこと　わが思想は天の放（10）浪者


今しばらく　それを月の洞穴に閉じ込めておけ






自然はわたしに天（11）使のような美点を与えてくれた


わたしは土でできた者だが　土（12）とは何の関係もない






わ（13）たしは神に酔う托鉢僧　東洋人でもなく西洋人でもなく


わが家はデ（14）リーでなく　イスファハーンでなく　サマルカンドでなく






わたしは真実であると考えることだけを言う


わたしは（15）イスラーム寺院マスジドの馬鹿でなく　文（16）化の落とし子でもない






わ（17）たしは仲間に嫌われ　ほかの者にも嫌われ


だがわたしは毒物を　砂糖だなどと言えなかった






正しく考え正しくものを見る人には　難しい


ごみの山を見て　ダ（18）マーヴァンドの山などと言うことは






わたしはナ（19）ムルードの火の中でも平気


わたしは神を信じる者　割れるような（20）芥け子し粒つぶでない






情（21）熱的だが目も澄ます　粗探しはせず迷惑もかけず


自由だが自分に囚われ　貧困だが喜びに満ちている






いつでも物に囚われない心は喜んでいる


誰かが花の蕾つぼみから　花の笑いが奪えるか






イクバールは神の前でも黙（22）っていられなかった


誰かこの横柄な物言いをする口を閉じさせてくれてたら







◎16このガザルは16の対句でできている。対句１より６まででヨーロッパのことが述べられ、対句７は対句８以降の橋渡しをしている。対句８より15まではイクバール自身のことが述べられ、対句16はこのガザルのまとめになっている。









（１）世の人は、純粋な人に耐えることができず、腕の立つ人を尊重しない傾向がある。クルアーン第20章131節参照。


（２）資本家は農民などに金を貸し、社会改革の気持ちなど起こせないようにしてしまっている。


（３）神に対し、不平を言っている。


（４）イギリス人は、インド人から忠誠を得る代わり、愚かな領主に地位や土地を与えている。この片句はペルシア語。


（５）イギリス人に協力する者は肉や酒が得られる。


（６）イスラームと関係する者は物質的報酬が得られない。


（７）アッラーの言葉をまとめたもの、すなわちクルアーン。


（８）一八七〇年代、アリーガル・カレッジを中心とした英語教育に消極的な者は、運動の中心人物サル・サイヤドを批判してそのように言った。


（９）現世で善行を積んだ者が、来世でその報酬を得る所。


（10）今もって誰も受け入れてくれない。


（11）精神的な能力。


（12）物質主義と関係を持たない。


（13）神の愛に酔うわたしは、東洋や西洋を超え、すべての人間を平等と考える。


（14）ムガル朝文化と、イラン文化と、トルコ文化と関係がなく。


（15）モスクで礼拝を先導する者、往々にして古い考えに凝り固まっている。


（16）西洋文化の追従者。


（17）わたしはイスラーム教徒にも、それ以外の者にも嫌われている。嘘を言うのが嫌いなので。


（18）テヘランの北東にあり、アルボルズ山脈の一部となる山。イランで一番高い山。


（19）ナムルード王は、預言者イブラーヒームを燃え盛る火の中に投げ入れたが、火が花に変じた。


（20）火にくべると、音をたてて割れる。


（21）対句13でイクバールは自分のことを述べている。


（22）自分の個性を超えて、何か大きな目的に向かう者は何ものも恐れないので。















Ⅱ






１







カリフの殉教者、アッラーの恵みを持つ勇者アフガニスタン国王ナーディル・シャーの厚情により、一九三三年、筆者はハキーム・サナーイー・ガズナヴィーの聖せい廟びょうへ参さん詣けいできた。詩の中の対句はハキームの有名な頌詩カスィーダに倣ったもので、これはその幸運を祝して作られたものである。





「わ（１）れらはサ（２）ナーイーとア（３）ッタールをまねて書いた」









１（１）ペルシア詩人ルーミー（一二〇七～一二七二年）の対句の片句より。





（２）ペルシア神秘主義詩人（一〇七四～一一三四年）で神の神秘的認識をテーマにした。


（３）ペルシア神秘主義詩人（一一四五～一二二一年）。









１−１




わが狂（４）気は時空の広さの中に収まり切れない


狂気よ　おまえの砂漠の推測はおそらく間違いだった






われらは自我でこ（５）の色と匂においの魔法を壊すことができる


これこそ神の唯一性　それをわれらもあなたも理解しなかった






見る目をつくれ　神（６）の顕現とは自然の理ことわり


波なしには　海が海でありえないように






五（７）感の知識と神の認識の対立には説教壇の者たちの誤りがある


ハ（８）ッラージュの磔はりつけ台を　自分たちの敵かたきと考えているので　彼らが






神の清い僕しもべたちを　支配の状態であれ隷属の状態であれ


何かの鎧よろいが保護するなら　その鎧とは充（９）足感である






天（10）使ジブリールよ　わ（11）が愛の陶酔のまねをするな


安楽好みの天上の人には神の名の唱和や賛美　神の回りを巡るのがふさわしい







◎１−１は愛のさまざまな面を述べている。サナーイーは愛の旗手だったので。









（４）恍こう惚こつや忘我などの愛の感情。


（５）この世界。クルアーン第５章105節参照。


（６）神は常に光を発している。それが見えないのは見えない本人のせい。クルアーン第41章53節参照。


（７）イスラームの歴史では、初期より神秘主義派と学識派との対立があり、前者は神にまで達することを目的とし、後者は宗教実践を重視した。クルアーン第21章68～70節参照。


（８）「われは神なり」と唱えて処刑された神秘主義者スーフィー（八五八～九二二年）。


（９）それは困窮の気持ちも人に頭を下げる必要も起こさせない。クルアーン第14章８節、第５章23節参照。


（10）神の言葉を最初に預言者ムハンマドに伝えたとされる大天使の筆頭。


（11）愛とその悶もだえの苦しみに耐える恵みを、神は人間だけに与えたので。









１−２




わたしは東洋と西洋の居酒屋をたくさん見て来た


こ（12）こには酌人が生まれず　向こうでは酒に味がなく






イ（13）ランにもトルコにも残っていず


古（14）代皇帝を亡き者とした清貧のあの僕たちは






盗んで儲もうけているこの人が　カアバの長老か


ブ（15）ーザルの上着を　ア（16）ウリスの継ぎだらけの衣服を　ザ（17）ヒラーのチャーダルを






神の面前でイ（18）スラーフィールはわたしを非難した


こ（19）の者は　予定より先に　最後の審判の混乱を起こしてしまったではないか






最後の審判の時の騒がしさより少ないかとの声（20）がして来た


「中（21）国の人が巡礼服をまとい　マッカの人たちは眠ってしまった」






現代の文化の酒瓶はラ（22）ーの酒で満ちている


だが酌人の手にイ（23）ッラーの盃さかずきがない






楽（24）器奏者の手さばきは抑えている


今もまだヨーロッパの嘆きは低い






この海より起こっている　そのぶくぶく出る泡も


それで（25）鮫さめの住み処かも混乱している







◎１−２は東洋と西洋との比較である。









（12）東洋には世界を変える宗教や教義があるが、今それを広める指導者がいない。西洋はその反対で人々を指導する教義がない。


（13）イスラーム教徒の衰退を表す。


（14）ローマ皇帝やイランの王を亡き者にした清貧の者たち。


（15）預言者の教友で富を嫌う。六五三年没。


（16）ヤマンの人。預言者に会うことなく預言者を愛す。


（17）預言者の娘で、ウマルの妻。


（18）終末の日に、神の命令により二度ラッパを吹く天使。このラッパの音で大混乱が起こる。


（19）イクバール自身を指す。


（20）神がいる天上より。


（21）ペルシア詩人サナーイーの片句。非イスラーム民族の方に、より多くイスラーム精神があるの意。


（22）神も否定、教令も否定している。


（23）神の言葉を教え、教令を実践している指導者がいない。


（24）西洋の支配者たちは物質主義の不安に気づき始めた人々の気持ちをうまく抑えている。


（25）西洋の支配者たちの住み処。









１−３




隷属とは何か　善（26）や美への興味が奪われること


自（27）由な僕がよしとするものこそ　それがよいことだ






奴隷の心眼は信（28）頼できない


この世でただ自（29）由な人の目だけが見えている






現代の指導者とはこういう者だ　勇気を持って


今日の海から　明（30）日の真理を取り出す者だ







◎１−３は隷属と自由について。









（26）隷属下にある者は何事も自分で決められない。主人の判断に従う。


（27）神の道を行く人々だけが自分の考えを恐れず表明している。クルアーン第７章79節参照。


（28）善悪の認識を欠いているので。


（29）神の道を行く人々。他の者の隷属下にない人々。


（30）将来の人々の要求を洞察し、それに対応する真理を提示すること。クルアーン第59章18節参照。









１−４




西洋人はガ（31）ラス職人の腕前で石を水にし


わ（32）が錬金術はガラスに石の硬さを与えた






今もいる　フ（33）ァラオが　わたしを待ち伏せして


だが何が恐ろしいか　わ（34）が袂たもとには輝く御み手てがある






ごみやがらくたでその火（35）花がいかに抑えられるか


神が（36）葦あしの茂みを燃やすためにつくった火花を






愛とは自我の認識　愛とは自我の保護


愛（37）とは古代皇帝の謁見の間に無む頓とん着ちゃく






何が不思議だ　月（38）や星々がわが獲物となっても


「わ（39）たしはこ（40）の世の主の鞍くら紐ひもにわが頭を結んであるので」






彼（41）はすべての道に通じ　この世の最後の預言者　全宇宙の主ぬし


道の埃ほこりに　シナイの谷の神の顕現のような輝きを与えた






彼（42）こそ神を愛し神に陶酔した最初で最後の者


彼こそクルアーンであり真偽を分かち　ヤ（43）ー・スィーン章やター・ハー章で呼び掛ける者






わたしはサ（44）ナーイーの詩のせいで深く潜らず　さもなければ


今もこの海には無数の輝く真珠が残っている







◎１−４では、クルアーンの教えは西洋の破壊的な影響に対して、唯一の効果的な武器であることが示される。









（31）ペテン師となって堅固なイスラーム世界を弱体化させた。


（32）イクバールの詩が民族に力強さを与えた。


（33）古代エジプト王。ムーサーの時代にエジプト王は神と称した。


（34）預言者ムーサーが示した奇跡。懐から手を出すと、白く輝いたという。ここではクルアーンの意。クルアーン第７章108節参照。


（35）イクバールの詩を指す。


（36）現代社会の誤り。


（37）わたしは預言者ムハンマドだけを愛し、自己を保護し、支配者に無頓着。クルアーン第19章96節参照。


（38）わたしが強力な力を得ても。


（39）ペルシア詩人サーイブ（一六〇八～一六七五）の対句より。


（40）預言者ムハンマド。彼に仕えてわたしには大きな力が宿る。この対句はムハンマドへの頌詩カスィーダである。


（41）預言者ムハンマドの預言は神にまで届き、イスラーム共同体を迷路から導き出す。クルアーン第16章９節参照。


（42）預言者ムハンマドはアッラーに服従し、その模倣をする者。


（43）共に外衣にくるまる者の意。前者がクルアーン第36章、後者が第20章の呼び名である。


（44）①サナーイーの詩を充分に学ばなかった。学んでいれば今でも多くの宝を得られる。②サナーイーの仕方で書いた。しかし、尊敬のあまり、その仕方で多くを書かなかった。そうでなければさらに多くの対句が書けた。








２






このガザルの詠み手は誰（１）だ　情熱的で喜びに満ちている


賢人の頭をも　狂（２）人のようにさせてしまっている






清（３）貧も王権のような仕方を持っている


王権は　パ（４）ルヴェーズのような王国なしでは役立たない






今神秘主義者スーフィーたちの部屋にはかつての清貧がない


その清貧の証文が（５）獅し子しの心の血をたじろがせてしまうような






托鉢僧たちが屯たむろする場にいる者よ　あの神（６）の人間はいかなるか


そ（７）の胸に最後の審判の日の混乱を秘めているはずの






話（８）の熱で炎のように輝いているところの


思考の速さにおいて電流より速いところの






王（９）権が狂気の様子となると


ア（10）ッラーのメスはテ（11）ィムールやチ（12）ンギス・ハーンとなる






イラクやイランの人は　こう言ってわたしをほめる


インド生まれのこの異教徒は剣や槍やりなしで血が流せられる







２（１）イクバール自身を指している。





（２）個人的な利益よりもイスラーム共同体の利益を考える愛の狂人。


（３）神秘主義の理想である清貧は、王権と違って人の心を支配する。


（４）軍や王冠や財なしでは存在がない。


（５）神秘主義者スーフィーたちの前で君主の獅子のような心も鎮まってしまった。


（６）敬けい虔けんな人、聖者。クルアーン第３章164節参照。


（７）死んだ民族の心に最後の審判の混乱をつくり、それを再び生き返らせる気持ちを持っているはず。


　　※対句４は対句３の意味の拡大。


（８）対句５は前の対句４にある神の人間にかかる。


（９）王権が快楽に陥り、人民の上に暴虐を加え始めると。クルアーン27章34節参照。


（10）神のメスは、それらの狂気の血を抜くために、より強大な力を贈る。


（11）ティムール朝の始祖であるが、その暴虐と掠りゃく奪だつ行為は有名（一三三六～一四〇五年）。


（12）モンゴル帝国の始祖。その暴虐は有名（一一六七～一二二七年）。








３






愛の狂気がわたしに教えてくれた　秘（１）密の言葉を


神がわたしにジ（２）ブリールのような霊魂を与えてくれれば言おう






星（３）がわが運命を知らせてくれるだろうか


星ですら天の大海原で疲れて瞬いている






人生とは何か　恋人への思いと姿だけに浸っているだけでは


自（４）我の死である　さまざまのことに気を使っているだけでは






驚くべきことだ　わたしに自（５）我の喜びを与えて


あれは望んでいる　わたしが自（６）分勝手でないことを






清い心　高潔な目　愛の心でよい


カ（７）ールーンのような金銀財宝　プ（８）ラトンのような思考はいらない






わたしは（９）預言者の昇天ミウラージュでわかった


天は人間の世界の範囲内にあると






この宇宙は今もって完全でない　それでおそらく


起きている　絶えず「生（10）めよ」の響きが






おまえの治療はル（11）ーミーの火の熱の中にある


お（12）まえの知力の上を西洋の魔術が覆っている






そ（13）の恵みでわが目は輝いている


そのお陰でわたしの（14）壺つぼには恵みが詰まっている　オクサス川のような







３（１）クルアーンに書かれている宇宙や人生の秘密。





（２）天使ジブリールのような伝達の能力と長命。イクバールは、同胞に人生の秘密を伝達することを望む。


（３）星の動きが人々や民族を支配しているとの考えにイクバールは反対だ。クルアーン第７章54節参照。


（４）人間にはそれぞれ独自の人格と才能がある。その能力を認識し、完成のために努力しなければならない。何かに煩わされて、努力を放棄することは自我の死である。クルアーン第45章24節、第６章116、148節、第10章66節参照。


（５）神はわたしに独自の人格を与えた。


（６）神に魅了されること。


（７）預言者ムーサーの時代の人で、多大な財宝の持ち主。その喜捨を勧められたが断り、その財宝と共に土の中に埋められた。クルアーン第91章９節参照。


（８）ギリシアの哲学者（紀元前四二七～三四七年）。


（９）預言者でもあり人間でもあるムハンマドが最高天に到達できたことは、天まで人間の接近が可能である証拠である。クルアーン第53章９節参照。


（10）神は天地創造の日に「生めよ」と言った。神は望むことは何でもできる。クルアーン第２章117節参照。


（11）ガザルⅠ・７注（８）と同じ。


（12）西洋の魔力によって煩わされている。クルアーン第90章４節参照。


（13）ルーミーの作品で。


（14）心。








４






水（１）と土と風の世界よ　明（２）白な秘密はおまえかわたしか


視（３）界から隠れているもの　その世界はおまえかわたしか






生という苦痛の　情熱の　悲しみの夜（４）


その朝はおまえかわたしか　その（５）礼拝告知アザーンはおまえかわたしか






何を表すために　夕べと朝は回（６）っているのか


日（７）々の肩に重いのは　おまえかわたしか






おまえは土つち塊くれで目が見えない　わ（８）たしも土塊　だが目が見える


存（９）在の畑のために流れる水は　おまえかわたしか







４（１）神は宇宙と人間をつくったが、イクバールは宇宙より人間が優れていると考え、水と土と風でできた宇宙に聞いている。クルアーン第16章３節、45章13節参照。





（２）姿は見えるが、その真実がわからない人間。ここのわたしは人間全体の意。


（３）神の意。神は人間に宇宙のほかのものが持たない精神を与えた。


（４）無生物や植物・動物には意識がなかった。人間に生まれて初めて、意識や自覚が生じて夜明けとなった。


（５）夜明けの祈りを告げる礼拝告知。


（６）人間の能力の出現のために、人間がより一層完璧になるために。クルアーン第45章５節参照。


（７）時や時間の乗り物に乗るのは人間。


（８）人間も他と同じように泥でつくられているが、分別力を持つ。クルアーン第７章12節、第15章26節参照。


（９）宇宙を畑と考えるなら、畑は水なしでは畑にならず、人間が水の役割を果たす。そして宇宙は、人間なしには進歩がない。








５






おまえは今も　途中に止とどまっている　その場所に縛られず行け


エ（１）ジプトやヒジャーズからも　イランやシリアからも離れて行け






その行為の見返りの期待のないもの　そ（２）の報いはすばらしく


天女や楽園　酒や盃の考えから離れて行け






ヨ（３）ーロッパの美の春は　魅力的ではあるが


高く飛ぼうとする鳥よ　穀（４）類や罠わなから離れて行け






おまえの一（５）撃は山をも崩す　おまえにより東と西の謎なぞが開く


月（６）の剣のように　鞘さやの中の安逸から離れて行け






おまえの導師には謙虚さがない　おまえの祈りには酔いがない


そんな祈りはやめよ　そんな導師からは離れて行け







◎５ロンドンで書かれた。









（１）イクバールの見解は、地理的に限定された祖国愛は人々に害を与えることになるので、それに代わり全体の繁栄を図るべきとする。すなわち、イスラーム共同体を目指した。クルアーン第49章13節、第６章98節参照。


（２）天女や楽園よりすばらしい。クルアーン第６章162節参照。


（３）クルアーン第29章38節、第27章24節、第５章90節参照。


（４）物質的誘惑から離れ、自らのイスラーム文化を堅持せよの意。


（５）「あなたの杖つえで岩を打て」という言葉の一撃。クルアーン第２章60節参照。


（６）新月は鞘の中に安住して止まっていずに満月となる。このようにイスラーム教徒も、人生の争いに巻き込まれる中ですべてを得る。








６






敬虔な托たく鉢はつ僧は秘密を任せられている


そ（１）の者はジブリールと心のつながりがあるので






誰にわかるか　どのくらいの船（２）が沈没したのか


律（３）法学者　神秘主義者スーフィー　詩人たちのよからぬ考えで






ライオンも度ど胆ぎもを抜かれてしまう熱（４）い目が必要だ


臆おく病びょうで　怖おじ気づく冷たい息はいらない






愛の医者はわ（５）たしを診て言った


あなたの病気はただ願望の痛みがないせいだ






命（６）の清らかさというものはそれとは少し違う


この色いろ艶つや　血色のよさは飲み物食べ物の多さのせいだ







６（１）ジブリールは神の啓示を預言者ムハンマドに伝える。一方、托鉢僧は第六感が働き、神のメッセージを得て人々に伝えられるので、両者に心のつながりが生じている。





（２）民族や集団の乗る船。


（３）律法学者は民族に世のことを教える。神秘主義者スーフィーは正しい道を歩くことを教える。詩人は生きる魂を伝える役割を果たしている。


（４）民族にとって。クルアーン第18章60節参照。


（５）イスラーム共同体。


（６）命には、精神的な命と肉体的な命の二種類があり、食物などで得た肉体的な命は必ずしも清いとは言えない。








７






またチューリップの花の灯明で　山や麓ふもとが明るくなった


わたしをまた花園の鳥は　歌でわくわくさせ始めた






荒野に花があるのか　天女が列をなしているのか


紫　青　黄色と　その衣装は色とりどりで






花はな弁びらの上に朝風は露の真珠を置き


この真珠をさらに輝かす　日の光が






無（１）心の美にとってその姿を見せるのに


もし町より森（２）がいいなら　町に住むのがいいか森にがいいか






自らの心に沈（３）潜して人生の手がかりを得よ


わたしの言うことがわからないならそれでいい　自分で気づけ






心（４）の世界とは　それは情熱と陶酔　魅惑と熱望の世界


肉（５）体の世界とは　それは損得の　狡こう猾かつと欺ぎ瞞まんの世界






心の富は手にすれば　なくなってしまうことはなく


肉体の富は消える影　いったん手にしてもいつかは消える影






心の世界でわたしはヨ（６）ーロッパの支配を受けなかった


心の世界でわたしはシ（７）ャイフやバラモンを見なかった






わたしは（８）世俗カランダルに囚われない高位の者の言葉に恥じ入った


おまえがほかの者の前に（９）跪ひざまずけばおまえの心はなくなり体もなくなる







◎７連続した意味を持つもので、三番目の対句までは春のことを述べ、四番目の対句は五番目以下、新しい話題が始まる橋渡しをしている。










（１）自然の美は、人が見ていようといまいと気にしない。


（２）イクバールには、荒野や山に住む者は自然に近いのでよいとする考えがある。


（３）自分の隠れた能力に気づくように。クルアーン第５章105節参照。


（４）その中に神への愛がある。クルアーン第16章106節参照。


（５）その中に私的な利害がある。


（６）誰かの隷属下に入る。


（７）シャイフはイスラーム社会で、バラモンはヒンドゥー社会で、それぞれ一番高い地位。すなわち、身分の上下関係。


（８）この語は、この詩集の中によく出てくる。この世を住みやすくし、個人の利害は考えず、人間世界全体のために努力する。困難や障害を気にかけず、目的獲得のために努力する人にこの語を使っている。


（９）従うの意。クルアーン第22章31節参照。









８（カーブルで詠む）








イスラーム教徒の血の中には優（１）しい親切さがある


勇敢な戦士の寛大さは　世に有名である






神よ　学（２）び舎やの長おさたちにわたしは文句がある


鷹（３）たかの子たちに　土の遊びなどを教え回っている






長い間獲物であった者の目つきが変わった


わたしが大物を捕る狩りの仕方を教えてやったので






世を捨てた神秘主義者カランダルは「ア（４）ッラーの外にラー・イラーハ」の二語以外何も持たない


町（５）の律法学者たちはアラビア語の言葉の宝庫の持ち主カールーンであるが






わたしには酒や酒の胡こ瓶へい　盃などの話はできない


石（６）を砕くのが仕事の者にガラス瓶の作り方など聞いて来るな






イクバールよ　おまえは托鉢僧のような流儀をどこで会得したか


諸（７）王の所におまえの金や物を欲しがらない噂うわさが広まっている







◎８イクバールが一九三三年、アフガニスタン国王ナーディル・シャー（在位一九二九～三三）の招きでアフガニスタンに招待された時、カーブルで作ったものである。国王はアフガニスタンにイスラーム体制を敷くことを望み、イクバールたちに意見を求めた。









（１）クルアーン第48章29節参照。


（２）宗教学校を指す。教育制度の欠陥を批判。クルアーン第２章31節、第17章70節参照。


（３）イスラーム教徒の子弟たち。


（４）「アッラーの外に神はなし」の神の唯一性のメッセージ。クルアーン第39章36節参照。


（５）真のイスラームのメッセージを与えていない。カールーンとは、エジプトの伝説上の金持ちで吝りん嗇しょく家。ムーサーが喜捨を命じたが拒否したため、ムーサーの呪じゅ詛そで宝と共に地中に埋まった。


（６）民族の中に精神をつくり出させることを仕事とする者。クルアーン第90章４節参照。


（７）イクバールらを招待したアフガニスタン国王ナーディル・シャー。








９






愛（１）により人生の歌の中に高低が生じる


愛により土（２）の像の中に刻一刻　情熱が生じる






人間の血管に愛が染み込んでいる


バラの枝に朝風の湿り気があるように






日（３）々の糧を届けてくれる者がわからないならおまえは諸王に仕える乞食


だがわかるなら　ダ（４）ーラーやジャムがおまえにかしずく乞食






心の自由は皇帝に匹敵し　腹（５）のは死をもたらす道具


その決定はおまえの手中にある　心のを取るか腹のを取るかの






イスラーム教徒よ　自分の心に聞け　ム（６）ッラーなどに尋ねるな


カ（７）アバからなぜ神の僕たちがいなくなったかを







９（１）人格の完成のためには、愛着・情熱・動機が必要である。イクバールはそれらを愛と考えている。クルアーン第22章32節参照。





（２）人間。


（３）対句３の前の片句はイクバールの時代のイスラーム教徒の様子。後の片句はイスラーム教徒が信仰篤あつく、力のあった時代の様子。クルアーン第22章31節参照。


（４）ダリウス大王やジャムシード王のことで、共に古代イランの王。


（５）腹に目が行く者は、愛や友情、正義など人生のよき恵みが得られない。クルアーン第13章28節参照。


（６）モスクで子供たちに教える教師であり、礼拝を先導する者などの意がある。


（７）イスラーム教徒全体の世界の意。
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心（１）は熱情を欠き　目は澄んでいない


だから何が不思議か　おまえが大胆でないことが






こ（２）の土の体に神の顕現の願望も隠されている


うっかり者よ　おまえは単なる知能だけを持つ者ではない






ヨーロッパの文明で輝いている目は


利発そうで賢そう　だ（３）が涙に濡ぬれていない






神（４）秘主義者スーフィーやムッラーはわが狂（５）気を知っているか


彼らの裳も裾すその端には今もって引（６）き千切った跡がない






いつまでわ（７）が土は星々の支配に囚とらわれているか


わたしはそんなではない　天の動きもそんなではない






わたしは雷光　わが眼まな差ざしは山や荒野にある


わたしにとり　雑（８）草や枯れ草などでは落とし甲が斐いがない






こ（９）の世とは死を恐れない敬虔なムスリムのために残された遺産である


「も（10）しおまえがいなければ」と言われないようなら敬虔なムスリムではない







10（１）善悪を区別する力がなくなっている。クルアーン第22章32節、第33章39節参照。





（２）神は人間に、知能を超えて真理にまで達する能力も与えている。それゆえ、人間を単なる知能を持つ人形と考えるのでは、人間の持つ能力が充分に理解されていない。クルアーン第95章参照。


（３）人間の苦悩や苦痛の影響を受けた涙が出ていない。それでは人間世界をよくすることができない。クルアーン第29章28節参照。


（４）神秘主義者スーフィーやモスクで礼拝を先導する者であるが、社会的改善に無関心な者が多い。


（５）イクバールの中では、狂気と愛は同義語的に使われることが多い。愛にはこの世をよい場所にする願いが込められている。


（６）苦しみの表現で、イスラーム共同体に対し狂うほどの愛が見えない。


（７）人間や民族の将来は、その努力に関係なく、星の動きによるとの考え。イクバールはこの考えには反対。


（８）人間は神の偉大な創造物であり、山をも燃やす力を持つ。小さなことに囚われて自らの力を無駄にすべきでない。


（９）神はこの世を預言者ムハンマドのためにつくった。ムスリム（イスラーム教徒）はすべて預言者の弟子に当たるので、この世の相続人となれる。クルアーン第21章105節、第33章27節、第24章55節参照。


（10）預言者ムハンマドは神により「もしおまえがいなければわたしは天をつくらなかった」と言われている。
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いかなる恐怖があろうと心（１）の言葉がその伴はん侶りょ


これこそ初めより神に酔う托鉢僧カランダルの仕方である






居酒屋にたくさんの人がいるのはなぜか


ただそ（２）れは酒場の古老がもてなし好きの人だから






確（３）信の弱さの治療はラ（４）ーズィーではできない


そのデリケートな見解がいかにすばらしくとも






素直な弟子は後悔して泣いて謝った


どうか（５）師シャイフもこの勇気が出る神しん佑ゆうが得られますように






人間はその昔の魔術の中に囚われている


その脇わきに今も古き時代の偶（６）像を持っている






わたしにはおまえはイスラームを口頭で言う者だの言葉で充分


ム（７）ッラーはイスラームを心で確認している者だの言葉で大喜び






もし神への愛があるなら不信仰の者もイスラーム教徒


そ（８）れがなければイスラーム教徒も邪教徒や異端と同じ







11（１）どんなに身の危険があっても神に反する言葉は出ない。クルアーン第38章３節参照。





（２）民族のリーダーが憐あわれみ深く親切なら、多くの人を一緒にイスラーム共同体という目的地に到達させられる。


（３）信仰の強さは、哲学的根拠からではなく、神の愛から来る。クルアーン第28章67節参照。


（４）ガザルⅠ・13注（５）と同じ。


（５）弟子は師の言葉に忠実に従い、罪には素直に許しを求めるが、師は本当の信仰を欠き、偽善家である。


（６）現代人は知識人であることを主張し、偶像崇拝をやめてしまったと言っているが、ただ偶像の形が変わっただけ。今は膚はだの色や人種、民族の優劣が偶像である。


（７）モスクで子供たちにイスラームを教えたり、礼拝の先導をするムッラーは、言葉だけでイスラーム教徒であることを主張する人である。


（８）口だけでイスラーム教徒であることを主張し、行動を欠くのは偽善者である。クルアーン第22章32節参照。
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真（１）心の証拠に聞いてみよ　それは頼りになるものだから


おまえは目的地に着いた者か　それとも道に迷ってしまった者か






邪（２）教徒であるなら王にも托鉢僧にもなれない


敬虔なムスリムなら托鉢僧であっても王の振る舞いをする






邪教徒であるなら剣を頼りにする


敬（３）虔なムスリムなら剣を持たずに戦う






邪教徒であるなら自（４）分の運命に従ってしまう


敬虔なムスリムならその人は自（５）ずとアッラーの運命に従う






わたしは秘密のベールも破った


だがおまえの盲（６）目の病は久しい







12（１）人間は心で考えると、その行為が宗教的目的に従っているかどうか自おのずとわかる。





（２）名前だけのイスラーム教徒。クルアーン第49章14節参照。


（３）敬虔なイスラーム教徒は物質を信頼しない。真理を信頼して世界と向き合い、真理の恵みを得る。クルアーン第49章15節、第３章151節参照。


（４）努力をしないで運命としてしまう。


（５）自分の努力で神の運命となるような完璧さを生める。


（６）心の盲目のせいで、私が明かしたこの世の秘密がわからない。
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西洋のこれら天女たちは心（１）や目のベールだ


だが西方の天国は馬（２）の鐙あぶみに足の眺め






心（３）と目の船はしっかり支えておけ


月（４）と星はこの世界の海で渦巻きだ






声（５）や音の世界に入れることはできない


チ（６）ャングやラバーブの響きは太古からの魅力だ






律法学者たちにハ（７）ーンカーで過ごす仕方を教えた


神秘主義者スーフィーたちは町にいる彼らを駄（８）目な者にしてしまった






大地の霊魂も震え上がってしまうような（９）跪拝きはい


それを今日　説教壇ミンバルも壁メヘラーブ龕も待ち望んでいる






エジプトでもパレスチナでもこういう（10）礼拝告知アザーンは聞けず


山々を水銀のように身震いさせた礼拝告知アザーンは






コ（11）ルドバの風よ　これはきっとおまえのせいだ


わが歌に若かった日の熱情が蘇よみがえって来たのは







◎13一九三二年十二月、イクバールは第三回ロンドン円卓会議でイギリスに行き、会議の後、翌年一月、スペインなどを訪れた。コルドバでかつてのアラブの繁栄の跡を見て、その感動を詩にしたもの。









（１）目や心を神の道から閉ざさせてしまうものに見える。クルアーン第29章38節、第27章24節、第５章90節参照。


（２）ほんの束つかの間の意。すなわち、西洋文明は表面的なもので、持続性と確証性が少ないと考えている。


（３）対句２は対句１に連絡させて読む。西洋の存在を海と見る。


（４）西洋の学芸の意。それは表面的には美しいが、渦となって支障を来す。


（５）喧騒のわれわれの世界は歌の正しい認識を欠いている。


（６）音楽の盛んなスペインで触発されての弦楽器の賞賛。それは人間を高い所まで導いている。


（７）スーフィー教団の道場。ここで神秘主義者スーフィーたちは世の混乱を離れて瞑めい想そうを行っている。


（８）真理を探究せず、支配者の言いなりになる者にさせてしまった。


（９）今は見せかけだけの跪拝。


（10）コルドバのイスラーム寺院マスジドから夜明けに聞こえて来た力強い礼拝告知。


（11）後ウマイヤ朝の首都として十世紀に繁栄を誇った。七五六年より、一二三六年まで首都で、そこでの社会的・文化的生活の中心を成した者はイスラーム教徒であった。
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覚（１）醒かくせいした心とは預（２）言者ウマルの心　そして預（３）言者アリーの心


人間という銅に　心の覚醒は錬金術の役をする






心（４）を覚醒させよ　心が眠っている限り


おまえの一撃には効きめがなくわが一撃にも効きめがない






砂漠で鹿の足取りは鋭い嗅きゅう覚かくでしかわからない


推測や当てずっぽうではタ（５）タールの麝じゃ香こう鹿は手に入らない






こ（６）んな懸念でいつまで溜ため息をこらえていられるか


おまえの運命の火花を拝（７）火教徒の子らが取ってしまわないかと






神よ　これらあなたの素直な僕たち　どこへ行けばいいか


托（８）鉢僧もペテン師　王も欺瞞だらけのペテン師であっては






現代文明が自由を与えてくれているが　わたしに


上（９）辺は確かに自由　だが内は囚われの身では






わが王　ヤ（10）スリブの主よ　あなたこそわが病を癒いやす方


わ（11）が知識は西欧風　わが信仰は（12）聖せい紐ちゅうの信仰







14（１）預言者ムハンマドへの愛に目覚めた心。





（２）二代目カリフで、善悪の区別を的確にしたので有名。


（３）預言者ムハンマドの徒弟で、帰依者。勇敢さや寛大さなどで有名。クルアーン第50章37節参照。


（４）対句２は対句１を受けてのもの。


（５）トルキスタンの地域に棲せい息そくする鹿で黒い臍へそを持ち、そこより芳香を出すとされるが、実際はそこから薬用物が得られると言われている。すなわち、覚醒した心が必要の意。


（６）行動なしではどんな民族も幸せになれない。


（７）異教徒の意。


（８）托鉢僧は人々に神を見せ、王は人々の保護と改善に責任を持たねばならないのに。ここでは、前者は当時のガンディー、後者はイギリス政府にとれる。クルアーン第４章146節参照。


（９）宗教・道徳・見解などの自由を得たが、物質的には奴隷となった。クルアーン第58章19節参照。


（10）マディーナの古名。ムハンマドの時代までの呼び名。


（11）現代のイスラーム教徒の知識は。


（12）ヒンドゥー教徒が首や腋わきの下に巻く紐。異端の影響の下にあるの意。
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自（１）我の生意気と活発さに尊大さや媚び態たいの様子はない


あるとしてもその媚態は請（２）願という快楽のないものではない






愛（３）の眼差しは生きている心の探索にある


死んだものの狩りは大（４）鷹には似つかわしくない






わ（５）が歌声には恋人のような甘さはない


天使イスラーフィールの吹くラ（６）ッパのように心地よくない






わたしはヨーロッパの酌人に酒（７）を求めることはしない


それは生粋の酒飲みの仕方ではない






この世で愛の仕方は決して流は行やらなかった


つまり　愛とは日ひ和より見主義のものではない






わが恋する人が目の前にいてもいなくても絶えず気掛かりだ


わたしが自分で言うなら　わが恋物語は長（８）くはない






もし関心があるなら〝ペ（９）ルシアの詩篇〟を読んでくれ


夜半の嘆きには秘密の声がないものではない







15（１）自我が完成の域に達すると元気が出る能力が生じる。





（２）神の前に跪く嘆願の快楽。クルアーン第10章14節、第51章20、21節参照。


（３）愛とは自我の中でも高い位置に存在するものなので。


（４）大鷹は死肉は食べないので。


（５）わが詩は覚醒の詩なので甘くない。


（６）ラッパの合図は、これから起こる最後の審判の合図なので。


（７）ヨーロッパの酒は知能と心を混乱させ、クルアーンのような見解を与えないので。


（８）すなわち、絶えず気掛かりだの言葉で言い尽くされている。


（９）Zaboor-e-Ajam一九二七年に出たイクバールのペルシア語の詩篇。そこで、知恵・学問・霊的認識・宗教・神秘主義などについて述べている。
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将（１）軍は無能　軍の隊列はばらばら


残念　それは的の定まらない中途半端な矢だ






おまえの海（２）の中にどこにも人生の真珠がない


わたしは一つ一つ波の中を探し　一つずつ貝を開けてみたが






偶像への愛から身を引き　自らの自我に沈潜せよ


寺（３）院の色づけで己の肝臓の血を無駄にするな






はっきりと述べようか　愛と死の立場の秘密を


愛（４）とは名誉を持つ死　死とは名誉を持たない生






ル（５）ーミーとの交友で　次の秘密がわかった


思いを巡らす賢者は襟元に頭　カ（６）リームは手に頭






カリームのようにもし誰でも戦場に立つなら


今でもシナイ山の木から恐（７）れるなとの声がする






西洋の学問の顕現はわ（８）たしを眩げん惑わくさせなかった


わが目の眉まゆ墨ずみはマ（９）ディーナやナ（10）ジャフの土でできたものなので







16（１）イスラーム共同体の司令官を指す。クルアーン第48章29節、第61章４節参照。





（２）イスラーム共同体をよくしようとする覇気ある人が見当たらない。


（３）異教の寺院を飾る労力を払っているが、それをやめよ。すなわち、西欧の物質文化に恐れをなしているが、それをやめ、自我を認識し、自らの能力で共同体再建のため努めるべき。


（４）人間が目的を持って人生を送れば、尊敬と価値を伴って死が来る。物質的な面を重視して過ごすと、それは不名誉と衰退の人生しかない。クルアーン第２章154節参照。


（５）ガザルⅠ・７注（８）と同じ。


（６）神と話をする者の意で、預言者ムーサーの称号。イクバールが好んだ人で、奮闘努力する人。賢者は考えるだけで実行が伴わない。クルアーン第５章77節、第22章46節参照。


（７）ムーサーであるカリームが妻と共に旅をしていた。寒い日だった。ツール山に火が見えたので近づくと木の間より、「おまえの杖を投げよ、恐れるな」の声がした。この故事により現代でも悪との衝突では神より声が上がる。クルアーン第28章30、31節参照。その他クルアーン第18章60節、第20章21節、第27章11節参照。


（８）イクバール自身、西欧に留学し、西洋文化を学んだ。


（９）六二二年、聖遷によりムハンマドはマッカよりこの地に移住。それによりイスラーム第二の聖地となった。


（10）イラクの地にあるシーア派の聖地。第四代正統カリフで、シーア派初代イマームのアリーの聖廟がある。









17（ヨーロッパで詠む）








冬の空気に剣の鋭さがあったが


わたしはロンドンでも早起きの習慣






あ（１）る時はわが熱き言葉は宴うたげの源泉


またある時はわが言葉の少なさが人々の心配の種






仕（２）事の手綱が労働者の手元にあるとしても　それが何


コ（３）ーカンの仕方の中にあのペテンではパ（４）ルヴェーズ的






王の威厳があろうと民主主義の披露があろうと


宗（５）教が政治から離れたら　チ（６）ンギス・ハーン的






偉大なローマの都でデリーを思い出す


あの自戒　あの偉大さ　心を魅するあの壮大さ







◎17イクバールはこの詩をロンドンで書いたと述べているが、第一回ロンドン円卓会議の時であったか、第二回の会議の時であったかは不明である。









（１）対句２は対句１と合わせて読む。イクバールは、早起きの習慣と、会議では寡黙の傾向があったと言われる。


（２）当時、イギリスでは労働党が政権を握っていたが、イクバールには労働者を抑圧しているように見えた。


（３）恋する人の夫の命令で岩山を掘った石工ファルハードの通称。ここでは労働者の意。


（４）石工ファルハードに岩山ビーストゥー山を掘らせたイランのサーサーン朝末期の君主ホスロー二世（在位五九一～六二八年）のこと。


（５）体制がどうあれ、統治は宗教の原則に従って神への畏い怖ふと公正さをもってすべしの考え。


（６）ガザルⅡ・２注（12）と同じ。クルアーン第16章90節、第22章41節参照。
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この古めかしい偶（１）像殿は何だ　塵ちり芥あくたの山だ


この中で過ごすことは難しい　燃（２）え立つような嘆きなしでは






愛の餌え食じきになる話は長くはない


矢（３）尻やじりに突かれる楽しみ　革紐に縛られる安らぎ






七（４）二のムスリム宗派になって失われてしまった意味


それは理解できないだろう　考え方が無色透明にならない限り






一つにはイスラーム法があり　またイスラーム教への献身もある


イ（５）スラーム教への献身こそ　最高天に至る奥義だ






賢明なる旅人よ　イスラーム教への献身なしには


行（６）動の道は生じない　確信の技は潤わないぞ






厚かましさと大胆さこそ　愛の秘法


だ（７）がすべての愛が厚かましさで　すべての魅惑が大胆さでというわけでなく






わが狂気は最後の審判の日でもじっとしていず


胸はかきむしる　手（８）は神の方に向いてしまう







18（１）この現実の世界。





（２）よき願望の嘆きなしでは、よき社会は生まれない。嘆きの火で塵芥は燃やしてしまわなければならない。


（３）神の愛に囚われ、困難に耐えることは、わたしにとって喜びである。クルアーン第90章４節参照。


（４）イスラーム出現の目的は、世界を一つにして世界中の人々の安全と幸福を願うことであったが、ムハンマド没後すぐに、共同体の指導者の問題を巡って意見の対立がみられ、それが分派的運動と結びついた。その結果、多数に分派し、自分だけよければの偏見も生まれた。


（５）イスラーム教徒として献身的な愛を持つ人は、宇宙の最高の秘密がわかり、さらに法学者が信仰者の程度にも止まれないのに対し、神にまで近づける。


（６）行動と確信はイスラーム教徒としての結果である。クルアーン第２章118節、第98章７節参照。


（７）人間の中に真実の高い愛が生じなければ、その中に力と大胆さは生まれない。だが、わが愛は誠意の過剰さのせいで、神の前でも大胆になり過ぎている。


（８）神の袖そでを引っ張る。神に対するずうずうしさは、イスラーム法上容認される行為（ジャワーズ）である。
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水（１）や花から離れるのが世を捨てる技ではない


土（２）や光の世界を征服することこそ世を捨てる技である






屯して座る者よ　わたしは　そんな清貧から離れて来た


お（３）まえのような清貧は負け犬のようで衰弱気味なので






托（４）鉢僧としても王国の人としてもふさわしくない


テ（５）ィムールの広大な財力を浪費してしまった民族は






月のような美しい顔の酌人に届かぬならなおいい


わが盃の断りの言葉は宴（６）の賑にぎわいの試金石だから






賢人や聖者　神秘主義者スーフィーが皆が皆　狂喜した　神が見えたと


だが誰にわかるか　そ（７）れは正真正銘隠れているものだから






わ（８）が恋人ひとが好意を示せば　鳥とり籠かごの隅でも自由


そうでなければ　花園の庭でも束縛の場






悪（９）く思うな　少しそれを試してみよ


西洋文明は心が空虚　知能の鋭さばかりで







19（１）水や花、すなわちこの世から離れるのが一般的な世を捨てる考え方。イスラームの考え方は、この世にありながら人間的欲望を捨て、社会の向上と発展のため努力すること。クルアーン第45章13節参照。





（２）土、すなわち土でできた人間。光、すなわち光でできた天使。


（３）人生の葛かっ藤とうと闘わず、行動より祈りを重視しているので。


（４）イクバールの時代のインドの現状を見て、この片句を言っている。


（５）中央アジアに興ったティムール朝の創始者ティムール（一三三六～一四〇五年）の血を継ぐ者としてバーブル（在位一五二六～三〇年）がムガル帝国を創始し、一五七〇年代より十八世紀初めまでが帝国の最盛期であったが、以後は弱体化。その挙句がイギリスの植民地であった。クルアーン第103章１～３節参照。


（６）酌人の好意の証あかしとなるので。


（７）神を誰も覆いなしで見ることはできない。神の顕現と思えたものも一種の幕である。


（８）すなわち神が月をかけてくれれば。クルアーン第10章11節参照。


（９）ヨーロッパの人々に語りかける。
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知性は神の座の入口から遠くはない


だがそ（１）の運命には神との同席がない






賢明な心も神に求めよ


目の輝きは心（２）の輝きでない






知識の中にも楽しみがある　だが


そ（３）れは　天女のいない天国でしかない






何と残念　現時代には


お（４）もしろみのある人がいない






一（５）つの狂気とは意識を持つ狂気


もう一つは意識を持たない狂気






心の生きている様子はいらいら


残（６）念　いらいらのない心とは






お（７）まえの死の秘密とは神と同席でないこと


おまえが生きているなら同席でないことはない






すべての真珠は貝殻を破って出て来た


お（８）まえには姿を見せる準備がない






神よご自身を見せよとわたしも言っているが


こ（９）れがカリームとシナイ山の話のようにはならない







20（１）偉大な哲学者でも、知性では神を見ることはできない。それができるのは心である。クルアーン第５章77節、第22章46節参照。





（２）目の視力と心の視力は別である。物事の判断のためには心から出る直観が必要である。


（３）知識によって得られる天国では、優美さや優華さに欠ける。


（４）霊的認識力を得ている人がいない。


（５）イクバールにとり本当の狂気とは、その中に正気があり、それは神の愛により生まれる。


（６）恋や愛の感情のない心は無感覚であり、信念や見解に誠意がない。愛で不安の心を持つ者は、高い目的に自己をも犠牲にする。感情を欠く心は自己の利益だけに走る。


（７）神を見ていないと、他者の不運や不幸に無感覚となり、これは人間の死と同じである。すなわち、昨今のイスラーム教徒は、真の心で神への確信を持っていないので、人生の揺れを知らなくなっているとの意。


（８）多くの民族は進歩して、どこかしらに行き着いている。だがイスラーム教徒は、今もって自分の殻に閉じ籠こもっているだけで外に出られない。クルアーン第45章４節参照。


（９）カリームは預言者ムーサーの呼称。ムーサーはシナイ山で神の顕現を求めると、神は雷となって現れた。イクバールも神を見ないと言うが、本心から言っているのでない。それゆえ、力がない。すなわち、現在のイスラーム教徒は神から遠く離れてしまっているので、ムーサーのような力がないと嘆く。クルアーン第７章143節、第２章29節参照。
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自（１）我とはどんな岸辺も持たない海である


もしそれを小川と考えてしまうならど（２）うしようもない






天（３）空の円まる屋根の魔法をわれらは打ち砕ける


それはガラスの建物で花か崗こう岩の石造りではない






自（４）我の中に沈む　そして再（５）び浮かび上がる


だがこれは　無能な者の勇気では成しえない






おまえの未来が星占いにわかるか


おまえは生きた土　星（６）などの従者ではない






こ（７）こは天国だ　天女も天使もいる


だがおまえの目には今もまだ見る力がない






わ（８）が狂気は時代をよく認識した


それでわたしに衣装を寄こした　破れることのない






不思議にも自然は寛大である時でもけち臭い


純粋なル（９）ビーに火があっても火花が点ついてはいない







21（１）イクバールにとり、自我は宇宙のように広い。





（２）神が人間に与えた力は計り知れない。それを限定してしまうことは誤りである。クルアーン第45章13節参照。


（３）空はガラスの弱さで、人間はこれを壊してそれより先に行くことができる。


（４）他のすべてを失うほど自我に愛着を持つこと。


（５）自我の完成の後、個人の利益の獲得の代わりに、自分の能力で人々へ奉仕をする。


（６）人間は努力して自らの運命をつくらねばならない。


（７）人間が自分の自我を完成させ、この世で行動の美しさを示せば、この世でも神の近づきを得られる。


（８）狂人は胸をかきむしり、引きちぎる者とされた。しかし今日、人々はそのような狂人の意見を聞かない。それで私は狂人であるが、そのようにはしなかった。


（９）鋼玉の一つで、赤色透明な宝石。すなわち、能力のある人間でも、努力奮闘しなければ目的は達せられない。
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朝（１）風がわたしに　メッセージを与えて吹き抜けた


自（２）我を知る者の位置は　玉座に座する者と同じとの






自我であなたの人生があり　自我であなたの誇りがある


自我を持つ者には王権があり　持たない者には軽けい蔑べつがある






哲（３）学者よ　あなたはわたしに目的地を教えてくれなかった


だが何の不満が　あなたはそこの住人でもなく旅人でもない






わ（４）が詩の集まりで今も修行中


粋な礼儀を知ってはいるが　それら乞食たちは






ことはデリケート　だが好きならするがいい


わたしには（５）隠いん遁とんした生活の仕方がいいようには見えない






あなたは不死鳥を狙ねらう者　だが始めたばかり


鳥（６）や魚の世界から始めることでも悪くはない






あなたがアラブの住人であろうとなかろうと「アッラーの外にラー・イラーハ」の言葉は


意味のない言葉だ　あなたの心がそれを証あかさない限り







22（１）朝は宗教的な務めと幸せの時であり、頭脳は自然の秘義を受け入れやすくなっている。





（２）自分の隠れた才能や本性、真実に気づいた者。クルアーン第24章55節参照。


（３）哲学者は頭で目的地へ到達することを望み、実際の道を示すことは苦手である。クルアーン第５章77節参照。


（４）わたし（イクバール）の詩の勉強は敬虔なイスラーム教徒になるのに役立つので。


（５）托鉢僧たちが修行場に集まっているだけで努力もせず、ただ見せかけの行を行う生活。


（６）大きな目標を狙うには、まず小さなことに馴な染じんでおくのも有益の意。
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おまえの目は悪く　手も短い


お（１）まえのせいか　棗なつめ椰や子しの高い木のせいか






学（２）校マドラサ関係者がおまえの喉のどを絞めてしまった


またどこから起こるだろう　「アッラーの外に神はなしラー・イラーハ・イッラッラーフ」の声が






神（３）意は自我の中に紛れ込んでいる　愚か者よ探すがいい


これこそおまえにとり　何事も今　改善させてくれる道だ






心の話を羊（４）毛の衣をまとっていない托鉢僧に聞け


どうかおまえが　自分の立場がわかるように






素す頭あたまなら　志（５）を高く持て


白鷹の頭のためにだけ鶏冠とさかがある






星の巡りでもなく　天の運行でもない


自我の死からだ　お（６）まえが神の恵みや栄誉が得られなくなったのは






わ（７）たしは悲しくなって学マド校ラサやハーンカーを後にする


生きる力も愛もなく　知恵も見る力もない　そこには







23（１）棗椰子が容易に採れないのは、採る者の肉体的弱点のせい、すなわち高い目的達成のためには強い意志と勇気が必要である。





（２）新教育がイスラーム教徒から宗教心を奪ってしまった。


（３）イクバールの基本的見解は、神はすべての人に高い能力を与え、もし人間がこれらの能力を認識すれば、人間は宇宙に隠れている秘密を理解し、活用できるということである。


（４）托鉢僧は普通、羊毛の衣を身につけているが、見せ掛けの托鉢僧でない者。


（５）高い志の人には王冠は必要でない。人々が自然と尊敬の冠を与えるので。


（６）イスラーム教徒の衰退。


（７）イクバールにとり、学マド校ラサとは表面的な知識を与える所で、ハーンカー（スーフィー教団の道場）とは内面的な知識を与える所。だが、現在これら両方とも、魂の根元を与える機能を欠いている。
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知恵は情（１）報以外に何も持たない


お（２）まえの治療には眼（３）差し以外どんな療法もない






おまえの居場所は一（４）歩一歩の先にある


人生とは旅の楽しみ以外楽しみは何もない






おまえは自（５）我の保持で価値がある


真珠の中には　真珠となる水（６）以外　何もない






血管の中に血の巡りがあっても何が得られるか


人生とは腎じん臓ぞうの情（７）熱の溢あふれ以外では何も得られない






チューリップの花嫁よ　わたしにベールとは適当でない


わたしは朝（８）のそよ風　それ以外の何ものでもない






ヨ（９）ーロッパの商人が価値がないと考えたもの


それは　手工業で造られたもの以外　ほかに何もない






イクバールは貧しいとはいえ　寛大だ


炎（10）の火花以外　何も持たない







24（１）五感より得られるもので、科学や芸術のすべての情報も五感より得たものである。





（２）確信の弱さのせいでの病気の治癒。


（３）感覚を超えてあり、発見や啓示の姿で現れる本能的なもの。本能は知識に勝り、直観や啓示は知識より優れている。クルアーン第５章77節参照。


（４）停滞は死である。クルアーン第43章32節参照。


（５）人間は自我を保護することで強い人間になれる。


（６）貝の中の自我である水一滴の保護と育成の結果、単なる水が硬い高価な真珠となる。


（７）イクバールにとっての情熱とは、被抑圧者の苦痛を感じ取り、それを改善する努力。


（８）わたしはチューリップの花に新鮮さを与える者。換言すれば、チューリップという若者に新しいメッセージを与える者だ。


（９）イギリスは自国の産業を保護するために、インドの布製品に税をかけさせ、インドの手工業を破壊させようとした。一方、ランカシャーの布には税をかけず、インドに入れ始めた。


（10）神の愛。それをイスラーム共同体の再建のために与える。
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托鉢僧の目にアレクサンドロス大王の威厳とはどんなものか


貢（１）物の乞食　それがローマ皇帝とは　どんなものか






おまえは偶像に期待を持ち　神に絶望


ならば言え　そ（２）れ以上の不信仰とはどんなものか






天はかような者に高い地位を与えてしまった


慈悲の施し方さえ知らない者に　それがどんなものか






心（３）の決定はただ　ちらっとする一目にかかっている


目に妖あやしさがないなら　心を惹ひきつけるものとはどんなものか






この咎とがめでわが上に諸王の怒りがある


わたしは知っている　王（４）の結末がどんなものか






誰が王となる願望を持たないか　だが


そ（５）の中に自我の死がある王ではどんなものか






世の人はわたしの無欲を喜んでくれている


だがもしそうでなければ　わ（６）が詩作もどんなものか







25（１）臣下より貢納物を取り、自分の財産としてきた人々。クルアーン第11章３節、９章34節参照。





（２）偶像を拝む者は偶像を求める。われわれは重要な人間を求める。とするとわれわれと偶像崇拝者との間の違いはない。われわれは神だけを望み、神の恵みに絶望すべきでない。クルアーン第22章73節参照。


（３）恋する者の心は恋人の目より影響を受ける。クルアーン第51章20～21節参照。


（４）独裁政権には早急な終わりがあり、長い間続かず、その骨組みもやがては崩れる。


（５）この願望が自我を殺して本人の卑俗化で得られるなら、そのような地位の獲得は無駄である。尊敬と栄誉を犠牲にして地位は得るべきものでない。


（６）これはイクバールの謙けん遜そんで、その詩は彼の偉大さの表れとなり、イクバールはそれを神や人生を学ぶ者に対しメッセージとした。
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おまえは地のためにいるのではない　空のためにでもない


世（１）界がおまえのためにあり　世界のためにいるのでない






これら知恵と心は　愛の炎の火花


知（２）恵は草木を燃やし　心は竹林を燃やすため






こ（３）の花園は嘆きや溜め息を作り育てる場


花を楽しむ散策のためでなく巣作りのためでもなく






ラ（４）ービー川　ナイル川　ファラート川の辺ほとりにいつまでたたずむ


おまえの船は停泊地のない海のため






星（５）々に道を示していた者たち　今


待ちあぐねている　誰か道を知る人を求めて






高こう邁まいな眼差し　心を慰める言葉　悶える命


これこそ　隊（６）商の長にとっての旅の装備となるもの






簡（７）単なことであったが　（８）非アラブアジャムの思考が　それを


難しくしてしまった　話の飾りのために






わたしの喉に一つの歌がある　ジ（９）ブリールも戸惑ってしまうような


その歌を　神のために　今は歌わずに持っている







26（１）この世のすべてが人間のためにある。それゆえ、人間は勇気を持って、すべてを征服し、人間の苦痛を取り除かねばならない。クルアーン第２章29節参照。





（２）愛は知恵と心の根元であり、知恵は疑いを晴らす力を持ち、心は世界を征服する力を持つ。クルアーン第７章179節、第64章11節参照。


（３）人間は自我の発展のためにこの世に送られてきた。この花園とは、神への愛に対する能力を育はぐくみ、それを充実させるこの世である。


（４）それぞれパキスタン・エジプト・イラクにある川の名で、イスラームの流布している地域。イスラーム教徒よ、おまえは自分の目的を限定してしまっている。


（５）かつて隆盛を誇っていたイスラーム教徒は今衰退してしまい。


（６）イスラーム共同体の指導者。クルアーン第３章159節参照。


（７）イクバールの考えでは、イスラームは優しく実現可能な宗教である。


（８）イランやインドの神学者や思想家。


（９）天使は神の命に背かず、また人間のような感情を持たない。ジブリールは神の言葉をムハンマドに伝えるだけで、感情を持たない天使であるはずなのに。
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家に囚われている者よ　おまえは天（１）界から遠く離れていない


神（２）の顕現の場は　おまえのごみ捨て場から遠く離れていない






秋の恐れを持たない緑の草地は


悲しむな　お（３）まえの巣から遠く離れていない






世を捨てた神秘主義者カランダルの考えの本質とは　人生は


放（４）たれた矢　だが矢は弓からそんなに遠く離れていない






おまえの飛ひ翔しょうの空間は月や星々の先にある


一歩踏み出して行け　そ（５）の場所は空から遠く離れていない






師に言わない　わ（６）たしを捨てよと


このことは　賢明な修行者から遠く離れていない







27（１）神の座。人間はこの世で時間と空間の虜とりこであるとはいえ、この束縛から離れて神の座にまで到達できる能力を持つ。クルアーン第50章16節参照。





（２）神の顕現の場は、この世から人間が完全であれば遠くない。その証拠としてムハンマドの昇天が挙げられる。クルアーン第17章１節参照。


（３）イスラーム共同体の若者よ、おまえが正しいイスラーム教徒ならこの世に永遠の春をつくれる。そのためには自我の確立が必ひっ須すである。


（４）一度放たれた矢は弓に戻らない。だが矢は弓からそれほど遠くには行っていない。すなわち、人生がその本当の泉から離れていようと、その水源との関係は残っているとの意。


（５）宇宙の涯はても人間の到達可能の範囲内にある。それゆえ、大いに努力せよ。


（６）自我の訓練には最後まで師の指導が必要である。









28（ヨーロッパで詠む）








知（１）性はわたしに哲学的見解を与え


愛はわたしに放ほう蕩とうの話を教えてくれた






酒がなくても　胡瓶がなくても　盃の回し合いがなくても


恋人の宴は　ただそ（２）の眼差しで華やか






わたしの乱れた声を詩（３）歌などと考えるな


わたしは酒（４）屋の中の秘密を知っている






蕾つぼみを見よ　朝のそよ風を待ち望んでいる


わたしの心の様も　ま（５）さにそのようである






言ってくれ　この様子では　わたしがいるのかいないのか


ここでみんなが知り合いで　わたし一人が誰（６）も知らないでは






ヨーロッパにもう幾日か滞在できよう


もしこ（７）の寒々しさが　わたしの狂気を支えてくれるなら






知（８）の場所をイクバールは易々通った


愛の場所ではその賢明さが失われた







28（１）知性と愛の両方から恩恵を受けた。





（２）恋人の眼差しは恋する者を酔わせる。酒と同じ効きめがある。


（３）いつものわたしの詩ではない。わたしの心配である。


（４）西洋の意。西洋の思想は有害であり、それがわが心配の原因である。


（５）蕾は花になるため、朝のそよ風を待ち望むが、わたしも芳かぐわしくなるために恋人を待ち望む。イスラームの復興を待ち望むともとれる。


（６）わたしだけ見知らぬ人のせいで、ここにいない感じがする。肉体的に存在していても、精神的に存在していない感じがする。


（７）イクバールは西欧の文化的な生活に、よそ者であることを感じている。それゆえ、西欧文明の輝きにもかかわらず、この地が荒れ地のように見える。精神的に輝いている時に、周囲の輝きは実感できる。


（８）一般に人々は、知の場所でめまいを感じて動けなくなるが、イクバールは何の困難も感じなかった。だが、愛の場ではそうはいかなかった。クルアーン第64章11節、第７章179節、第53章39節参照。
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やっと嘆（１）きへの答えが天から来る


ベ（２）ールを上げ　とうとう語り始める






愛の様子はどんな時でも違（３）いはない


まず情熱と輝きと揺れ　最後も情熱と輝きと揺れ






おまえに諸民族の運命は何たるか語ろう


ま（４）ず剣と矢尻　そして最後は歌舞となる






ヨーロッパの酒場はユニークである


ま（５）ず酔った気分にさせ　最後に酒を出す






ナ（６）ーディルの威厳であれテ（７）ィムールの威風であれ


そ（８）れを記すすべての書簡は生の酒に沈んでしまう　結局






孤独の時が終わり皆の前に現れる時が来た


雲の抱擁から雷が離れようとしている　ついに






意味の洪水を胸にしまっておくのは難しかった


世（９）を捨てた神秘主義者カランダルはクルアーンの秘密をみんな言ってしまった　ついに







29（１）聞いてもらえないだろうと思っていた祈りが聞き入れられて。





（２）神は僕との間に置いたベールを払いのけて。


（３）愛に本当に真剣に向かえば始まりも終わりも苦しみである。クルアーン第90章４節参照。


（４）最初は質実剛健で勝利を得るが、やがて華美に走り、衰退する。クルアーン第２章240節参照。


（５）酒場では普通、飲んでから酔う。だが、ヨーロッパのはこの逆だと言う。すなわち、人々はヨーロッパの思考を知ることなく、それらに影響される。それらの研究もなく、それらの参照を始める。それゆえ、最初は文化製品でアジアの人々は虜にされ、やがて従ってしまう。


（６）イランのアフシャール朝の創始者。アフガニスタンのカンダハールとカーブルを占領し、一七三九年、インド遠征。ムガル朝より多量の戦利品を得た（一六八八～一七四七年）。


（７）ガザルⅡ・２注（11）と同じ。


（８）その子孫が先代の成した遺産を食い尽くしてしまう。対句３と同じ意味。


（９）イクバール自身を指す。私のすべての詩は、クルアーンの注釈であると述べている。








30






す（１）べてが旅人　すべてが旅にある


月も星も　鳥も魚も






お（２）まえは平原の人　おまえは軍の指揮官


天使も　お（３）まえの兵士






おまえは自（４）分の価値を知らない


何と愚かか　何と物知らずか






いつまでこのちっぽけな世界の奴隷だ


旅（５）をせよ　自らを治める






わたしはカ（６）アバの長を見た


行（７）動に熱がなく　言葉に力がない







30（１）この宇宙の中には停滞しているものはなく、皆活動している。クルアーン第40章67節、第48章29節参照。





（２）神の一番高級な被造物である人間に、自らを認識せよと迫っている。


（３）人間を援助する者となっている。クルアーン第２章29節参照。


（４）人間は神の最も貴い被造物で、神の代理人、天使に跪拝される者である。


（５）それこそ自分をこの世の隷属から解放させる仕方である。


（６）イスラーム教徒の指導者。


（７）イクバールは時々、民族的リーダーを非難する。
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す（１）べてのものが自己を示すのに熱中している


ひと粒ひと粒の粒子も大きくなろうと命懸けである






見せる気持ちのない人生は死


自（２）我の確立の中に神意が隠れている






ライ麦の穀粒でも自（３）我の強さで山となり


山でも自我の弱さでライ麦のような穀粒となる






星（４）は彷徨さまよい　交わり合いはなく


存在の運命は　会うことはなく






明（５）け方　月の面は青白くして


交（６）わりの秘密も　願望もなく






おまえの心が　おまえの灯（７）火


お（８）まえ自身が　おまえの明かり






この世の真（９）実はおまえひとり


残るのは　夢まぼろしの眺め






砂（10）漠のこの棘とげは結び目を解くもの


はだしで歩く不満は　口にせずに







31（１）自我は人間の中だけにあるのでなく、宇宙のあらゆる粒子の中にも存在する。そして、それら粒子は個性を持ち、何らかの仕方で自己を拡大しようと望んでいる。クルアーン第50章37節参照。





（２）自分の才能を知って自我を認識した者は、神を認識する。


（３）存在の優越さは、その大小によるものでなく自我の強弱による。クルアーン第43章10節参照。


（４）このことにより、宇宙のすべての存在が離れ離れであるのがわかる。


（５）対句５は対句４の説明をしている。


（６）友情の秘密。


（７）この世の暗黒の道を行く灯火。


（８）自我の確立は、他の人にも道を示せる。


（９）真実の存在。


（10）棘が足に刺さって、世の中の多くの秘密が明らかになってくるので。賢明さはいい加減のことからでは得られない。これを理解するために、苦痛は耐え忍ばねばならない。
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何かの奇跡か　時代の動きか


ア（１）ジアで西欧人の魔法が解けてしまった






巣を作って　この秘密を知った


歌（２）を歌う人にとって巣（３）とは雷であることを






こちらの服従は神への　向こうの服従は乞食のような


神（４）の僕になるのがいいか　時代の僕になるのがいいか






自我を疎おろそかにするな　よく見張っていよ


きっとおまえもいつかどこか聖（５）地の扉の枠ぐらいにはなれる






「アッラーの外にラー・イラーハ」を唱える者よ　おまえには残っていない


心を躍らせる言葉が　恐れず行（６）動を起こさせる力が






おまえの眼差しで人（７）々の心は密ひそかに震えた


だが今　世俗に囚われない者カランダルにあるような情熱がおまえから消えた






たぶんイクバールは聖（８）域マッカの秘密を知っているのだ


その話し振りには秘密を知っている者の様子がうかがえる







32（１）一九三四年前後、アジアの各国で多くの民族運動が始まっている。西欧の思想は安らぎを与えなかった。クルアーン第３章140～141節参照。





（２）真実を公然と語る人。


（３）自由や解放のメッセージを持つ人にとって、巣は安住の場である。しかし、そこに安住すると雷が落ち、雷に打たれる危険がある。


（４）神の僕になり、何ものも欲しがらないのがいいか、損得の虜になって不名誉を来していいのか。


（５）重要なことは、自我の育成と保護である。そうすれば、おまえも尊敬される。


（６）聖戦ジハードに赴かせる力。クルアーン第48章29節参照。


（７）不信者の心。


（８）イスラーム教徒がいかにしたら過去の偉大さを再び得られるか。
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賢（１）人に聞いてしまおうか　わが始まりは何か


わたしは今考えを巡らせているので　わ（２）が結末は何か






自我を高めよ　それぞれの運命の前に


神（３）が僕たちに自ら聞くくらいに　言えおまえの望みは何か






わたしが錬金術師で　何が不思議か


そ（４）れは魂の情熱についてのもの　わが錬金術はほかに何か






わたしにはその中に運（５）命の深さが見える


友よ聞かないでくれ　そ（６）の眉墨を塗った目が何か






もしこの時代　西洋の神（７）人がいたら


イクバールは　教え諭したろう　神の立場は何か






夜（８）明けの歌がわたしの肝臓を血に染まらせた


神よ　過ちの罰がこうであるその過ちとは一体何か







33（１）人間の起源のような難しい問題は、自分で悩む必要はないので。





（２）人生の目的は何か、いかに生きるべきかの問題は重要である。


（３）自我の確立や発展は、人間にとり重要である。自我の発展が頂点に達した人間は神の代理人となるくらいで、運命を決める時、神もその同意を得るほどとなる。クルアーン第48章18～22節、第８章17節参照。


（４）わが感情こそが、人間の衰退や不名誉を見て燃え上がり、その熱が錬金術となった。その表現法が詩作。


（５）スーフィー求道者が修行の後に得た高い精神的境地。


（６）師の目。完全なる師の関心はスーフィー求道者を高い場所に導く。または恋人。恋する者にとり、それは人生の完成に見える。


（７）「神は死んだ」と宣言したドイツの哲学者ニーチェ（一八四四～一九〇〇年）を指す。イクバールはニーチェの影響も受けたが反対もした。ニーチェは世界を超人によって正すことを望んだ。イクバールは完全人間マルデ・モミンによって。だが、両者には大きな違いがあった。超人は神を承認せず、イクバールの考える完全人間マルデ・モミンは神の命令に従った。


（８）わたしの絶えず出す嘆息にもかかわらず、イスラーム共同体の状態に改善のどんな変化も起きず、わたしの苦痛も少なくなることがない。
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愛が自（１）らについて気づく仕方を教える時


隷属の人々の上にも王（２）の秘密が解けてくる






ア（３）ッタールやル（４）ーミーでも　ラ（５）ーズィーやガ（６）ザーリーでも


何も手にすることはできなかった　夜（７）明けの嘆きなしでは






彼（８）らに失望するな　賢明なる案内人よ


努力はしないが　興味がないわけではない　旅人たちは






おお天界の鳥よ　その食（９）べ物より死がいい


食べ物で翔とぶのに支障を来すようになるなら






ダーラーやスィカンダルより優れて高潔だ


その托鉢僧の道にア（10）リーの面影を宿す者は






勇者の仕方は真実の言葉と大胆不敵


神に仕える獅子は　狐（11）にはなれない







34（１）魂の認識や個人の認識。





（２）人間がこの宇宙で一番優れていること、人間は神の最高の被造者であること、隷属からの解放など。クルアーン第６章165節参照。


（３）ガザルⅡ・１注（３）と同じ。


（４）ガザルⅠ・７注（８）と同じ。


（５）本名ファフルッディーン・ラーズィー。テヘラン生まれの神学者で法学者（一一四九～一二〇九年）。


（６）イランのスンナ派イスラーム法学者（一〇五八～一一一一年）。


（７）アッラーに祈ること。すなわち、本心からの行為がない限り、単に知識だけでは無益である。クルアーン第17章79節参照。


（８）イスラーム教徒の指導者に向けての言葉。


（９）人間にとり、一番の試練は食物である。そのために主義主張さえ捨てることがある。クルアーン第59章９節参照。


（10）第四代正統カリフ（在位六五六～六一年）。シーア派初代イマーム、人々の崇拝の対象。


（11）人を騙だます者、お世辞を言う者の意。
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わたしに夜（１）半の嘆きのメッセージがまた来た


旅人よ止まれ　たぶんまた何か難（２）しい局面が巡って来た






しばらくの間　おまえも運（３）命の深みに沈め


わたしはこの戦場から抜（４）き身の刀となって出て来た






ある冗談好きの人がイスラーム寺院マスジドの壁龕メヘラーブに半句でこう書いた


愚（５）かな者は跪拝で平伏したまま　立って祈る時が来たのに






わ（６）が惨めな様子を見てくれている人よ　ああやっと


宴（７）の終わりかけた今になってわたしの所に盃が回って来た






イクバールはインドのイスラーム教徒に悶えを与えただけだ


こいつは物もの臭ぐさな男　物（８）臭なことをするためにだけやって来た






わたしはそのようなイクバールを長年捜して来た


ついにようやっと　その白（９）鷹が罠の中に入って来た







35（１）困難を遠ざけるために、人間が神の面前で嘆き泣いて祈れば、神はその祈りを聞いてくれるとのメッセージ。





（２）神秘主義の修行の段階マカーム。


（３）師との交わりの中で自我の隠れた能力を高めよ。


（４）自分の運命を完全に知ったせいで、抜き身のような力強さとなる。


（５）礼拝は直立・屈身・平伏・正座の四つの動作でなり、平伏が一番重要。今この人は平伏のまま。すなわち、平原で行動すべき時が来ていたのに、このイスラーム教徒は無目的のせいで、何もできなかった。


（６）誰も貧しい人を宴の仲間に入れてくれない。せいぜい終わりの頃、飲み残しが与えられるだけ。


（７）宴の終わりの今、すなわちイスラームの衰退時になって、神はわたしをこの世に送り出した。だが、わたしの話など聞く者は誰もいない。


（８）聖戦ジハードの場で人々を指導することができず、自分の心を詩で伝えるだけ。


（９）この対句でイクバールは自分の人格を、もう一つの他の人格のように分けて見ている。衰退してしまったイスラームを再生させようとしている自分を指す。
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愛の台風がないと生きていられない


わが人生とは何か　愛の台風　ま（１）さしくそれは






自然がくり返しわたしに歌を歌わせる


今も宴にきっと誰かがいるのだろう　心（２）に苦痛を持つ者が






その火は今日もおまえの巣を焼き尽くすことができる


だがおまえの心からの求めがないなら酌（３）人に対する不満は何か






ヨーロッパの推測はその上（４）辺の輝きですべきでない


宝石のようなそのきらめきは　電気の灯明からである






心の中に世界征服の熱（５）気は起きて来ない


目の中にもし　世（６）界の広さの認識が生じて来ないなら






秋でもいつわたしが猟師の標的になったか


だが巣の回りの枝の葉の少なさがわ（７）が裏切り者となった






方（８）策は反転するだろう　運命も変わるだろう


これは確かなことで　わが妄想などの産物でない







36（１）イクバールにとり、生と死の違いは愛の感情の表れである。その中に洪水のような感情がないものは死と同じである。人生において、人間は努力して高い目的を得なければならない。クルアーン第18章60節、第13章11節参照。





（２）わたしのメッセージを聞き、理解し、他の人にも届け、革命を起こさせようとする人が。


（３）酌人、すなわち神は今もおまえ（イスラーム教徒）に発展する力を与える気持ちはある。だがおまえの心は死んで、求めて来ない。


（４）西洋文化は見せ掛けであり、精神を欠いている。クルアーン第29章38節、第８章48節、第27章24節参照。


（５）イスラームを広めようとする熱気。


（６）世界的な思考を持ち、地域・人種・言語・膚の色などの偏見を超える。


（７）同胞は兄弟愛の精神を欠いている。


（８）イスラーム教徒に対して、今はヨーロッパのすべての方策が成功している。しかし、そうでなくなる時も来る（このガザルが書かれたのは、今から約八十年前のことで、現在は当時と比べてイスラーム教徒の状態もよくなっている）。








37






自（１）然を知性と向かい合わせよ


色と匂いの世界を征服せよ






おまえは自（２）我をなくしてしまった


な（３）くしたものの探索をせよ






星々のまたたく空は限りがない


お（４）まえも願望をこのような場にまたたかせよ






おまえの花園の天女は今　裸のままだ


バ（５）ラやチューリップのほころびは縫い合わさせよ






自然が面白くなくはないとしても


今（６）まですることができなかったこと　それをせよ







37（１）イクバールによれば、神は手を加えないで自然を人間に与えた。人間はそれに手を加え、利用できるようにすべきだ。さらに理解するためには、最後の対句と合わせて読むとよい。クルアーン第30章30節参照。





（２）人間の中で一番重要なものである。


（３）人生が意味を持つように。


（４）人間は自らを小さな場所に限定してしまった。変な偏見を捨てて、このような広い場で活動せよ。クルアーン第45章13節参照。


（５）おまえの花園の花は天女のように美しかった。しかし、今それらの衣装は切れ切れにされてしまっている。それは縫い合わさねばならない。すなわち、社会の指導者は零落した人々の状態を直さねばならない。


（６）自然の美の中で足りない部分は補い、人間社会の崩壊につながらないことをすべきである。
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教会やイスラーム寺院マスジドの司祭や導師よ　残念


その労苦への報いが人（１）々の胸から神の光がなくなることとは






確信を持て　愚か者よ　確（２）信より得られる


その前では皇帝も跪く托鉢僧の生き方が






時（３）に驚き　時に陶酔し　時に夜明けの嘆き


わが別（４）れの苦痛は数千の色となって表れる






思案の限りのほか　愛や陶酔の話は


ただわかったこととは別（５）離とは心の死






そ（６）れは自らの美に酔って表さざるを得ない


わが目の視力の中に　隠される理由がある






誰にも運命の定めが理解できない　さもなければ


ム（７）ガル朝がオスマン朝より弱小であることはなかった






マッカの托鉢僧たちにイクバールが手に入ったとは


大（８）臣や王でもこんな白鷹は　そう易々と手にできるものでない







38（１）司祭や導師は腹黒く、彼らの言うことは口先だけであって真実味がないので。





（２）自分の信仰や見解に確信を持つ者は、権力者に近づく必要がない。クルアーン第６章165節参照。


（３）恋人との別れを神秘主義者スーフィーの表現を使って述べている。


（４）真の恋人、すなわち神との別れとも。


（５）恋人との別れにより、熱望・狂喜・喜びが終わってしまい、外見的には生きていても感情的には死である。クルアーン第22章32節、第50章37節参照。


（６）神のこと。神の顕現は至る所にある。しかし、人間の視力の限界のせいで、すべての神の美を見通すことはできない。


（７）ムガル朝は、一五二六年より一八五八年まで続いたインドのムガル帝国を指す。オスマン朝は一二九九年にアナトリアで興り、一九二二年まで続いたオスマン帝国を指す。共にトルコ系。イクバールの考えでは、ムガル朝の方がその力は上。


（８）世の支配者の所に行かないイクバールの性格を表している。
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現代の学問は再び古代の魔術を蘇らせた


今　ム（１）ーサーの杖なしで過ごすことは不可能になった






知（２）能は狡猾である　いろいろと姿を変えて


愛は不ふ憫びんだ　ムッラーになれず隠者になれず賢者になれず






止まる贅ぜい沢たくは愛の旅人には禁じられ


すべてが旅人　見（３）掛けは止まっているように見えるが






おまえは旅の装備で苦しんでいる


そ（４）よ風のようであれば山や川も難なく通り過ごせる






托鉢僧になくてはならないものは自（５）由と死


金や銀の喜捨を出す財の問題は誰かほかの人のもの







39（１）イクバールは、現代社会の科学や哲学が、ムーサーの時代のファラオが起こした混乱と同じと見ている。したがってファラオを打ち砕くためには、ムーサーの杖が必要である。クルアーン第７章116～117節参照。





（２）ムッラーは知能と学識で人を騙す。だが愛は騙すことはしない。クルアーン第７章179節参照。


（３）愛の真の感情は常に前へ前へと駆り立てている。クルアーン第50章37節、第43章10節参照。


（４）この世で身軽になって、持ち物を少なくして生きれば生きやすい。クルアーン第18章60節、第13章11節参照。


（５）自由な生活と戦場での殉教。
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星々の向こうに世（１）界がほかにもある


今　愛の試練がほかにもある






この宇宙は生から空ではない


こ（２）こに数百の隊商がほかにもある






色（３）と匂いのこの世界に満足するな


花園がほかにも　巣がほかにもある






一つの巣を失ったくらいで何が悲しいか


嘆き悲しむ場は　ほ（４）かにもある






お（５）まえは鷹　おまえの務めは飛ぶことだ


お（６）まえの前にはほかにも空がある






こ（７）の日夜の中で混乱しているな


お（８）まえの時と場は　ほかにもある






わ（９）たしが宴に引き籠っている時は終わった


ここに今　わが秘密を知る者がほかにもいる







40（１）イスラーム教徒よ、世界は時間と場所のあるこの現世だけでなく、天使界もあれば霊界もある。





（２）この宇宙に存在するのは人間だけでなく、星々も天の川もあり、それが皆旅にあり、目には見えないが目的地に向かって動いている。


（３）敬虔なイスラーム教徒よ、この消え去る物質世界に満足するな。


（４）この広い宇宙には、ほかにも数百の別の世界があるので。


（５）イスラーム教徒を指している。


（６）一つの獲物を得て、ほかの獲物をさらに捕りにほかの空に行かねばならない。


（７）イスラーム教徒よ、おまえはこの物質の世界に絡まって人生を送るために生まれて来たのではない。


（８）この地の時間と空間を占領して前に進み、ほかの世界も征服せよ。


（９）以前は私の言うことも聞いてくれる人はいなかったが、今は違う。









41（フランスで詠む）








ヨーロッパの人々は現世の快楽に永続性を夢見ている


あ（１）あ何と愚かな期待か　ああ何とも愚かな期待か






マッカの導師はわたしの身の上話を聞くと言った


おまえの嘆きは極点に達している　それを今　心（２）の中にしまっておくな






ムーサーは神にその顕現を要求する人　わたしはその要求者でない


ムーサーはその要求ができた　わ（３）たしにはその要求が禁じられている






賢明な人の嘆きは　秘密の話を暴露する


愛のならいは　決（４）して普通のことではありえない






神秘主義者スーフィーたちの集まりの話には涙（５）がなく情熱もない


わたしも喉をからしたまま　おまえも喉をからしたままだった






お（６）まえの愛は最後の段階　わが愛も最後の段階


だがおまえは今もって完璧を得ず　わたしも今もって完璧を得ず






残念　おまえたちから清（７）貧の秘密がなくなってしまった


さもなければ　オスマン帝国やシリアは托鉢僧たちのもの







◎41イクバールは一九三二年、第三回ロンドン円卓会議でイギリスに行き、三三年帰途の際、フランス、スペインに立ち寄る。スペインではコルドバのイスラーム寺院マスジドを見学。









（１）快楽はもともと永続的に続くものでなく、人間はそれに退屈もし、いつか不安を感じ始める。すなわち、やがてヨーロッパ人による支配も終わることが示唆されている。


（２）イクバールの最初の詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』の第三期のガザル３では沈黙を忠告している。


（３）ムーサーはシナイ山で神の顕現を要求したが、ムーサーは預言者であったのでそれができた。わたしはただの人間である。クルアーン第７章143節参照。


（４）恋する者は、まず自分の頭を犠牲にする覚悟が必要である。


（５）神や預言者たちの話はあったが、面白みがない。


（６）イスラーム教徒の最終目標は、愛を達成することである。だが今もって完璧でないのは、人格が不完全なせいである。


（７）おまえの父祖たちはこの秘密を知っていた。それゆえ、彼らは、容易にローマやシリアのような王国を占領した。
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自我が学問で強化されるとジ（１）ブリールの羨せん望ぼうとなる


自我が愛で強化されるとイ（２）スラーフィールのラッパとなる






わたしは現代の諸学の苦しみを知っている


わたしはカ（３）リールのようにその火の中に投げ込まれた






隊商は目的地到着の言葉に騙（４）されている　でなければ


目的地での休息より旅立ちの喜びの方がずっと大きい






心眼に欠けるなら　わ（５）たしの詩会に参加するな


自我の点を述べることは鋼鉄製の剣のようだから






わたしは今ヨーロッパでの勉学を思い出す


神の恵みを得る喜びと論（６）証の喜びとでは比べものにならない






夜は暗く　おまえはおまえの隊商から離れてしまった


お（７）まえにとり　わが声の炎は　ランプの明かりになる






カ（８）アバの物語はユニークで単純　そして華やか


そ（９）の極みはフサイン　その始まりはイスマーイール







42（１）アッラーの言葉を預言者ムハンマドに伝えた天使。学問で強化された自我は神のメッセージを持つことができ、神に似た言葉を伝えられるので。クルアーン第58章11節。





（２）最後の審判の時、死者を蘇らせるために天使が吹くラッパ。すなわち、死んだ民族を生き返らせる力が生じる。クルアーン第18章88節参照。


（３）預言者イブラーヒームの称号。ナムルード王により火中に投げ込まれたが、火が花に変じた。すなわち、現代の哲学や科学が人間を連れて行った方向は、真理の道から遠い。それでそれを火と言う。私はその中に落ちてすべての困難を甘受している。しかし、神の恵みで火が私を焼くことができず、私は無事に出て来た。


（４）神の道で努力する者は、安心する方へ関心を向けないので騙されない。


（５）自我の考えがあるわたしの詩の研究。


（６）真実は眼識を欠いた論証の積み重ねだけでは輝かない。


（７）迷ってしまったイスラーム教徒に、わたしは自分の詩作で正しい道を示す。


（８）カアバの歴史は犠牲者たちの歴史である。その始まりは預言者イスマーイールからで、その絶頂はイマーム・フサインのカルバラーの悲劇である。イマーム・フサインの一族の血が、その単純な物語を華やかにした。


（９）カアバの基礎を置いた預言者イブラーヒームは、息子イスマーイールを神への犠牲として献上した。フサインは十二イマーム派第三代イマームのことで、カルバラーで殉教している。この殉教をもとにシーア派が成立している。
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学（１）校マクタブのどこかに思想の伊だ達てさ加減でもあるのだろうか


ハ（２）ーンカーのどこかに秘義の快楽でもあるのだろうか






旅の目的地は遠くでもあり難しくもある


こ（３）の隊商の中に誰か隊商の長でもいるのだろうか






宗教と国とのこの戦いはハ（４）イバルの戦いを超えている


今の今　誰か　勇猛なアリーはいるのだろうか






知識の涯の向こうに　神（５）を信じる人のために


愛の喜びもある　神の愛の恵みもある






居（６）酒屋の主は言う　西欧の館は


軟弱な基礎　壁もガラス張り







43（１）学マク校タブは普通モスク付属の学習塾を指すが、イクバールの場合、イギリス式のスクールやカレッジの教育を指す。





（２）今のスーフィー教団の道場には、神への愛を生じさせる熱意がない。


（３）現在の危険な状況の中、イスラーム教徒のよき指導者がいない。


（４）マディーナの北方百五十キロに位置するオアシスの地、ハイバルにユダヤ教徒の拠点があったが、預言者アリーは六二八年、ハイバルの戦いでユダヤ教徒の軍を破った。現代、国と宗教の争いは当時よりも重要である。イクバールは地理的境界を超えて宗教、すなわち神の愛による世界の統一を考えた。


（５）神の愛は物質的知識の限界を超えてある。愛の世界に入った人は、神の姿を見ることができる。クルアーン第７章59節参照。


（６）賢人は西洋の文化は永遠でなく、早急に壊れると考えている。
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今も天のベールに隠れている事件


そ（１）の映像が　わが知覚の鏡の中に映る






星（２）々の中にない　天の巡りにもない


お（３）まえの運命は　繰り出されるわがうめき声のようなものの中にある






わが嘆きの中に何ら生きた火（４）花がないか


今もまだおまえの干（５）し草に湿り気があるのか






何が不思議だ　夜明けのわが嘆きで


生き返っても　おまえの土に残るあの火（６）花が






この土（７）塊が日夜の魔法を解くだろう


たとえ混乱した運命の拷問に囚われていても







44（１）わたしの先見の明が以前より推測していたこと、すなわち西欧が衰退し、イスラーム教徒が復興すること。





（２）イスラーム教徒は不幸や天災の仕業を、星の巡りによると考えている。


（３）運を天に任せるのでなく、イスラーム教徒は、勇気と大胆さを示さねばならない。クルアーン第74章２～３節参照。


（４）イスラーム教徒は死んだような生活をしている。わたしの詩には彼らを目覚めさせる力がないのか。


（５）彼らの情熱がまだ冷たく、わたしの情熱を受け取る力がないのか。


（６）イスラーム教徒の心の中に、今も残っている多少の情熱。


（７）今は足あし枷かせをはめられ、動けず、愛を失ってしまったようなイスラーム教徒。
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神秘主義者スーフィーたちの集まりには愛（１）の悶えがない


ただ幾つも奇（２）跡の話が残っているだけ






王（３）の居城も托鉢僧たちのハーンカーも閑散とした廃はい墟きょ


残念　玉座も礼拝用のござも嘘でできた塊






審（４）判をする人をある日　辱めるであろう


神秘主義者スーフィーや導師の記録簿の何も記載されてない頁ページでは






中国人やアラビア人でなくトルコ人やシリア人でもなく


普遍的なこ（５）の人はこの両世界に収まり切れなかった






飲んだ酒の酔いは醒さめてしまった


だが心の中で酌人の色（６）艶は揺れたまま






花（７）園でわたしの歌の苦さもよく思え


毒でも時には毒消しの効きめがあるものだから






大臣や王の持ち物より価値がある


その中に電光の熱や光が満つる詩（８）は







45（１）アッラーへの愛を今も口にするが、それは口先だけである。





（２）先人についての奇跡の話だけで、何ら新しい熱情は生まれていない。


（３）世界中を畏怖させた王も、清貧で生きる托鉢僧も今はいない。クルアーン第22章41節、第107　章４～７節参照。


（４）神は何も書かれていない行為の台帳を見て恥じ入るだろう。なぜこのような行動をしない者をつくったか。


（５）地理的境界を越え、全世界を自分の国と考える者。それは真のイスラーム教徒で、すべての人間のために尽くす人である。クルアーン第34章28節、第49章12節参照。


（６）西洋からの影響の意。その思考の影響を受けた時には有害に見えた。だが、その威圧感は今も残っている。


（７）イスラーム共同体。


（８）イクバールはイデオロギー的な詩の優れた書き手。その詩は南アジアの人々に、イスラーム共同体の思想を持たせることで大きな影響を与えた。そればかりか、イラン革命の成功、最近ではボスニアのイスラーム教徒にも影響を与えている。この対句では、その種の詩の賞賛をしている。
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思いっきりその胸元を引（１）き裂くことはなかった


西洋人の狂気も鋭いものであったとはいえ






確（２）信の酒で人生の心は熱情的になる


神よ学マド校ラサの者も火でいっぱいのこの酒に恵まれますように






す（３）べてが土でできた人間の飛翔を待っている


天の川も　星々も　青い空も






これが現代社会の資（４）産というものか


頭脳は明めい晰せき　心は暗く　目は恥知らず






おまえが眼識を欠くなら　この世は目に映（５）らない


さもなければ確信を持つムスリムは火　この世はごみ






世間では知性を道の灯と見なす


だが誰も知らない　狂（６）人も知覚の人であることを






全世界は完全人間マルデ・モミンの遺産


わが言葉の証拠は神のあ（７）の言葉である







46（１）西洋人の中にも、知性よりも愛や狂気に重点を置く者もいたが、その影響を受けて弟子になるような者はいなかった。





（２）人間が人間に奉仕をしなければならないという考えが確固としてあるならば、人間は世界中の人間に奉仕する。しかし、残念なことに学マド校ラサの者はその確信を欠くせいで、改革のために何もしない。


（３）宇宙は、人間が宇宙を征服することを待っている。


（４）現代人は頭はいいが、迷いのせいでその能力は役に立たない。


（５）ごみのせいで。


（６）イクバールの考えでは、狂気や愛は知性の進歩したもの。クルアーン第18章88節参照。


（７）「おまえがいなければこの宇宙はつくらなかった」と神は預言者ムハンマドに言ったという。この宇宙はムハンマドのためにつくられた。そして、敬虔なムスリムはムハンマドの遺産の相続人である。それゆえ、この世は敬虔なムスリムの遺産である。すなわち、宇宙の征服は敬虔なムスリムの第一の義務である。クルアーン第21章105節、第33章27節参照。
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高（１）価な真珠はこうでなければ手に入らない


一いち途ずで　超然としているか　勇敢なる人よ






サ（２）ンジャルやト（３）ゥグリルのように世界征服の道を行くか


あるいは（４）世を捨てた神秘主義者カランダルの王のような生き方をするか






フ（５）ァーラービーの驚きに浸るか　ル（６）ーミーのような輝きになるか


すなわち前者の哲学をとるか　後者のム（７）ーサーの情熱をとるか






知恵の狡猾な使用か　神（８）の手による愛となるか


西欧人のようなペテンか　トルコ人のような攻撃か






イスラーム法を守るにしろ　寺院の門番になるにしろ


いずれにしても大声で喚わめけ　カアバにあれ寺院にあれ






金持ちであれ乞食であれ　王であれ奴隷であれ


何事もうまくいかない　無（９）頼漢のような無鉄砲さがなくては







47（１）人生の目標の意。





（２）セルジューク朝（一〇三八～一一九四年）の第七代スルターン（在位一一一九～五七年）で、イラン、中央アジアの広い地域を支配する。


（３）セルジューク朝の初代スルターン（一〇三八～六三年）。（２）（３）共に男らしさの意。


（４）自由な生き方。


（５）アリストテレスに次ぐ第二の師と称されるイスラームの哲学者（八七〇頃～九五〇年）。


（６）ガザルⅠ・７注（８）と同じ。


（７）魅惑と愛の奇跡を起こす。


（８）預言者アリーの通称の一つ。その手には攻撃する時のトルコ人のような力がある。


（９）何を成し遂げるにしろ、一途さと自由、男らしさが必要である。
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玉座や王冠になく　軍隊や兵士にもなく


世を捨てた神秘主義者カランダルの住み処にあるも（１）のが






この世は偶（２）像寺院　敬虔な人はカ（３）リールのよう


「（４）アッラーの外にラー・イラーハ」の中に隠れている　このことが






おまえの世界とはおまえがつくるもの


それは（５）　煉れん瓦がや石でなく　おまえの目に映る






その目的地が月や星よりずっと先なのに


そ（６）の土埃は今もなお道の上をふらついている






陸と海の管理人からわたしは情報を得ている


ヨーロッパはどうしようもないほどの洪（７）水の中にあるとの






その状況の中で自らの運命を探せ


わ（８）が夜明けの嘆きの中に新しい世界がある






わが瓢ひょう箪たんを幸運と思え　生の酒（９）は


学マド校ラサにも残っていず　ハーンカーにもなく







48（１）神に陶酔した托鉢僧が得る精神的な喜び。





（２）この世で人々は自分の力を誇示する。しかし、それは間違いで、命のない石の偶像と同じである。


（３）預言者イブラーヒームの呼称で、彼は父親アーザルの偶像寺院の像を壊した。すなわち、敬虔なイスラーム教徒は偶像を避ける。


（４）「アッラーの外に」の言葉は、この世のすべての権力者から人々を自由にするという言葉にもなっている。


（５）煉瓦や石でできた偉大な建物が重要なのではなく、自分でつくるものこそ重要。


（６）イスラーム教徒を指す。彼らは今も道をふらついているだけで、目的地に向かって出発していない。


（７）ヨーロッパ留学より帰国した一九〇八年以降のイクバールの確信は、西欧の現代文明は滅びるということであった。イクバールは第二次大戦を見ることはなかったが、それを予言している。


（８）わたしが詩で与えるメッセージ。それを実行するなら新しい世界をつくれる。


（９）イスラームでは酒は禁忌だが、神秘主義者スーフィーには霊感の象徴。ここで生の酒とは、イスラーム共同体に対するメッセージである。それはわたしの詩の中にある。
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自然はわたしに鋭い才能を与えなかった


とはいえ　わ（１）が土埃には飛（２）翔力がある






その狂気が知覚を磨く役となったほどの土埃


ジ（３）ブリールの衣服がその嫉しっ妬とでぼろぼろになったほどの土埃






住（４）み処の気遣いのいらない土埃


広い野原から藁わらや草は拾わない






この土埃に神は涙をお与えになった


その輝（５）きが星々をも恥じ入らせてしまうほどの







49（１）神が愛の感情を与えてくれたので、それによって精神力で高き所に到達できる。クルアーン第２章29節参照。





（２）イクバールの体を指すのではなく、個人的希望を超えて、神の宗教を正しい精神をもって、この世に普及させようとする者の体である。


（３）アッラーの言葉をムハンマドに伝えた天使。天使は普通、感情を持たないが、それを持つ人間に嫉妬するあまりに。


（４）物質的快楽を要求しない。すなわち、対句３はこの世の財に無関心であることを示している。


（５）涙の中にある誠意の輝き。
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先見の明ある者は新しく住み処をつくるだろう


わ（１）が目はクーファやバグダードに向いていない






これらの学マド校ラサ　これらの学生　これらの歓楽


これらの息遣いで西（２）洋風居酒屋は賑わっている






哲学者にもム（３）ッラーにもわたしは関係がない


前者は心の死　後者は思考や見解に混乱を起こさせるだけ






町の律法学者を軽蔑とは　そんな力があるか　わたしに


ただ言いたいこととは　心（４）の解放を探すだけ　わたしは






この世でパ（５）ルヴェーズの歓楽は買うことができる


だがフ（６）ァルハードの悲（７）しみの財産は神からの賜たま物もの






わたしは（８）世を捨てた神秘主義者カランダルの秘義を明らかにした


学（９）校マドラサやハーンカーでの就縛から逃れられるように






聖（10）者の断食でバラモンの魔術は崩れなかった


杖がなければム（11）ーサーでも目的が達せられない







50（１）クーファは、イスラーム初期にイラク南部に建設されたアラブの軍営都市。バグダードにアッバース朝の新都市が建設されると、その影響力は低下したが、イスラーム諸学の中心地として文化的繁栄は続いた。だが、クーファやバグダードでは現代の問題は解けず、先見の明ある人は新しい住み処を望む。クルアーン第50章15節参照。





（２）西欧風教育が、当地の若者たちを西洋かぶれさせている。


（３）モスクで子供たちを教えたり、礼拝を先導する者。


（４）律法学者が狭い考えに凝り固まらずに、心の広さを示すことを願う。


（５）ガザルⅠ・７注（12）と同じ。


（６）パルヴェーズの妃きさきシーリーンに恋して、その夫により出された難題に応じて岩山を掘り続けた石工。


（７）シーリーンを恋した愛の感情。それは金銭では得られない。


（８）神秘主義者スーフィーたちのような現世の欲に囚われない生活。


（９）学マド校ラサでは模倣的な見解以外は何も教えられず、思考の自由および表現の教育がされていないので。


（10）ガンディー（一八六九～一九四八年）を指す。不可触民を解放させ、寺院に立ち入られるよう断食をして訴えたが効果はなかった。


（11）ファラオの魔術師の蛇と対抗するためにムーサーに杖が与えられ、その杖で蛇を殺すことができた。イクバールは、合法のことを承認させるためには力も必要と考える。クルアーン第20章17節参照。
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天使たちは神にイ（１）クバールの陰口をたたいた


横柄な奴やつ　自然の造化にけちをつけている






土塊のくせに　その仕方は宇宙的だ


ト（２）ルコ人でなくシリア人でなくカーシャン人でなくサマルカンド人でなく






こいつは天使たちに人（３）間の苦しみを教えた


人間に神（４）の流儀を教えようとしている







51（１）自然をきれいにすることは神の仕事であるが、イクバールがそのことに介入しているので。





（２）世界のさまざまな関係に囚われず自由である。


（３）イクバールは天使に人間の持つ愛の感情や足あ掻がきを生じさせた。


（４）清い心を持ち、神のように行動すること。
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チ（１）ェスの駒は残らず　その戦法もない


ル（２）ーミーは勝った　ラ（３）ーズィーは負けである






ジ（４）ャムシードの盃は今も輝いている


王権とは手品抜きではありえない






わが心はムスリムでなくおまえの心もそうでなく


た（５）だおまえは祈る人　わたしもただ祈る人






わたしはよくわかっている　その結末は


ム（６）ッラーは論争では勝者であるが






トルコ語も甘くアラビア語も甘い


だが愛（７）の言葉はトルコ語でもなくアラビア語でもない






ア（８）ーザルの生なり業わいは石を刻むこと


真（９）の友カリーラーンの務めは石の粉砕






お（10）まえこそ生き　おまえこそ永遠


残るほかのものは　残らず皆埃（11）の遊び







52（１）対句の最初の行は哲学者ラーズィーを指し、人生の問題を哲学の仕方で理解させようとした。二行目はそれを愛で理解させようとしたルーミー。前者は失敗し後者は成功。





（２）ガザルⅠ・７注（８）と同じ。


（３）ガザルⅡ・34注（５）と同じ。


（４）古イランの伝説上の王で七百年統治したという。


（５）イスラームをよく知った上での祈りでなく、習慣的に祈るだけ。


（６）大きな問題を論ずる時、礼拝などを指導するムッラーは意見の調整を図る代わり、末まっ梢しょう的な問題に議論を持っていき、一時的に勝利するように見えるが、人々を離反させてしまいがちである。


（７）愛は国や言葉、人種を超えたもの。


（８）預言者イブラーヒームの父親で、偶像崇拝者で偶像作りをする者であった。


（９）預言者イブラーヒームの称号。イスラームは彼の賜物で、偶像破壊者。それゆえ、イスラーム教徒はその慣行に従い、現代の新しい余分な偶像は破壊しなければならない。


（10）イクバールの唱える完全人間マルデ・モミン。すなわち、敬虔なムスリム。


（11）すべてのものが消滅して土になる。








53






旅人よ立て　鈴が鳴っている　出発するところだ　隊商が


ああ何と気の毒に　あ（１）の旅人は乗り物を持っている






おまえの性格は変わって　時代も変わって来ている


ハ（２）ーンカーでの生き方は　おまえに合わなくなって来ている






心（３）が知恵の奴隷となるか知恵の先導者となるか


賢明な旅人よ　この段階を見極めることは難しい






そ（４）の人の自我はまだ朝夕の巡りに囚われている


その言葉の端々に時の巡りに不満がある者では






おまえの息で花（５）の火花が早まった


花（６）園の鳥よ　おまえの歌の報奨はまさにそれだ







53（１）目的を全うするには、何よりも自分から働きかける情熱が大事である。





（２）スーフィー教団の道場での生活。かつてのスーフィー教団は人々に多くの援助をして来たが、現代では人々の要求を満たすことができない。


（３）心が知能の奴隷になると、心は物質的利害に囚われてしまう。知能を心が抑制するなら、ほかの人の人生もよくすることになる。クルアーン第７章179節参照。


（４）自分の失敗を時の巡りのせいにするのは、今もってその人の自我が強くない証拠である。


（５）鳥の鳴き声のせいで、花の輝き、新鮮さ、みずみずしさが増えた。すなわち、民族の中に覚醒が生まれた。


（６）イクバール自身を指す。
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わ（１）が声に賢い人も愚かな人も生き返った


火（２）を飲む楽しみをわたしは彼らに教えてやった






カアバの近くで愚（３）かな人が歌っている


巡礼服をぼろぼろにしてしまっている　巡（４）礼者がと






シ（５）ャビールの立場は永と久わに生きて真実


ク（６）ーファやシリアの仕方は絶えず変わるが






わたしは恐れる（７）　賭かけの相手は海千山千の者


おまえの手の未熟さでは　何もできない






不（８）思議ではない　またイスラーム教徒に与えられるとしても


サ（９）ンジャルのような威厳が　ジ（10）ャニードやバスターミのような清貧が






学（11）芸の衣服はあなたの特別な優しさ　さもなければ


あなたの目に　わが体の醜さだけが残った







54（１）わたしの詩で、すべてのイスラーム教徒はイスラーム教の気概に満ち、偽りの力と対抗する準備を始めた。





（２）効きめのある強い酒を飲むこと。


（３）聖域の近くで信仰の薄くなってしまったイスラーム教徒が歌っている。聖域の近くで歌を歌うのは無礼である。


（４）神聖な巡礼者に無関心となって。イクバールは、イスラームの中への非イスラームの混入には反対である。この対句で非イスラーム的見解を取り入れ、イスラームを駄目にしたアラブの国々を批判している。


（５）預言者イマーム・フサインの別称。預言者は少数の一族と共にカルバラーで包囲され殉教する（六八〇年）。クルアーン第４章59節参照。


（６）クーファの人々は預言者を当地の長とするとの約束で呼び、殺害。


（７）ヨーロッパの政治家たち。


（８）もしムスリムが真のムスリムになれば、かつての輝きや清貧が戻る。


（９）ガザルⅡ・47注（２）と同じ。


（10）前者は九一〇年没の托鉢で有名な神秘主義者スーフィー。後者は八七五年没の同じく有名な神秘主義者スーフィー。クルアーン第58章11節参照。


（11）神が与えてくれた学芸の恩恵がなければ、わたしの中にどんな特徴もない。
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新月は一つずつ段階を踏んで前（１）に進んだ


どんなものでも労苦なしでは完璧さは得られない






吹（２）きかける息で蕾が開いたらどうなるか


太陽の光を受けなかったものたちが






おまえの目が清いなら心も清い


神（３）は心を目に従うものとした






情熱を宿したチ（４）ューリップは花園の小道では根づけなかった


小麦や大麦の世界はチ（５）ューリップには適さなかった






ア（６）イバクやゴ（７）ーリーの戦場の騒ぎは残らない


だがホ（８）スローの歌の調べは　いつも新鮮で甘い







55（１）新月は段階を経て満月になる。





（２）蕾が花となって咲くためには、そよ風と日光が必要。それらを得ずに花になったものは色も匂いも悪い。すなわち、イスラーム教徒はクルアーンの教えを得ることで自らをよくするのがよい。ヨーロッパの模倣では、蕾に息を吹きかけて花にしたようなもの。


（３）心も目のようになるように。


（４）イスラーム教徒を指す。


（５）その本当の故郷とは、アラブの砂漠や山岳地帯。小麦や大麦の世界とはこの世の意。また、小麦を大麦と偽って売る腹黒い人の多くいる所の意。いずれにしてもこの世の意で、この土地では繁茂できない。だが、この対句には、そのような悪や欺瞞と闘うべきとの意も含む。


（６）北インドの奴隷王朝の創始者（在位一二〇六～一〇年）。クトゥブ・ミナールの建設は有名。


（７）インドにイスラーム統治の礎いしずえを築いた中央アジアの王。一二〇六年没。


（８）インドの有名なペルシア語詩人で音楽家（一二五三～一三二五年）。
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賢明な人よ　この日夜の迷路に迷うなかれ


も（１）う一つの世界があるから　昨日きのうも明日あしたもない






誰にわかるか　明日の混乱の様子が


モ（２）スクも学マク校タブも酒場もあるが　もうかなりの間沈黙のまま






わたしはそれを夜（３）明けの祈りの涙の中で得た


貝の中に付いていない　その純粋な真珠を






新（４）文化は　面倒臭さ以外の何ものでもない


顔が輝いているなら化粧品屋の世話になる必要があるか






音楽を奏する人はぼんやりしていてはいけない


時々　天（５）使も間違った音を出すこともあるので







56（１）死後の世界で、そこには時間的観念がなく、永遠に続く。そこでよい人生を送るためには、この世でよいことをしておかねばならない。クルアーン第14章48節参照。





（２）モスクは宗教学者、学マク校タブは学者、酒場は神秘主義者スーフィーやその教団の道場を表しているが、その実体がわからないくらい、不活発。


（３）夜明けの礼拝と、その時、神の前でする嘆きの時に出て来る高価な涙。


（４）ヨーロッパの文化や文明は、上辺だけを取り繕おうとする。


（５）学識ある人の考えはいつも正しいと考えがちだが、間違うこともある。
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勇者や王者の学び舎があった所


今ではそれらハ（１）ーンカーにはただ狐だけがいる






わたしには見えない　隊商の隊長たちの中に


あ（２）の牧夫が　神と話をし始めたような






美声の持ち主の鳥たちにとり歌の楽しみはどこにあるか


ああ　この園でやがてそれらの息が途絶えてしまうのか






こ（３）ちらの陶酔と驚きは完全な暗黒


こちらの陶酔と驚きはすべてを知り気づくこと






わ（４）が高い思想は雷光のように輝く


旅人よ　夜の闇を彷徨って行くな







57（１）神秘主義者スーフィーたちのかつての修行場は人々を教え導く場で、権力者も教えを請いに通った。今は、イスラームの名のもとに偽善をなす場になってしまった。





（２）預言者ムーサーを指す。彼は牧夫であったが、ある日、いつものとおり羊や山や羊ぎに草を食べさせていると、シナイ山の方に火が見えた。彼は火を取りに行くと、神が話しかけて来て、預言と奇跡が与えられた。クルアーン第28章29～35節参照。現代、イスラーム教徒の指導者は不足し、民族のために尽力しようとする者がいない。


（３）哲学者から得る驚きと陶酔は、人々を目的地に到達させない。それに反して、神秘主義の聖者から得る驚きと陶酔は覚醒に至らせる。クルアーン第７章143節参照。


（４）正しい道に人々を導くことがイクバール自身の願望である思想。
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わたしはよい詩を書くス（１）ルマーンのこの言葉を覚えている


世の人は　努力する若者に辛つらくは当たらない






豹ひょうの肝臓　鷹の追求心があれば


智（２）や言葉の輝きなどなくても生きられる






鸚おう鵡むや孔雀くじゃくのまねはやめよう


鸚（３）鵡はただ声だけ　孔雀はただ色だけ







58（１）ガズナ朝（九七七～一一八七年）の時代ラーホールにいた有名なペルシア語詩人、そのほとんどの時を獄中で過ごす（一〇四八～一一二一年）。





（２）どんな場合でも勇気と努力の気持ちがあればよい。クルアーン第11章123節、第19章65節、第10章84節参照。


（３）自分の能力や自我を認識して、その育成に努めなければならない。クルアーン第27章24節参照。
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清（１）貧の奇（２）跡は王冠　玉座　軍


清貧とは長たちの長　王たちの王






学問の目的とは知や知恵の純化


清（３）貧の目的とは心や目の浄化






学問とは倫理や哲学　清（４）貧とはイエスやムーサー


学問とは道を追い求めること　清貧とは道を感じ取ること






清（５）貧とは何でも見える者にし　知識とは情報を持つ者にし


清貧での陶酔は悔恨となり　知識での陶酔は罪となる






学（６）問にとっての神の存在と清貧にとっての神の存在は別


共に　アッラーの外に神はなしと証言するが






清貧の砥と石いしの上で自（７）我の剣が研とがれると


たった一人の兵士の一撃が兵士全体の務めを果たす






もしこの土でできた体の中に心が生きて目覚めれば


お（８）まえの一目が太陽や月の鏡さえ壊してしまう







59（１）清貧の基本的意味は、人間が物質的安楽のために自我や人格を弱くすることがないように個人的欲望を抑えること。





（２）清貧が行われると奇跡を見せる。清貧の人は、その特徴に基づき族長の族長、王の王、すなわち偉大な支配者となる。人類に寄与することで、多くの王冠、玉座、兵が与えられる。クルアーン第20章131節参照。


（３）われわれの中に人間的友好・愛・奉仕・真心などの感情を生むこと。対句２、３、４に対してクルアーン第20章114節、第２章269節、第６章162節参照。


（４）イエスやムーサーのように悪に対して聖戦ジハードを挑み、よりよい人生のために圧政者と対抗する。


（５）この世の暗黒の中、清貧の人はその暗黒から出る道を知っているが、知識は知恵で道を探す努力をする。


（６）学問（学者）と清貧（托鉢僧）の両方は、宇宙の問題、すなわち神の唯一性を認め、解こうとするが、方法が違う。学者は宇宙の構成を理解するのに困惑しながら、神まで届こうとする。一方、托鉢僧は自分の目で見て、直観的にその存在を証言する。


（７）完全人間マルデ・モミンとなって。


（８）おまえの洞察力は、月や太陽を征服して、それらの先に出る。
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狂気の絶頂でわたしはカアバ聖殿の周りを巡っていた


神に感謝　カアバ聖殿の聖（１）被覆が事なきを得たことに






イスラームの信者にとってこ（２）の一致はおめでたい


町の律法学者たちがわたしに反対し声が揃そろった






プ（３）ラトンの心は揺れている　神（４）の存否に


昔から知恵のある人の心の在り処は煉獄である






おまえの心にクルアーンが降りて来ない限り


心の結びをほどいてくれない　ラ（５）ーズィーも〝カ（６）シャーフ〟の人も






酔いも体のほてりも一時的　もしそうならば


西（７）欧の酒のよどみもきれいでなくはないのだ







60（１）カアバ聖殿を回りながら感激のあまり、聖殿の聖被覆を破りそうになったが、踏み止まれた。すなわち、イスラーム教徒はどんなに激情の虜になってもイスラームの限度内にいる。





（２）町の律法学者たちは何事につけ、意見が一致することがなかった。そこで、その一致がわたしに反対することであったとしても、それはおめでたいこと。律法学者に対する皮肉。


（３）ガザルⅡ・３注（８）と同じ。


（４）知的に神の存否を知ろうとする者は、常にその存否について揺れる。クルアーン第９章45節参照。


（５）ガザルⅡ・34注（５）と同じ。


（６）Kashāf イランの有名なクルアーン注釈者ザマフシャリー（一〇七五～一一四四年）の書いた注釈書名。クルアーン第４章166節参照。


（７）西洋の酒はきれいで濁りもなく、瓶の底まで見える。このきれいさでは味がない。換言すれば、西洋の魔術は早急に壊れ、永遠性がない。
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意識　思慮分別　知性　こ（１）れらは不思議なものだ


愛の場では　これらすべて　心と目の敵となっている






わたしは知っている　民族にとって最後の審判の日がどうなるか


われらの指導者たちは　目（２）先だけの問題に巻き込まれている






わが住み処の周りを飛び回っている　とはいえ


わ（３）が声に花園の鳥は何のかかわりも持たないでいる






オ（４）スマン・トルコは詩を解する人々だと聞いている


誰か彼らにイクバールのこの貴重な詩の一節を聞かせてやれ






彼らは考えている　ヨーロッパを自分の隣人だと


星（５）々の方がそれらの住み処よりずっと近いのに







61（１）理性は愛を危険なものと考えてしまう。愛は損得を考えないので、両者の間には常に敵意がある。





（２）視覚的な問題だけに囚われ、哲学のような民族の中に実践的な力を生み出させるようなものに無関心。その結果、分裂状態となっている。クルアーン第30章31～32節参照。


（３）鳥と違い、たくさんの束縛がある。


（４）アタチュルク、旧名ケマル・パシャ（一八八一～一九三八年）。第一次大戦後のトルコ革命指導者。トルコ初代大統領（一九二三～三八年）。対句４、５で、彼がすべてヨーロッパの後を追い、その模倣をしたのを誇っていることを、イクバールは皮肉っている。また、トルコのオスマン帝国は過去に偉大なる力を持っていたにもかかわらず、自らを尊重しないことを悲しんでいる。クルアーン第45章13節、第59章１節、第61章１節参照。


（５）イスラーム教徒を指す。








キタ






述べ方がたとえ面白くなくても


きっとあなたの心にわたしの言葉が染み込むだろう






天（１）の広さのもとで絶えず「神は偉大なりアッラーアクバル」と唱える者がいるが


地（２）面に抱かれ数じゅ珠ずをつまぐり神の賛歌を歌う者もいるが






前（３）者は自分を知る人の宗教　そして神に酔う人の宗教


後者はム（４）ッラーの宗教　石（５）や煉瓦や草や木の宗教







キタ（１）自然を征服する努力をし、アッラーの力を認め、神の権威を樹立する。





（２）家に引き籠り、自ら努力することをやめ、ただ表面的に神を思っている態度を示す。


（３）この対句の前半でひたすら努力する者を、真の宗教人とする。


（４）モスクの中で、礼拝の先導をするだけで自ら行動を起こさず、言行の一致のない導師。


（５）偶像崇拝の宗教。












ルバーイー（四行詩）







　ルバーイーは、ペルシア文学の中で民謡から派生した詩型と言われる四行から成る短詩で、第一、第二、第四の半句の脚韻が押韻する。そして四行で一つのテーマを持つ詩になっている。


　イクバールの作品は形式上からするとルバーイーになってはいないが、イクバール自身、四行で書いたものをルバーイーとしている。
















１






カ（１）アバ聖殿での礼儀は他人行儀のようである


キ（２）リスト教徒の振る舞いは商売人のようである


わが切れ切れの衣（３）服は聖者廟びょうでの供え物


今（４）は狂人の賑にぎわう時代ではないようである







１（１）イスラーム教徒の指導者は宗教を忘れ、宗教の精神を理解していない。





（２）西洋世界の指導者は物質的な利害の奴隷になり、人類のために努力する代わり、自国の利益のために努力している。


（３）わが狂気は人類全体の利益のためのものとなっているので嬉うれしい。


（４）今はわたしのようではない。








２






暗（１）黒の荒海に没入して耐えよ


踠もがき身を捩よじって　変身せよ


汝（２）なんじよおまえの運命に岸はない


好きな方に浮かび上がって出よ







２（１）海の暗闇の中に失うせたら、おまえは努力してその闇から浮かび上がれ、そして海の中で自分の立場を確立せよ。荒海とは社会の意。波は人間の象徴。





（２）波の人生は海の中である。もしそれが岸に着くと、散らばって消えてなくなってしまうので、すなわち、どんな困難が起ころうと自分の道を進まねばならない。クルアーン第18章60節、第11章123節、第19章65節、第10章84節参照。








３






わ（１）たしはどこか住み処かにいるのか　家から離れているのか


わたしは世界を見ている人か　自分が全世界なのか


あ（２）れは自分の住み処でない所で陶酔している


わたしに誰か言ってほしい　わ（３）たしはどこにいるのか







３（１）神には住み処がなく、限定されず至る所に存在する。しかし、人間は限定されている。





（２）神。


（３）人間の本質とは何か。人間は時々このような疑問に囚とらわれるが、信仰が篤あつくなると人生や人生の目的が見えてきて、自らが宇宙となり、宇宙も見えてくる。クルアーン第２章29節参照。








４






自（１）我の独居の中にわたしは没入し切っていた


神（２）の前でわたしはいなかったようであった


目を上げて友（３）の現れを見ず


最後の審判の日　わたしは人（４）々の見せ物になってしまった







４（１）自我はそれ自身一つの陶酔で、その陶酔に慣れ切っていた。





（２）自分自身の中に没頭し切っていたので、神の顕現にも気づかなかった。


（３）神。


（４）最後の審判の日、わたしは自分の世界に没入し切っていたので、神の顕現にも気づかなかった。そこでわたしの周りにいた人々、天使たちもわたしのその様子を見て驚いたので。








５






恋の駆（１）け引きは心が悩まされる


わが歌（２）声はさらに悩まされる


時（３）に抱擁の喜びを探し


時（４）に別れの悶もだえの方がよく思われる







５（１）それには順序や筋書きがないので。





（２）私は恋する者、支離滅裂となっているので。


（３）別れの中で。


（４）抱擁の最中に愛が減じてしまうのでないかと感じて。離れていることで、より多くの喜びを感じる。








６






確（１）信とはカ（２）リールのように火中に座ること


確信とはア（３）ッラーに酔い　自（４）らを選ぶこと


聞け　現代文明に囚われた者よ


隷（５）属より悪いことだ　不確信は







６（１）人間があらゆる種類の争いから解き放たれて強くなった時に持つ力。





（２）預言者イブラーヒームのことで、神の友の意。抑圧的な王ナムルードによって火中に投げ込まれたが、火が花に変わってしまったという。すなわち、人間がカリールのように文句なしで火中に飛び込むこと。


（３）神を完全に信頼すること。


（４）自らの能力を信用すること。


（５）隷属の状態は努力により自由になる可能性がある。だが、不確信に囚われると疑念が生じ、行動力が麻ま痺ひしてくる。








７






アラブの愛の熱情の中に（１）非アラブアジャムの人々の結合がある


マッカ聖域の秘義とは諸民族の間の神（２）の唯一性である


西（３）洋人の思考は唯一性に欠ける


なぜならば西欧文化はマッカ聖域を持たないものだから







７（１）もし非アラブアジャムのすべてのイスラーム教徒が一致して、アラブの熱情を自分の心の中に生じさせ、神の唯一性に完全に改宗するなら、彼らの中に一致が生じる。そして地域の利益を超えて世界はイスラームになる。





（２）すべての民族、そしてイスラーム共同体が一致し、アッラーのために人類に奉仕すること。


（３）西洋人の信仰は神の唯一性が強固でなく、神の唯一性が生じない。それゆえ、色や人種の差別なしには人間への奉仕を行わない。








８






わが葦あし笛ぶえの調子を少し見てくれ


わ（１）が息はインド風　歌の中味はアラブ風


わ（２）が眼まな差ざしはヨーロッパ風に毒されて


わ（３）が気質は王者の風ガズナ　運（４）命は奴隷のようアヤーズ







８（１）イクバールはこの四行詩で自分の人生を述べている。すなわち、生まれはインドで、出自はバラモン。作品でのメッセージはイスラーム。





（２）ヨーロッパで学んだので、その影響が残っている。


（３）ガズナ朝最盛期の君主マフムード王を指し、その王のように性格的に裕福で誰にも何も求めない。


（４）ガズナ朝のマフムード王が寵ちょう愛あいした奴隷。すなわち、インドのような奴隷の国で生まれたので、自分は、人生における矛盾より逃れる術すべをよく知っている。








９






ど（１）んな微小なものの中にも心がある


この人込みの中でも隠れて心がある


昨（２）日きのうと明日あすに囚われて　だが


時の動きの奴隷でなく　心がある







９（１）心の本性とは、表面的には心はすべての物と関係を持っている。しかし、それは知覚の中にあるにもかかわらず、他と別々である。すなわち、すべての粒子は他と異なり、独立している。クルアーン第51章20～21節、第５章105節参照。





（２）心は表面的には日夜に囚われてその時を送るが、宇宙のすべてのものは、他と別々にそれぞれの知覚で生きている。








10






お（１）まえの思考は天の高さにない


おまえの飛ひ翔しょうは天使の住み処に届かない


おまえの性格は白しら鷹たかのようではあるが


お（２）まえの目の中にかつての大胆さがない







10（１）現代のイスラーム教徒に、かつてのイスラーム教徒と比較して言っている。思考力が低下してしまい、ただ物質的諸手段の獲得のみに関心が向かっている。





（２）おまえの本質の中には輝かしいものがあるが、それを忘れてしまい、敬虔なイスラーム教徒の中にあった誤りに飛びかかっていった勇気がなくなってしまった。クルアーン第２章29節、第21章105節参照。








11






敬（１）虔けいけんなムスリムがいず　敬虔なムスリムの高貴さがない


神秘主義者スーフィーは残っているが　良心の輝きは消えてしまい


神（２）にかつての心と眼差しをもう一度求めよ


托たく鉢はつ僧の精神なくしては高貴さはありえない







11（１）清貧と満足の心に富む者。





（２）そうすれば物質的必要を欲しがらず、すべてのイスラーム共同体の改善のために仕事をする、かつての托鉢僧となれる。クルアーン第20章131節参照。
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自我が公然と表れるとム（１）スタファーのようになる


自我が独居して隠れると神のような偉（２）大さが表れる


大（３）地　空　玉座　神の座


これらすべての被造物が　自（４）我の標的の中にある







12（１）預言者ムハンマドの称号で、人々が自我を確立すると、昇天ミウラージュを果たしたムハンマドのようになれる。





（２）預言者ムハンマドはヒーラーの洞穴に一人でいた時、自然の秘義について考え、それにより偉大さが授けられた。


（３）地より天までの全宇宙。


（４）預言者ムハンマドの思いのまま。すなわち、完全な自我を持つものの例として挙げ、これはムハンマドへの頌詩カスィーダとなっている。
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目（１）は混乱してしまっている　色と香りの中で


知（２）性は失われてしまっている　四方八方の中で


心よ　夜（３）明けの嘆きの言葉は失うな


きっと神（４）の御加護が得られよう　神よの嘆きの中で







13（１）目は上部の世界に混乱してしまい、五感より得られる知識で充分と考えてしまっている。





（２）五感で囲まれているわが知性は、知性の向こうにある真実の存在を知らない。すなわち、精神的真実もあるはずである。


（３）毎朝目覚めの時、神を瞑めい想そうし、自分に対する不足を神に訴えよ。


（４）知的・物的欲望の台風より救われる。クルアーン第73章２節、第13章28節参照。
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愛と陶酔がその優雅さを見せることは葦（１）笛を奏するようなこと


愛と陶酔がその威厳を示すことは報（２）酬をも求めさせないようなこと


愛と陶酔がその頂点に達するとハ（３）イダルの行状のよう


愛と陶酔がその色が褪あせるとラ（４）ーズィーの言行のようなこと







14（１）愛と陶酔の獲得は、自我のために必要である。もし愛と陶酔がその美を見せると、それは葦笛のメロディーのように心地よくなる。





（２）その美は、世の人々にお返しを求める気持ちを起こさせない。


（３）誰か敬虔なイスラーム教徒が愛と陶酔を完成させると、その行状がハイダル、すなわち預言者アリーのような輝きを持つ。クルアーン第29章69節参照。


（４）愛と陶酔が衰退の方に向かうと、すなわち人間が欲望に囚われ、心理的楽しみを人生の喜びと考えると、その時人間は知の奴隷となる。哲学者で法学者、イスラームの師と言われたラーズィー（一一四九～一二〇九年）のような哲学思想もアッラーの愛を知らせることはできない。
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そのわが（１）宴うたげの輝きはどこにあるのか


わたしにとっての雷（２）光　わが収（３）穫はどこにあるのか


その在り処は心の隅にあるという


神だけが知っている　心（４）はどこにあるのか







15（１）真実の恋人、すなわち神。なお二行目に出てくる雷光も収穫も同じ意。





（２）雷光は時々、収穫物の上に落ちて、それを燃やしてしまう。真実の恋人はその災いの中での雷光。


（３）心は神の場である。神は私の心の奥深い所に住む。


（４）この問い掛けの言葉より、この場所は非常に高く、その高さを理解するのは難しいことを指す。
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駱（１）駝らくだにも駱駝の鞍くらにも乗っていない　わたしは


みちしるべだ　目的地でなく　わたしは


わ（２）が運命は道の枯れ草を焼くことにあり


わたしはほ（３）んの雷光　収穫物でない　わたしは







16（１）私は駱駝の荷台に乗らず、この速度では目的地にも容易に到達できない。





（２）私の務めは、後から来る人が道がわかるように枯れ草を燃やすこと。


（３）私はわが民族を目的地にまで到達させることはできない。だが、前進できるように印をつけよう。クルアーン第53章39節参照。








17






お（１）まえの胸の中に息はあるが心はない


お（２）まえの息は宴に熱を起こさせるものではない


知を超えて前に行け　こ（３）の光とは


道の灯台だ　目的地ではない







17（１）イスラーム教徒に対する言葉。息はしているが、生きているということに値する行動がない。





（２）この世でおまえの立場はないのと同じ。なぜならば、心である愛を捨てて、それにより人生が何となく過ぎてゆく知を取ったが、どんなものも完成させていない。


（３）愛こそ人間を導いていくもの。








18






お（１）まえの本質は輝く光　おまえこそ清（２）純だ


おまえこそ空の目の輝きだ


天使や天女は　お（３）まえの獲物


おまえこそ預（４）言者ムハンマドに育てられた鷹だ







18（１）衰退したイスラーム教徒への言葉。





（２）物質的な汚れがない。


（３）天使や天女も容易におまえの獲物になる。すなわち、おまえは天使や天女以上に高く飛べる。


（４）ムハンマドは天にある神の座の所まで到達し、一晩で戻ってきた。そのようなムハンマドに育てられた鷹であるイスラーム教徒も、宇宙を征服して遠くまで行けるはずである。








19






愛（１）の狂気が残っていない


イスラーム教徒の中に血（２）が残っていない


礼（３）拝の列は曲がり　心に活気がなく　跪き拝はいに味がなく


なぜならばか（４）つての愛の熱情が残っていない







19（１）神に対する献身の気持ち。





（２）イスラーム教徒を駆り立て、歴史上偉大なる業績をあげさせた情熱。クルアーン第６章162節参照。


（３）イスラーム教徒の衰退の後、秩序、規律が乱れ、跪拝にも満足感が生まれなくなった。


（４）信仰に対する確信は終わり、ただ見栄だけがあり、見せ掛けだけの信仰になっている。








20






自（１）我の力で世界を支配せよ


色（２）艶いろつやの場の秘密がわかりたいなら


海（３）のように岸辺の様子を悟れ


岸（４）辺の泡と袂たもとは分かっていよ







20（１）イスラーム教徒よ、おまえの自我に力が生じると、おまえは世界を支配できる。それには自我の訓練も必要。





（２）魅力的な色艶もやがては消える。


（３）海の波は沖の方より押し寄せてきて海岸と関係を持つ。しかし、海の波は、海の汚れや泡と直接の関係は持たない。


（４）海の波のように、イスラーム教徒は泡のような世の余分なものに囚われないで、本当のものと関係を持て。









21






花園のバラの花はな弁びらは露に濡ぬれている


ジャスミンが　緑の葉が　朝風がある


だが熱（１）き騒ぎが起きない


こ（２）このチューリップは苦心惨さん憺たんの傷がないようである







21（１）イスラーム共同体を花園と考えている。その花園には花・葉・風と、花園を形成するすべてがある。すなわち、共同体の進歩となるすべてが備わっているにもかかわらず、何の動きも見えない。





（２）チューリップには、普通黒い芯しんがあり、それは愛の傷と考えられて来た。だが、ここのチューリップにはそれがなく、愛の情熱がない。詩人はそれを、イスラーム共同体が己の目的に対し、深い愛着を失ってしまったことに喩たとえている。








22






知（１）恵で旅人は遠くまで目が効くか


知恵とは何か　ほんの道の灯明か


家の中でどんな混乱が


あ（２）あ道の灯明に何がわかるか







22（１）イクバールは知恵の反対者ではないが、限界を感じている。





（２）道にある灯明の明かりで、家の中でどんな騒ぎが起きているのかわかるか。すなわち、知恵である程度道案内をすることはできる。だが、根本まで到達することはできない。








23






若（１）者たちにわが夜（２）明けの嘆きを与えよ


またこれら鷹（３）の子たちに翼を与えよ


神よ　わが祈りとは


わたしが得たような洞（４）察力が与えられますように







23（１）イスラーム共同体の若者。





（２）愛の熱情。クルアーン第73章６節参照。


（３）イスラーム共同体の若者たちをイクバールは鷹の子としている。鷹は、他のものが殺したものは食べないほどの自尊心があり、独立心がある。さらに高い飛翔力、孤独癖、鋭い眼光を持つ。


（４）イスラーム共同体が昴すばるの高さまで届くように。








24






あ（１）なたの世界とは鳥や魚の棲すみ処かだ


わたしの世界とは夜（２）明けの嘆きだ


あなたの世界でわたしは命（３）じられるまま


わたしの世界であなたは王（４）そのものだ







24（１）神よ、世界のすべての生命を持つものがあなたのもので、それはあなたの好みに創造されている。





（２）私は人間である。人間は神の意向では余儀なしで、人間は朝、神を瞑想し、困難を遠ざけるために神の前で嘆く。


（３）神のつくった世界で、人間は被支配者。


（４）神は人間の世界で、王のようにすべてを支配している。








25






あ（１）なたからの恵みのせいだ　無能力でないのは　わたしが


ト（２）ゥグリルやサ（３）ンジャルの奴隷でないのは　わ（４）たしが


世の中を注意して見るのがわが習い　だが


ジ（５）ャムシード王が持つ盃さかずきのようではない　わたしが







25（１）神を指す。





（２）ガザルⅡ・47注（３）と同じ。


（３）ガザルⅡ・47注（２）と同じ。


（４）神の僕である者はほかの誰も必要としない。


（５）イスラーム以前の古代イラン伝説上の王。そこに世界の様子を映す盃があった。確かに王の盃もイクバールも将来を予言する。王の盃は王所有で有名であったが、イクバールの誇りは神の恩恵により、心の目で世界を見ることにあった。クルアーン第７章54、56節参照。








26






住み処であれ住み処でない所であれその問いの根源は神である


住み処はどんなものか　それは言い方の一つである


ヒ（１）ズルは一体全体何と言うか言ってくれ


もし魚が言うなら　海は一体全体どこであるかと







26（１）預言者の一人で、海や荒野で道に迷った人を案内する人。








27






愛（１）は時に放（２）浪者や無宿人とさせ


愛は時にノ（３）ウシェールワーン大王とさせ


時に鎧よろい兜かぶとで身を固め戦場に赴かせ


愛（４）は時に裸や素手で相手に向かわさせ







27（１）愛は強い感情でさまざまな姿をとらせ、愛の感情の所有者は、この世で大きな業績を残している。





（２）恋人獲得のため、家族を捨てることも起こる。


（３）ホスロー一世の異名。イランのサーサーン朝（二二四～六五一年）の王（五七九年没）。公正で、広大な領地を有したことで有名。


（４）物質的準備なしで世を征服する。








28






時に愛（１）は山（２）や山やま裾すそでの独居を好み


時に愛は宴（３）の与奪や陶酔に向かい


時に愛は寺（４）院の壁龕メヘラーブや説教壇ミンバルの飾り


時に愛は預言者アリーのようにカ（５）イバル城の破壊者に







28（１）愛のさまざまな様子が見える。





（２）この世での騒乱から離れて。


（３）孤独の代わりに。


（４）宗教家になって人々に正しい道を示す。


（５）預言者アリーのように戦場でその真価を発揮し、カイバルのような征服不可能な所も征服する。クルアーン第28章69節参照。








29






かつての先人たちのような内（１）なる情熱を与えよ


何の恐れや心配もない仲（２）間のうちに加わらせよ


理（３）知で解く難問はみんな解いてしまった　わたしは


だがどうかわが師よ　わたしを愛（４）の狂人にさせよ







29（１）愛や忘我、陶酔の起こる情熱。





（２）アッラーの友であれば、どんな恐れも心配もないが、そのような友達にわたしもならせてほしい。クルアーン第10章62節参照。


（３）今までずっと思考や哲学の難しい問題をすべて解き尽くして来てしまったが、一向に心が落ち着かない。


（４）愛こそ世の恐怖や悲しみから人々を救済してくれる。








30






わたしはこう教わった　ア（１）ブール・ハサンから


霊（２）魂は死なない　肉体の死から


光（３）は太陽の中に残るように


もし太陽がその光線に嫌気がさしても







30（１）シーア派初代イマームで、正統カリフ第四代アリーを指す。





（２）イクバールはアブール・ハサンより、命すなわち魂は体から離れて存在する、それゆえ、体が死んでも魂はその後も生きていると教わった。


　　　イスラームでは、一般に人間の死は肉体からの霊魂の分離と見なされている。死の天使が人間の肉体から霊魂を抜き取るとされている。クルアーン第６章93節参照。


（３）太陽はアッラーである。そして魂は太陽の光線である。太陽と光線は互いに相手を必要とする。魂は宇宙の太陽、すなわち神の光線である。それゆえ、神は魂を終わらせることはできない。それに永遠に残ることを与えている。








31






理性ではわからない　事の善し悪あしが


そ（１）の限度を超えている　その暴君が


わ（２）たしはどうなってしまったのかわからない


理性には心が不快　心には理性が







31（１）心の内に理性と心の混乱の葛かっ藤とうがある。そして、心の葛藤の原因がわからない。だが今、理性がその限度を超えて心に影響を与え、理性と心の葛藤は終わっている。





（２）理性と心の葛藤は終わっているが、わたしの不機嫌は遠ざからない。








32






神であることはこの海（１）と陸地を取り仕切ることである


神よ　確かに神（２）であることは頭痛の種である


だが神の僕であることは　お許し下さい　こう言わざるを得ない


頭痛の種であるどころか　肝（３）臓をえぐる痛みである







32（１）この世の善悪。





（２）神として、この広い宇宙の全部を取り仕切ること。


（３）アッラーの喜びのためには僕は自分の苦痛も耐え忍ばねばならない。








33






こんな人（１）間が海や陸の王であっていいものか


この無知蒙もう昧まいの身の上を明かしてしまっていいものか


自（２）分を知らず　神を知らず　世間を知らず


これがあなたの創造の傑作と言ってしまっていいものか







33（１）人間は最高の被造物と考えられている。





（２）信仰を欠き敬虔でない人間は、神の傑作であるどころか、最も卑しい被造物である。クルアーン第95章４～６節参照。








34






神を識しる聖者の息は夜明けのそよ風だ


その湿り気で木々の根元は青々となる


誰でももし預（１）言者シャイブと出会えれば


羊飼いからカ（２）リームになるぐらい一走りのことだ







34（１）預言者ムーサーの義父で、優れた人生の案内者。その案内を受けると、誰もその人生に強力な精神性と新鮮さが生じる。





（２）神と話をする者の意で、預言者ムーサーの称号。ムーサーは、長年シャイブの所で指導を受けながら羊飼いの仕事をしていたが、シナイ山にアッラーの顕現を見て、預言者の資格を得た。神とも話ができるようになった。








35






血管の中にあ（１）の血は残っていない


あの心　あの願いは残っていない


祈り　断食　犠牲　巡礼


こ（２）れらすべてがある　だがあれは残っていない







35（１）おまえの祖先、先輩の中にあったようなイスラームに対する情熱、すなわち、社会的奉仕の実践など。





（２）祈りなどの宗教的実践は見せ掛けのためである。イスラームは表面的な宗教でなく、実践により社会的福祉のために貢献する宗教で、今はこの情熱が消え、見栄や虚飾だけが残っている。クルアーン第49章14節参照。








36






隠れていた秘（１）密が明らかになった


「わ（２）たしを見ることはできない」の話の時代は終わった


自我が最初に表れた者


そ（３）の者こそメシア　その者こそ最後の時代の







36（１）宇宙の秘密。以前はわからなかったが、今は明らかになりだし、また人間の自我も一つの力であるのがわかりつつある。





（２）預言者ムーサーが、シナイの谷で神の顕現を求めて断られ、その代わり神が稲妻となって現れ、ムーサーが気絶した時の故事による。


（３）イクバールは、自我を認識した人は神を認識できると考えている。その自我が表れた者がメシアであり世界を変えることができる。それゆえイスラーム教徒よ、自我を確立させてメシアとなり、イスラームを高めよと呼び掛けている。クルアーン第２章55節、255節、第３章139節、第55章29節参照。








37






時のこの流れは永遠だ


こ（１）れこそ一つの真実　ほかは　作り話だ


誰（２）も昨日を見なかった　明日も見なかった


この今こそが　おまえの　おまえの時だ







37（１）時代の移り変わりは常に続き、この変転の間にすべてが消える。





（２）誰も過去も未来も見なかった。人間が実感する時はただ現在のみ。イクバールはこの詩で次のことを強調。人間は現在何かよいことをしなければならない。過去にあったこと、それは見ていず、わからない。将来についても神にしかわからない。とすると、過去や将来のことを忘れ、現在をよりよくする努力をすべき。








38






自（１）我だけの哲学では異教徒のである


自（２）我の隠れた秘密とはカリームのようである


托鉢僧や王となる骨を教えてやろう


貧困の中でも自（３）我の番人でいることである







38（１）どんなに真実を述べようと、知性や知恵に全面的に依存している限りはイスラーム教徒でない。





（２）もし自我が預言者ムーサーのような性質をとり、ファラオのような強権支配者と戦うと、隠れた性質が明らかになる。クルアーン第２章49、50節参照。


（３）貧困で食べ物がなくても自分の自我を守る。








39






お（１）まえの肉体は精神を知らない


何が不思議だ　お（２）まえの溜ため息が神の間に届かなくても


精神を持たない肉体を　神（３）は好かない


生（４）きている神は生きている者だけしか好まない







39（１）イスラーム教徒よ、おまえの体には精神、すなわち命がなく、弱くて臆おく病びょうだ。





（２）それゆえ、神はおまえの不平を聞かない。


（３）神は、その体が弱く命を持たないものに対しては不機嫌である。


（４）神は自ら生きているので、生きて命あるものを愛する。すなわち、おまえが神から得ることを望むなら自分の体に命をつくれ、そして世の中で努力せよ、神の施しと祝福が得られるように。クルアーン第55章29節、第２章255節参照。








キタ






昨日イクバールは荘（１）園の人たちに詩を聞かせた


希望を起こさせ情熱的で喜びに満ちた詩を


わたしには花のようにそ（２）よ風の手はいらない


わが狂った情熱が切れ切れにするので　わが腹を







キタ（１）イスラーム共同体の人々。





（２）花は、開花するために微風は必要である。すなわち、宇宙のすべてのものは、生の目的を得るためにはほかからの助けが必要である。しかし人間は、自らの魂を認識し、神の恵みである自我の力を得ることで、人生の目的を自分自身で得ることができる。













ナズム（自由詩）







　イクバールの自由詩は、自由詩とはいうものの、それぞれの行が共通の韻律を持つ。


　多くの詩が、二行でできた対句ごとに意味のまとまりを持ち、それが組み合わされて一つのテーマを持つ詩となっている。
















１　祈り（コルドバの寺院にて詠む）








こ（１）れはわたしの祈り　これはわたしの清めです


わたしの声の中には　わが肝（２）臓の血があります






よ（３）き人との交わりには光や恵み　喜びがあります


生き生きとみずみずしくあるように　小川の辺ほとりのチューリップが






愛（４）の道では誰が人の味方をしてくれますか


ただわが願望だけがわたしと一緒でした






わ（５）が居所は長官や大臣のいる所ではないのです


わたしの居所はあなたの所　巣のある枝もあなたの所






あなたのせいでわが襟元は最（６）後の審判の日の朝のように乱れ


あなたのせいでわが胸の中に「（７）神よアッラーフ」の火が燃え上がり






あなたのせいでわが人生は悲哀と熱　苦痛と傷の塊


あなたこそわたしの願望　あなたこそわたしの求めるお方






あなたがいないと町中が寒々しく


あなたがいればすさんだ街も賑にぎわしく






もう一度その古（８）い酒をお与え下さい　わたしは


それを探し求めている者です　酒杯や瓶を割って






慈悲深き目のお方の酌人よ　もうだいぶ待っております


集まっている人々の盃さかずきも　神秘主義者スーフィーたちの（９）瓢ひょう箪たんも






あなたの神意に対してわが狂気は不満を抱いております


ご自身は住み処かを離れて住み　わたしはと言えば八方塞ふさがり






哲学や詩の本質とはほかに何がありますか


面と向かって言えない願いを代わって言うほかに







◎１イクバールは、一九三二年の第三回ロンドン円卓会議の帰途、一九三三年一月、ヨーロッパの幾つかの国々を訪れた。中でもスペインにはかの有名なコルドバのイスラーム寺院マスジドがあったので、特に関心があった。詩の基本的な考えについて、イクバールはアッラーに向かって幾つかの願いを述べている。対句８、９にその祈願の様子が見える。イクバールは祖先の純真さと情熱が再び得られるよう祈っている。









（１）詩作。


（２）情熱と心の震え。


（３）神。


（４）人は協力者なしで行かねばならぬ。


（５）神に向かっての言葉。


（６）終末の日で大混乱が起こる日。


（７）死んだ心に、人生に対する新しい精神を引き起こす。


（８）かつてのイスラーム教徒たちの心にあった神に対する愛の気持ち。


（９）托たく鉢はつの時使う瓢箪でできた鉢。心である盃や瓢箪に神の恵みがありますように。









２　コルドバのイスラーム寺院マスジド（スペインの大地コルドバにて）









第一連








日夜の連続とは日々の出（１）来事を描く絵師である


日夜の連続とは生（２）と死を育はぐくむ根源である






日夜の連続とは二（３）色の絹糸


神はそれで自分の衣（４）服をこしらえる






日夜の連続とはこの世の始まりの時からある楽器の嘆き


それで神の意図は音の高（５）低を見せようとしている






それはおまえを試（６）し　わたしを試す


日夜の連続とは宇宙の鑑定人である






おまえであれわたしであれ　もし存在価値が低いなら


お（７）まえの運命は死　わたしの運命も死






お（８）まえの日夜の真実とはこれ以外　何か


そこには昼（９）もなく夜もない時の一つの流れ






すべての技を凝らして成った奇跡も束つかの間


この世のことははかなく　この世のものは当てにできず






太古のものもその後のものも今あるものもこれからのものも


古（10）い絵も新しい絵も行き着く所はすべて　同じ消滅







◎２イスラーム教徒によるイベリア半島における支配は、七一一年より一四九二年まで続いたが、安定した力を発揮していたのは、七五六年、アブドゥッラフマーン一世が後ウマイヤ朝を建て、その後崩壊する一〇三一年までであった。コルドバのイスラーム寺院マスジドの建設はアブドゥッラフマーン一世により始まった。その後、何人もの支配者により、世界一のイスラーム寺院になるよう拡張が続いた。柱の数は、当時一四七〇本、現在八五〇本。


　　イクバールは一九三二年の第三回円卓会議の後、三三年一月、ここに参さん詣けいし、ラーホールに戻ると、友人に「この地上であれほど豪華なイスラーム寺院は見たことがない」と賞賛した。








〔第一連の要旨〕



　　この世で夜と昼の続きとして理解する時は、すべてのものを遅かれ早かれ死なせる力を持つ。









（１）ものの始まりから終わりまで。


（２）生と死がないのは神だけである。クルアーン第２章164節参照。


（３）夜と昼を二本の糸に喩たとえて、黒は夜、白は昼である。


（４）神の姿は見えない。そこで昼と夜となって、その姿を見せている。


（５）この宇宙の中で能力を持つ者を、音の高低で示している。


（６）時の流れの試金石はすべてに対して共通に作用する。


（７）時代によって消され、その運命は死。


（８）人間に向かって言っている。


（９）換言すれば人生、それに関して日夜の区別をつけることはできない。


（10）地上のものはすべて消滅する。


　　クルアーン第55章26節参照。









第二連








だがその絵図の中に永遠性を見せるものもある


誰か神のような人が完成させたものの中に






敬（１）虔けいけんな人の行為は神の愛で輝き


人生の基礎は愛　死はその上で禁じられ






時の流れはすばやい動きとはいえ


愛（２）もそれ自身一つの流れ　時の奔流をも止めてしまう






愛の暦の中には移り行く時のほか


どんな呼び名も持たない他（３）の時がある






愛（４）とはジブリールの息　愛とはム（５）スタファーの心


愛とは神の預言者　愛とは神の言葉






愛の酔いでバラの花はな弁びらもみずみずしく


愛は生の酒　愛は気前のいい盃






愛とはカアバの律（６）法学者　愛とは（７）聖戦ジハードを覚悟した隊長


愛とは旅（８）の息子　数千の目的地がある






愛の琴こと爪づめで人生の弦より歌が奏でられ


愛により人生の光が　人生の火が生じる






〔第二連の要旨〕



　　この世のすべてのものは消滅する。


　　ただ、誰か神のような人間が完成させたかもしれないようなものは残る。というのは、神のような人間の仕事は愛の感情で完全になる。そして愛は、時の流れをも曲がらせてしまう力がある。これによってできたものは常に生きている。









（１）すべてを神の喜びのためにする人。


（２）時が愛に力を加えることはできない。それゆえ、愛により創造されたものは消滅を免れる。


（３）その時は止まってしまい、その時されたことはいつまでも生き続ける。


（４）預言者ジブリールは、ヒーラーの洞どう窟くつにいた預言者ムハンマドまで神の言葉を届けた。ムハンマドの心は愛で輝き、あらゆる人に反対されたにもかかわらず人々に神のメッセージを伝えた。神の言葉を預言者まで届けることも、人々に伝えることもすべて愛である。


（５）預言者ムハンマドの称号。


（６）宗教の正しさを教える。


（７）誤った力を退却させる戦い。


（８）一つの場に限定されない旅人。









第三連








コルドバのイスラーム寺院マスジドよ　愛によりおまえは生まれた


愛は完全に永遠　そこには消（１）滅の様相がない






色（２）であれ　煉れん瓦がや石であれ　はたまた楽器や語句であれ


その腕前の奇跡の表れは肝（３）臓の血からである






肝臓の血の滴しずくは石（４）を心にして


肝臓の血で音は熱情や喜び　歌となる






おまえの雰囲気は心を明るくさせ　わが歌は心を熱くさせる


おまえにより心の中に神の来訪があり　わたしにより心が開く






人間の心は崇高な最高天の天より低（５）くない


土の塊の限界が青い天の下までとはいえ






光（６）の顔を持つ者たちも跪き拝はいをする


それは跪拝の悶もだえを持っていず






わたしはイ（７）ンドで異端　だがわたしの喜びを見よ


心に祈りと祝福　唇に祈りと祝福






わが口調に熱望があり　わが竹笛に熱望があり


わが骨の髄にまで「神よアッラーフ」の歌があり






〔第三連の要旨〕



　　コルドバのイスラーム寺院マスジドに向かって述べている。おまえの建設も神のお陰を受けている。イスラーム寺院は肝臓の血で造られているので、建築技法にも奇跡が見える。









（１）それゆえおまえ、すなわちイスラーム寺院の消滅の心配はない。


（２）色で絵画、煉瓦や石で建築、楽器で音楽、語句で詩作の意。


（３）愛の情熱。


（４）愛の情熱で感情のない石に知覚や感情を持たせる。


（５）信仰の光で心が輝くと、心に神が住むことになるので。


（６）天使のこと。人間は悪を抑えて、神の前に跪拝をする。天使の中には悪の感情がないので、その跪拝は人間のより劣る。


（７）父祖たちは偶像崇拝者だったので、自分を卑下してそう言っている。









第四連








おまえの威厳や優美さが神（１）の人たちの偉大さの証明


彼らも偉大で美しい　おまえが偉大で美しくあるように






おまえの基礎は頑丈で　おまえの柱の数は数え切れない


あたかもシリアの森に生えている棗なつめ椰や子しの木のように






おまえの戸口と天井にシ（２）ナイの谷の光がある


おまえの高（３）い塔は預（４）言者ジブリールがその姿を見せる所






イスラーム教徒の者たちは消えることはない


そ（５）の礼拝告知アザーンでムーサーやイブラヒームの秘密が明らか






そ（６）の土地は果てしなく　その地平線も限りなく


ティグリス川　ダニューブ川　ナイル川が　その海の波






そ（７）の時代は驚異に満ち　その物語は驚くべきこと


古い時代に旅立ちのメッセージを送ったのも彼ら






高尚な趣味を持った酌人　探求の場での名騎手


その酒は蒸留酒　その剣は名剣






イスラーム教徒は武（８）人　その鎧よろいは「ア（９）ッラーの外にラー・イラーハ」


剣の陰でその隠れ場は「アッラーの外にラー・イラーハ」






〔第四連の要旨〕



　　コルドバのイスラーム寺院マスジドには威厳がある。優美さもある。イスラーム教徒にも同じような威厳と優美さがあり、神の愛を持って世界中に広がっていった神の人々であった。









（１）コルドバのイスラーム寺院マスジドを造った人々。イスラーム寺院マスジドが偉大なのは、それを建造した者たちが偉大だったので。


（２）預言者ムーサーがヤマンの谷で見た神の光。


（３）礼拝告知アザーンをするために建てられた塔。


（４）アッラーの言葉をムハンマドに伝え続けた天使。


（５）礼拝告知アザーンの中で、アッラーは偉大なりの言葉や信仰を証言する言葉が人々を神の方へと呼んでいる。それは、イブラヒームの時もムーサーの時も同じで変わっていない。クルアーン第29章69節参照。


（６）イスラーム的な考えでは、イスラーム教徒が着いた所、そこが彼らの土地。イスラーム文化は国際的な文化である。


（７）ヨーロッパで産業革命が起こるまでの約千二百年間、イスラーム教徒は東洋や西洋の世界に、社会的、文化的に多大な影響を与えて来た。


（８）聖戦士のことで、神とイスラームの正義のために戦う人。


（９）「アッラーの外に神はなし」という文句。









第五連








おまえを見てから敬虔なム（１）スリムの秘密がわかった


その日々の熱意が　その夜ごとの陶酔がなぜ生（２）じたか






そ（３）れの高い位置が　それの偉大な考えが


それの陶酔が　それの好みが　それの嘆願が　それの誇（４）りが






敬（５）虔なムスリムの手はアッラーの手


悪に勝ち　益をなし　困難を除き　間違いを正す






生まれは土つち塊くれ　だが光のようでその性格は神に似て


その無（６）欲な心は　両世界の何物にも囚とらわれず






その報酬の期（７）待は少なく　その目的は壮大


その仕草は魅力的　その目は魅惑的






話し方は穏やかで　探（８）求の仕方は熱烈


戦場にいても宴うたげにいても心（９）は清くして潔白






神を信じる人の確信は神を中心とした円環の上である


なぜならこの世はすべて　幻覚　幻想　仮の世界だから






知（10）性の泉であり　愛の獲得者である　その者は


宇宙の集まりの中　宴の輝きである　その者は






〔第五連の要旨〕



　　これら神のような人間は無数の美点の所有者だった。愛や知性などの性質が、彼らの中にも存在していた。









（１）イスラーム教徒。


（２）目的を完遂するために、神に助けを求めるため。


（３）コルドバのイスラーム寺院マスジドを見ると敬虔なイスラーム教徒の以下のこともわかる。


（４）イスラーム寺院マスジド建設のために神が自分を選んでくれたことに対する誇り。


（５）彼らはすべてのことを、個人的利益のためでなく、神のためにする。したがって神が自らしたように見える。クルアーン第８章17節参照。


（６）彼らは行為の応報を現世でも来世でも求めない。


（７）手掛けた行為の完成は、すべて神の意志によるので。


（８）神を求める気持ち。


（９）神の命令に従い、あらゆる行動で神を喜ばせることを第一とする。クルアーン第48章29節参照。


（10）敬虔なイスラーム教徒は愛に劣らず、知性も持つ（イクバールは初期の時代、知性よりも愛を強調するきらいがあった）。









第六連








名工たちよ　カアバは輝かしい宗教の威厳を持つ地


おまえのせいでア（１）ンダルスの住人の地もカアバと同じ威厳の地






もしその天の下もとにおまえと同じ美しいものがあるとすれば


イスラーム教徒の心の内にある　ほ（２）かのどこにあり得るか






ああ　彼（３）らは神の誠実な僕しもべたち　アラブの名騎手たち


偉大な徳行の持ち主　真実と確信を持つ人たちだ






彼らの統治によりこの偉大な秘密が明らかとなった


心ある人々の王国は清（４）貧によるもので　王の支配ではない






その目は東洋と西洋の人々を教え導いた


ヨーロッパの暗黒の中でその人たちの賢明な案（５）内があった






その血を今日も引くアンダルスの人々は


陽気で歓待心が厚く　心は素直で美しい






今日でもその国には（６）羚かも羊しかのような目が溢あふれ


そして視線の矢は　今日も心に残るものである






ヤマンの匂においが今日もその風の中にある


ヒジャーズの色が今日もその音（７）の中にある






〔第六連の要旨〕



　　イスラーム教徒はヨーロッパの歴史を数世紀にわたって輝かせた。彼らはそこから去ったとはいえ、彼らのせいで今日もスペインの雰囲気の中にヤマン（イエメン）やヒジャーズの影響が見える。









（１）イベリア半島でイスラームの王朝の地。


（２）イスラーム寺院マスジドがアッラーの家であるように、イスラーム教徒の心もその家である。


（３）スペインを征服し、何世紀にもわたり当地を支配したイスラーム教徒。クルアーン第68章４節参照。


（４）神秘主義の理想による統治。クルアーン第24章55節参照。


（５）西欧が無知蒙もう昧まいの時代を出て、知識と文明の時代となる準備の時を用意した。


（６）この美はアラブとの混合の結果である。


（７）アンダルスの音楽は、他のヨーロッパの音楽と比べてヒジャーズ地方の影響が強い。









第七連








星々の目にはおまえの大地は大空の高さ


だが残念　こ（１）こ幾世紀にもわたりおまえの空に礼拝告知アザーンがない






今どの谷にとどまっているのか　どの目的地にいるのか


困難を愛し　自らの危険をも顧みなかったあの隊商は






ドイツは宗（２）教改革の混乱を見た


それはどこにも古い跡を残させなかった






ローマ教皇の貞節が間違った文（３）字となった


そして新しい思考のか弱い小船が漂い始めた






フランス人の目も革（４）命を見た


それでヨーロッパ人たちの世界は引っ繰り返った






ロ（５）ーマ出身の民たちは旧態を愛して老いてしまった


だが改（６）革好みの人たちにより彼らもまた若返った






ム（７）サルマーンの精神にも今それと同じ混乱がある


だが今それは神の秘密　口で言うことはできない






さあ　この波の下から何が飛び出すか


青色の大空が　何色になって変わるか






〔第七連の要旨〕



　　現代、世界の多くの国々が変革に直面している。イスラーム世界も変革の入り口に差し掛かっている。









（１）イスラームの時代、七百五十年間にわたって鳴り響いていた、礼拝への誘いの声がなくなってしまった。


（２）一五一七年、マルティン・ルターはローマ教皇とその教義に反抗して宗教改革を起こし、ヨーロッパの半分はカソリックより離れた。


（３）間違った文字は簡単に消されてしまうが、ローマ教皇の力がそのようになり消されることになった。


（４）一七八九年、フランス革命が起こり、人々は自由・友愛・平等を知る。


（５）イタリアを指す。


（６）ムッソリーニの指導でファシズムの政治概念を掲げ、ヨーロッパの強国となった。


（７）イスラーム教徒。









第八連








山の渓谷にある雲が夕焼け雲になって沈んでいく


太陽がバ（１）ダクシャーン産のルビーをまき散らしていくかのように






素朴で熱が籠こもっている　田舎娘の歌には


心の小船のためには青春の時が流れている






キ（２）ビル川の流れよ　誰（３）かが岸辺で


夢見ている　何（４）かほかの時代の夢を






今も運命の幕の中に新しい世界がある


わたしの目の中でその夜明けがベールを取られてある






もしわたしがわ（５）が思想の顔からベールを取れば


ヨーロッパはわたしの声に耐えられない






そ（６）こに生命がない人生は　死である


諸民族の精神の躍動は革命の賑やかさにある






それは運命の手の中に剣を持っているようだ


いつでも自らの行為を検討し続けている民族は






すべての絵図は不完全　肝臓の血なくしては


すべての調（７）べは未完熟　肝臓の血なくしては






〔第八連の要旨〕



　　イクバールはイスラーム寺院マスジドの南側の近くを流れるグアダルキビル川の辺に立っている。そして来るべきイスラームの変革を夢見ている。しかしその変革は、肝臓の血をもって起こさねばならないと考えている。









（１）中央アジアのオクサ川上流にあり、ルビーの産地として有名。


（２）イスラーム寺院マスジドの南側を流れるグアダルキビル川。


（３）詩人、すなわちイクバール自身。


（４）イスラーム共同体の美しい将来。


（５）ヨーロッパはやがて衰退し、イスラーム共同体が復興してくるとの考えをわたしが明らかにすれば。


（６）革命こそ生である。クルアーン第24章44節参照。


（７）すべての詩作は。









３　監獄でのモウタマドの嘆き









モウタマドはスペイン南西部の港町、セビリヤの王でアラビア語詩人だった。スペインの支配者は彼を負かして投獄した。モウタマドの詩は英訳され、ウィズダム・オブ・ザ・イースト・シリーズの中に掲載された。








火花にもならない嘆きだけが残っている


熱も消えてしまった　効きめもなくなり






自（１）由人が監獄にいる　槍やりや剣を持たずに　今日は


わたしは恥じらっている　わが方策までも恥じらっている






心は自おのずと鎖の方に引かれる


おそらくこの同じ鋼鉄製のものだった　わが剣も






わが両もろ刃はの剣であったものが　今はわが鎖


何と気紛れで無む頓とん着ちゃくか　運（２）命の創造主も







３（１）以前は王として自由に振る舞っていた者。自らを指している。





（２）創造主は以前、私を王にしてくれたはずだったのに。









４　アブドゥッラフマーン一世の植えた棗椰子の木（アンダルスの地にて）









アブドゥッラフマーン一世の著作からとったこれらの対句は、〝ヨ（１）ルダンの歴史〟の中に書かれている。次の詩はイクバールの、自由な訳による翻訳の詩である。









第一連








お（２）まえはわたしの目の光だ


おまえはわたしの心の喜びだ






わたしは自（３）分の谷から遠く離れている


おまえはわたしにとり懐かしい木だ






西洋の空気がおまえを育てた


おまえはアラブの砂漠の天女だ






異国でわたしは落ち着かない


異国でおまえも落ち着かない






異国の風の中で実を豊かにつけよ


夜明けの朝露がおまえの酌人となれ







◎４七五〇年、シリアにあったウマイヤ朝が滅びると、アブドゥッラフマーン一世はアンダルス（スペイン）に渡り、七五六年、後ウマイヤ朝を興した。彼はアラビア語の優れた詩人でもあった。


　　第一連はイクバールによる、その訳であり、第二連はイクバールのもので、この詩の最後の二行にイクバールの主眼点がある。









（１）Tārīkh-al-Muqarī


（２）棗椰子の木。


（３）生地シリアを離れ、アンダルスに来たことを示唆している。









第二連








この世の眺めは異様だ


視界の目元はず（１）たずただ






勇（２）気をもって泳ぐ人に幸あれ


海には岸辺がないものだから






心に秘めた情熱で人生がある


土（３）塊からでは火花が出ない






異国の朝でさらに輝いた


粉（４）々になったシ（５）リアの星が






敬（６）虔なムスリムには世界の涯はてはない


敬虔なムスリムの居場所は至る所にある







（１）人間の世界は一定不変でなく、常に変化している。


（２）この世は海のようだから。


（３）人間は土魂の一つである。そのままでは生きた人間と言えない。クルアーン第３章139節参照。


（４）アブドゥッラフマーン一世はシリアにいて、そこの王であった。だが、そこの王朝が滅び、アンダルスに来て、後ウマイヤ朝の創始者となった。


（５）原文では「シャーム」であり、他の意は夕べである。すなわち、夕べの星。


（６）人間は信仰を得ると、その居所は一つの場に限定されない。この最後の句にイクバールは、イスラームは世界中の繁栄のための宗教であるとのメッセージを込めている。









５　ヒスパーニヤ（ヒスパーニヤの大地にて詠む、帰路にて）








ヒスパーニヤよ　おまえはイスラーム教徒の血を預かっている


おまえは聖地マッカのように清（１）らかだ　わたしの目の中で






おまえの大地に　跪（２）拝の跡が隠れている


静かな礼拝告知アザーンがある　おまえの朝風の中に






彼らの矢や尻じりは星々のように輝いていた


彼らの天幕はおまえの山々の山頂や麓ふもとにあった






おまえの美しさにヘ（３）ンナをつける必要があるか


今もその色は残っている　わが腎臓の血の中に






どうして塵ちり芥あくたなどで消されるか　イスラーム教徒たちが


わかっているが　その火花の中にあの熱気のないことは






グ（４）ラナダを見た　わが目は　だが


旅にも宿にも　旅（５）人の安心が見られない






見も見せもした　聞きも聞かせもした


だ（６）がわが心の落ち着きは見ても聞いても得られない







◎５一九三二年、第三回ロンドン円卓会議出席の後、イクバールはヨーロッパの幾つかの国々を訪れた。三三年一月六日、パリよりスペインのマドリードに着くと、一月二十六日までスペインに滞在した。この詩は当地に滞在中に作られた。









（１）ヒスパーニヤ（スペイン）にはたくさんのイスラーム文化の遺跡があるので。


（２）額を地面につける祈りの仕方。


（３）染料の一種で、これで手や足、毛を染める。かつてのイスラーム教徒は、自分の血でスペインを征服し、発展させ、自分の血をヘンナの代わりに使った。今でもイスラーム教徒はそのようにする覚悟はある。


（４）アンダルス地方の地名。ここにアルハンブラ宮殿がある。


（５）かつての文化の衰退が見えるので。


（６）アッラーを唱念することにより心の安らぎが得られる。クルアーン第13章28節参照。









６　ターリクの祈り（アンダルスの戦場にて）









第一連








これらイスラーム勇士たちは（１）謎なぞに包まれたあなたの僕たちです


あなたはこれらの者たちに神（２）の支配の意向を伝えられました






これらの者たちの突撃に砂漠や川も粉こな微み塵じんになってしまいます


山も彼らへの恐怖でライ麦一粒ほどの大きさに縮んでしまいます






彼らの心から両世界のことを忘れさせています


不思議なことです　神（３）への愛の喜びを知ることは






敬虔なムスリムの目的はただ殉（４）教のみです


戦利品を得ることでもなく領土拡大のためでもなくて






花園ではいつかとチューリップが待っております


ア（５）ラブの血で　その衣服が色づけされるのはいつかと







◎６ターリク・イブン・ズィヤードは、スペインの征服者であった。この征服は七一一年、北アフリカの支配者ムーサーの命により一万二千の兵がターリクに与えられ、彼はスペインの将軍ロードリックの九万の軍と対決し、勝利を得て征服者となった。


　　この詩はその時、ターリクが戦場で行った戦勝祈願をイクバールが想定し、それを詩にした。









（１）ロードリックはターリクの突然の攻撃の知らせを聞くと、その攻撃は天から降って来たものか、地から湧わいたものか、そしてその兵士たちを謎に包まれた僕たちだと言って驚いたという。


（２）単に支配の欲望を満たすための支配でなく、神の意向による支配。


（３）神の愛に酔うと、現世でも来世でも、神を得る以外どんな目的もなくなる。神のために生き、死ぬことこそ喜びである。


（４）聖ジハ戦ードにおいて、死して信仰を証すること。殉教者はアッラーの祝福を受ける。クルアーン第２章154節参照。


（５）イスラーム教徒の血で。









第二連








神よあなたは　砂漠の住人たちを一つにまとめられました


真実の生の認識で　神（１）の顕現の直観で（２）　礼拝アザーン告知で






人間の歴史が長い間　求めていたもの


その情熱を彼らの肝（３）臓の中に見み出いだしました






彼らは死を心の扉の開くことと考えております


死は死滅ではありません　彼（４）らの考えでは






完全人間マルデ・モミンの心の中にまた生き返らせて下さい


「不（５）信心な居住者も、地上に残さないで下さい」の叫びにあった輝きを






彼らの志気を胸の中に目覚めさせて下さい


イスラーム教徒の視線を剣（６）にさせて下さい








（１）すべてのものに神の顕現を見て、隠された秘義を見る霊知。


（２）早朝に目を覚まし、アッラーへ礼拝し、援助の祈願をする。他の民族はその時はまだ眠っているので。


（３）世界のイスラーム教徒の聖戦士の中に。


（４）来世の存在を否定する者にとっては、死は崩壊であるが、来世の存在を信じているので殉教は死ではない。


（５）ノアの祈り。クルアーン第71章26節参照。


（６）虚偽を引き裂き、神を高きに掲げられるように。









７　レーニン（神の面前にて）








神よ　あなたのしるしは生（１）命や宇宙の中に存在しています


確かに　あなたの存在は生きており永遠であります






わたしにどうしてわかりますか　あなたがいらっしゃるかどうか


一（２）刻ごとに　変わりました　知識でできた観念が






自然の永遠の喜びの歌を知（３）りません


天文学者たちも　植物学者たちも






今日わが目は見ました　そ（４）の世界が本当であったのを


わたしはそれを今まで考えていました　キリスト教での戯たわ言ごとかと






われらは日夜の鎖につながれた奴隷


だがあなたは　時の創造者　一刻一刻を記すお方






わたしは一つのことを　もし許していただけるならお聞きしたい


学者たちの論文を見ても　解くことのできないことを






わたしが天（５）の下の天幕の中で過ごしていた間


棘とげのように　そのことが　心に突き刺さっておりました






もうこれ以上　聞きたい気持ちを抑えつけてはいられません


わが心の中に　思いが波のように押し寄せてきてしまっております






その人とはどんな方なのですか　その方にとりあなたが神であるのは


天の下に住んでいる　あの土でできている人間なのですか






東洋の人にとっての神は　西洋の白人です


西洋の人にとっての神は　輝く鉱物です






ヨーロッパには学芸の光があります


だが実際にはこ（６）の闇やみには生命の泉というものがございません






建物の優美さ　輝き　清潔さで


教（７）会よりもずっと優れています　銀行の建物は






見掛けは商業　だが実際は賭と博ばく


一人の利益は万人にとり突然の死






その知識　その学問　その方策　その統治は


血（８）を飲んでいます　平等の教えを施しながら






失業　ヌード　飲酒　貧困


ヨーロッパ文化の貢献はこ（９）れで少ないか






天の恵みを欠いた民族


その恩恵の限界は電気や蒸気まで






心にとり死だけ　機械の支配では


人間としての同情心を粉砕している






だが影響が少しずつ見え始めております　ついに


運命の棋士は資本家の方策に死を与えております






酒場の礎いしずえに地震が起き


酒場の主は頭を抱えて座っております






夕方　人々の顔の上に見える赤（10）味


それは白おし粉ろいのせい　それとも瓶や盃の奇跡のせい






あ（11）なたは力があり正義のお方　だがあなたの世で


労働者である僕たちの生活は、辛つらく厳しいものです






いつ沈むのでしょうか　資本家たちの船は


世の人は　あ（12）なたが下す賞罰の日を待っております







◎７レーニン（一八七〇～一九二四年）は一九一七年のロシア革命の指導者で、マルクス主義に基づいたソビエト政府の初代議長となった。ソビエト政府を安定させるために努力し、その遺体は現在、「赤の広場」に安置されている。


　　イクバールはこの詩を、レーニンが死後、生前はその存在を否定した神の前に出て、その存在を知り驚いたと想定して書いている。


　　それでもレーニンの、この詩のテーマである神を認めない正当性を提示している。最後に資本主義が終わらない限り民衆への搾取は続くと言う。









（１）植物や動物の生命の複雑さを考え、この世の発生を考えると、それらの背後に偉大な存在を確信する。クルアーン第41章53節参照。


（２）それゆえに私は無宗教である。


（３）それゆえに神秘的な認識を欠く。


（４）神であるあなたを見た今、あなたの存在を否定できない。クルアーン第41章29節参照。


（５）わたしが生きていた時。


（６）それゆえ、暗闇の中にあって真実の人生が得られない。


（７）それで西洋では、人々の関心はお金を儲もうけることにあり、興味は宗教にはない。


（８）被征服民の血。クルアーン第58章19節参照。


（９）これら以外ヨーロッパ文化は、人々にどんな奉仕をしているか。


（10）西欧の人々は夕方散歩するので、顔に赤さが出ていると考える。


（11）この対句と最後の対句で、レーニンが神にした質問の核心が表されている。クルアーン第89章19節参照。


（12）抑圧者はいつかその報いを受ける。クルアーン第28章58節参照。









８　天使たちの歌








知（１）恵はいまだ手綱がなく　愛（２）もいまだ定住地がなく


この世の創造主よ　あなたの絵はいまだ完成せず






人々の集まりの中には酒飲みが托鉢僧が長官が聖者がいる


あなたの世界には朝と夕べのあの変わらない回転が今もある






金（３）持ちは富に酔い　托鉢僧は現状に満足し


あなたの僕たちは今も路地をうろつき　豪商は今も高たか枕まくら






学者　宗教家　哲人　芸術家　すべて欲望の虜とりこ


困難を排する愛の恵みは今も人々に行き渡らず






人生の宝は愛　愛の宝は自我


だが残念　そ（４）の鋭い剣は今も鞘さやに収まったまま







◎８前の詩「レーニン（神の面前にて）」の中の中心的な考えは、資本主義体制によって人々は搾取されているということで、この種の搾取が終われば状況はよくなると言う。


　　天使たちはレーニンの訴えを聞き、それを神に訴える。









（１）神は人間に知恵を授けたが、人間は今もってそれを有効に活用できていない。


（２）すべての人々が利益を得られるようにはなっていない。


（３）金持ちは自分の富のせいでほかの者には無関心。


（４）自我に今もって目覚めていない。クルアーン第22章32節参照。









９　神の命令（天使に向けて）








立ってわが世界の貧しい人々を目覚めさせよ


金持ちの館やかたの扉や壁を揺るがさせよ






隷従している者たちの血を確信の熱で熱くさせよ


無力の雀すずめたちを鷹たかと闘わせよ






民衆による統治の時が来つつある


おまえに見えている古い姿を消してしまえ






農民が日々の糧を得られない畑なら


そんな畑のすべての穀物の穂は燃（１）やさせてしまえ






どうして神と人間の間をベ（２）ールで仕切るのか


教会の指導者を教会から追い出させてしまえ






「カ（３）アバで跪拝をし　寺院で偶像巡りの格好をして」


それだけならカアバや寺院の灯（４）明は消してしまえ






大理石の敷居など嫌で気持ちが悪い　わたしは


わたしのために　聖殿は煉瓦で別に造ってくれ






ガラス製の器作りの工場は　新文化


東（５）洋の詩人に　狂人の仕方を教えてやってくれ







◎９これは前の二つの詩に続くもので、レーニンは神の面前で資本主義体制が崩れない限り世界に真の変革は起きないと言った。それに関して天使たちも、世界には資本家階級と搾取されている大衆の二つのグループがあり、搾取する側は力ずくでそれをしていると訴えた。それに対し神は天使に向かい、大衆の世界となるように貧しい人々を覚かく醒せいさせるようにせよと言った。









（１）搾取者に対抗することを示唆。


　　クルアーン第28章58節、51章19節、89章19～20節参照。


（２）教会の神父やイスラーム寺院マスジドにいるウラマー（イスラーム学者）らの宗教的指導者の案内なしには神に近づけないことになっている。


（３）ガーリブ（一七九七～一八六九年）のペルシア語の詩を基にして。


（４）人々を惑わせるためだけに燃えているので。


（５）イクバールに、しっかりした思想で詩を書き、脆ぜい弱じゃくな新文化の工場を壊す仕方を教えてやれ。









10　熱意（この詩の中の多くの対句は、パレスチナで詠む）








「あ（１）あ残念　一面花園の所より


　土産も持たず手ぶらで戻るのは　わが友のもとへ」







第一連








砂漠の朝は目や心に生気を与える


太陽の泉より光の川が流れ出ているようだ






永遠の美の表れだ　存在のベールが千切られることは


心にとり千もの楽しみだ　一（１）目でも心して見れば






夜の雲は　赤や青の空の色に変化し


イ（２）ズム山に色とりどりの衣装をまとわせ






風は埃ほこりを払い　棗椰子の葉もみずみずしく


聖（３）地カーザムの近郊の砂地も　絹地のように柔らかく






ここで火が消された跡がある　向こうには天幕用の綱の切れ端が


どのくらい多くの隊商の人たちがこの場を通っていったのだろう






突然天使ジ（４）ブリールの声がした　おまえの場所だ　ここが


別離の中にある者にとり　永遠の憩いの場所だ　ここが







◎10一九三一年の第二回ロンドン円卓会議参加後、十一月二十一日より、イタリア・エジプト・エルサレム・パレスチナ・ボンベイと歴訪し、十二月三十日、ラーホールに帰着した。エルサレムではイスラーム使節団と面談をし、また各地の聖地参詣を果たすと、イクバールの関心はイスラーム教徒諸国の発展と復興に向かった。そのような中で、この詩はイクバールの心にあった預言者ムハンマドに対する愛の証あかしを語る。









（１）ペルシア詩人サーディー（一二一〇頃～九二年頃）の詩より。








〔第一連の要旨〕



　　マディーナから離れたどこか郊外の地で気持ちのよい朝。一人の参詣者が歩き回っている。そこで彼は、消えた火の跡、切れた紐ひもを見る。この谷を通り、たくさんの隊商がマディーナの方に行ったと考え、そこへ行くことを望む。しかし、ジブリールから止まれとの声がする。その理由は第五連に示されている。









（１）どんな美しい眺めでも面倒臭がって見ようとしない人がいる。だが、面倒臭がらず一目でも見れば。


（２）マディーナ近郊の山。この片句で詩人のいる場所がわかる。


（３）聖地マディーナの別称。


（４）アッラーの言葉をムハンマドに伝える天使。










第二連








誰に言おうか　わたしにとり人生の酒は毒であると


この世の宴は古ぼけ　わが思想や見解は新しいので






この人生の工場の中にほかにガ（１）ズナヴィーはいないのか


カアバの人たちのソームナートは長いこと待っている






アラブの話の情熱の中に（３）　非アラブアジャムの思考の方策の中に


アラブらしさの黙（２）想力がなく　非アラブアジャムらしさの構想力がなく






ヒ（４）ジャーズの隊商の中にフ（５）サインのような人はおらず


今でもティグリス川やユーフラテス川の蛇行の優美さは残るが






知や心や目の第一のリーダーだ　愛こそが


愛がなければ　法（６）や宗教の教えも単なる思考の寺院






カ（７）リールの清廉潔白も愛　イ（８）マーム・フサインの忍耐も愛


この世での戦い　バ（９）ドルやフ（10）ナインの戦いもすべて愛から






〔第二連の要旨〕



　　残念なことは、今のイスラーム教徒の中には預言者ムハンマドや教友たちにあったイスラーム教徒の遺産ともいうべき愛が残っていない。この新しい状況の中で人生を過ごすことは私にとってはきつい。









（１）マッカの住人は、イスラーム教の神の唯一性の本質を忘れてしまっている。ソームナートには有名な偶像寺院があったが、それをガズナ朝（九七七～一一八七年）の王マフムード・ガズナヴィー（在位九九八～一〇三〇年）が壊した。


（２）神の唯一性を生んだ力。


（３）イランや他のアジア。


（４）聖地のマッカやマディーナのある地域。


（５）預言者ムハンマドの深い愛情を受けたが、カルバラーの悲劇で殉教する（六二六～六八〇年）。


（６）イスラーム法。


（７）預言者イブラヒーム・カリール。神の唯一性を掲げて戦う。そのために自分の一人息子をも神に捧ささげる。


（８）注（５）と同じ。


（９）ムハンマドは六二四年、バドルの戦いで勝利して、マディーナにおける地位を確立する。


（10）ムハンマドは六三〇年、フナインの戦いで勝利。クルアーン第９章25～26節参照。










第三連








宇（１）宙というクルアーンの数節のような得難さだ　あ（２）なたは


そこで色（３）と匂いの隊商は　あなたを捜しに出かけた






だが学マド校ラサで過ごす者は目が見えない興味を欠く輩やから


居酒屋に屯たむろする者は探求心を欠く中味のない唐とう茄な子す






だがわがガザルの中にはか（４）つての情熱の輝きがある


わが務めとは　なくしてしまった神の探索である






朝風の戦そよぎで草花に成長と輝きがあるように


わ（５）が息でムサルマーンの願望の成長と輝きがある






心（６）臓と肝臓の血でわが歌の育成がある


楽器の血管の中に楽師の血が流れている






「混（７）乱の時を与えるな　あ（８）なたへの愛で不安な心に


　さらにもう一度　櫛くしを入れよ　その輝きある巻き毛に」






〔第三連の要旨〕



　　愛の獲得は容易でない。昨今のウラマーや神秘主義者スーフィーまで、ムハンマドに対する愛を欠いている。私の詩には愛の情熱がある。私は預言者への愛の情感が高まることを望む。









（１）神はその複雑さ、広がりを人々に見せて、人々が神の所まで来るように宇宙を奇跡でつくった。ハディース（ムハンマドの言行録）で、もしあなたがいなかったなら天をつくらなかったと言っている。


（２）預言者ムハンマド。クルアーン第33章４節参照。


（３）色は学マド校ラサで教えている人の意、すなわちウラマー。匂いは居酒屋にいる人、すなわち神秘主義者スーフィーたちの意。クルアーン第６章104節参照。


（４）預言者ムハンマドに対する愛。


（５）キリストが息で死人を生き返らせたように、わたしの詩でも。


（６）預言者ムハンマドに対する情熱。


（７）イクバールのペルシア語詩集〝ペルシアの詩篇〟より。この対句は預言者ムハンマドに向かって言っている。


（８）あなたへの愛に混乱していては、愛の力が強まらないので。









第四連








あなたは神（１）の石版とペンの持ち主で　その存在はクルアーンのよう


ガラスのような円天井もあなたの海では単なる泡






水と土の世界にあなたの現れで輝きが


あなたは砂粒に太陽の光を与えた






サ（２）ンジャルやサリームの威厳はあなたの輝きの現れ


ジ（３）ャニードやバーイズィードの托鉢僧の精神はあなたがベールを外した美






あなたへの興味がわたしの祈りの師でないなら


わたしの立場も力なく　わたしの跪拝も力なく






あなたの麗しい目の現れで二つの願望が達せられた


知性のはそれが見当たらず探索すること　愛のは目にしながら不安であること






太陽の動きでも　こ（４）の世は真っ暗闇


ベ（５）ールを取った輝きで人々の気分を一新させて下さい






〔第四連の要旨〕



　　預言者の高い倫理観はクルアーンから来ている。クルアーンは神より預言者ムハンマドに伝えられたもので、ムハンマドはその体現者である。残念なことは、現代のムサルマーンは預言者の愛の恵みに欠けているが、これが再び生じるよう懇願する。









（１）この世の人々の運命を決める。


（２）セルジューク朝の第七代スルターン（在位一一一九～五七年）で、同王朝中興の王。


（３）前者は十世紀バクダートで生まれ、後者は九世紀ホラサーンで生まれた、共に有名な神秘主義者スーフィー。クルアーン第３章104節参照。


（４）太陽の光で世界は物理的には明るいが、人間の心は暗いので。


（５）預言者に懇願している。









第五連








あなたの目の中にある　わたしの過ぎ去ったすべての日夜が


わたしは知らなかった　知識は実をつけない棗椰子の木にすぎないことを






わたしの心の中で　引っ張り合いの闘いがまた始まった


愛がム（１）スタファーに行き着き知識がブ（２）ールハブに行き着く闘いが






愛は巧妙にわたしを引き離し　時に強く引き寄せて


愛の始まりは不思議なものだ　愛の終わりも不思議なものだ






恋（３）の苦しみの中　別離は抱擁以上によく


抱擁には願望の死が　別れには求愛の喜びがある






抱擁の最さ中なか　目を上げる勇気はなかった


ずうずうしいわが目は　しきりに口実探しをしていたが






別離は願望の熱さ　別離は悲嘆や訴え


別（４）離は波の探すもの　別離は滴の誇り






〔第五連の要旨〕



　　預言者はわたしの過去をよく知っている。わたしはこの世の知識を獲得していた。しかしこの知識は何の役にも立たなかった。結局、ムハンマドの愛がわたしの案内をした。


　　わたしは預言者の墓への参詣を欠いたとはいえ、その別れはわたしの愛を極限にまで高めた。実際、愛において抱擁以上に重要なのは別れである。









（１）預言者ムハンマドの称号。


（２）預言者ムハンマドのおじでイスラームに反対。クルアーン第10章15節参照。


（３）この対句は第一連の最後の対句と関連を持つ。詩人は周囲の状況により、自分もマディーナに行かねばと思っていた時、天使ジブリールの方よりここに止とどまれとの声がした。その理由がこの対句で述べられている。


（４）海の波は、水の面の上にその姿を見せている限り存在する。同じように滴も、水と別れている時は消えずにその姿を現すことができる。









11　蛾がと蛍









蛾








蛾の舞台から非常に遠い　蛍は


どうして火のない所で満足しているのか　蛍は







蛍








神に感謝　蛾でないことを　わたしが


無む闇やみ矢や鱈たらに火を求める者でない　わたしは







◎11イクバールは詩にドラマ性を持たせて書く時がある。この詩もそのようなもので、蛾と蛍の会話で成っている。









12　ジャーヴィード宛に








自我という源泉の中に永遠の生命の印しるしがある


自（１）我の気概で　諸民族の灯明が明るい






目的を持っている人間には


たくさんの輝き　たくさんの安息がある






烏からすの中には高い飛ひ翔しょう力が生まれなかった


烏との付き合いは鷹の子を台無しにしてしまった






時代の目の中に恥（２）じらいが残っていない


どうかおまえの若さが傷つかず護まもられますように






ど（３）のハーンカーにも止まれなかった　イクバールは


なぜならユーモアに富み　陽気で思慮深く快活すぎたから







◎12イクバールの息子ジャーヴィード・イクバール（一九二四年生まれ）はパキスタン最高裁判所判事だった。多数の著作があり、中でもZindah Roud（〝イクバールの伝記〟）は有名である。イクバールは彼を愛し、たくさんの詩を彼に向けて書いている。この詩はジャーヴィードが八歳くらいの時のもので、題名は「ジャーヴィード宛に」であるが、イスラーム教徒の若者宛のものである。








（１）道に迷わず、小さな混乱より救われる。


（２）預言者ムハンマドによれば、恥じらいは一種の誠実さである。だが、西洋文化の追随のあまり、それがない。


（３）ハーンカー（スーフィー教団の道場）にいる人たちは皆頭が固く、よい考えの持ち主には見えない。









13　乞食の生なり業わい








居酒屋である日頭のいい酒飲みが喚わめいていた


わが町の顔役は　みんな恥しらずの贋にせ坊主だ






誰が帽子を取ってそいつに冠として被かぶせてやった


誰が裸になってその服を黄金の長衣として着させてやった






そいつの赤い酒は農夫の血から得たものよ


わしやおまえの畑の土はそいつの錬金術にかかってしまった






そいつの倉庫にあるものはみんなむしり取ったもの


与えた者は誰か　貧しく声なき者さ






求める者は皆乞食　喜（１）捨であれ税であれ


誰が何と言おうと　王（２）や大臣は全部が全部皆乞食



（アンワリーの詩より）









◎13詩の後にあるように、この詩はペルシアの詩人アンワリー（一一一七～九一年）の詩をヒントにして書かれたものである。金持ちや王、町のお偉方は、貧しい者たちから搾取して、自分の贅ぜい沢たくの道具にしていると言う。








（１）イスラーム教徒の宗教的義務行為、五行の中の一つで、現世で財の一部を差し出すことで罪の浄化を図り、来世での報酬を目的とする。


（２）すべて搾取者である。クルアーン第18章79節参照。









14　ムッラーと天国








わたしもそ（１）こにいたが　言葉を抑えることができなかった


神から貴きムッラーが天国に行ける命令を受けた時






わたしは申し上げた　「わが罪をお許し下さい


そのお方は喜ばないでしょう　天（２）女や酒や花園の畦あぜ道みちを






天国は戦いや議論の場ではございません


激（３）論や衝突こそ神のその僕の好むものでございます






そのお方の仕事とは民族や国家を悪く教え導くことであります


天国にはイスラーム寺院マスジドも教会も拝火教徒の寺院もございません」







◎14イクバールは、この詩でムッラー（イスラーム寺院マスジドで礼拝を先導する者）の行動を皮肉っている。ムッラーは常日頃、宗教と宗派の対立を煽あおって生きており、その種の争いを起こさせる習性がある。イクバールは審判の日、そのようなムッラーに神が天国に行かせる命令を出すと仮定して、それに反論する意見をこの詩で述べている。









（１）神との謁見の場。


（２）天女や酒は天国にあるもの。


（３）ムッラーの好むもの。クルアーン第30章31～32節参照。









15　宗教と政治








キリスト教の根本は世を捨てることであった


こ（１）の修道僧の道に統治者の影はどこにあったか






王権と隠いん遁とんは互いに矛（２）盾するものであった


前者は栄光　後者は謙けん遜そんで






宗（３）教は政治から後に追いやられた


教会の聖者の指導力はなくなった






宗教と政府の間に分離が生じると


欲（４）望の支配　欲望の大臣が生じた






国家と宗教にとり二重性は不首尾をもたらせた


文化の目の二重性は暗黒の闇をもたらせた






これは野（５）に棲すむ者の奇跡である


吉（６）報の伝達者は警告者でもある






人間性の保護は次の中にある


ジ（７）ャニードとアルドシェールが一つになることに







◎15キリスト教は、宗教と政治を別々にして両方の没落を用意したと言う。それに対してイスラーム教は、政治と宗教を一つ所に置いたが、これこそイスラーム教の奇跡だったと言う。イクバールはこのことについて各所で述べている。









（１）宗教と政治、修道僧と支配者は別々である。


（２）それゆえ、ヨーロッパでは宗教と政治の分離を認めた。


（３）ローマ教皇が政治と宗教の両方に力を及ぼしている時期もあった。


（４）精神的な愛は統治者から消えた。クルアーン第18章79節、第３章104節参照。


（５）アラブで生まれ、クルアーンを授かった預言者ムハンマドを指し、奇跡とは預言者が次の行の言葉を得たこと。


（６）神は人間がよいことをすれば賞を出し、悪いことをすれば罰する。クルアーン第７章188節参照。


（７）イクバールの考えでは、人間性の救済は宗教と政治の二重性の中にあるのでなく、宗教と政治が一つになった所にある。すなわち、宗教と政治が別々である西洋はよくないと考えている。ジャニードとは預言者ジャニード・バグダードのことで、托鉢僧の意。アルドシェールとはイランの古代の王を指す。









16　神の大地












種子は土中の暗闇の中で誰が育てるか


誰が川の波の中から雲を昇らせているか






誰が引っ張って持って来たか　西の方から心地よいそよ風を


この土地は誰のものか　太陽のこの光は誰のものか






誰が穀物の穂の懐を真珠の粒で満たしたか


誰が季節に姿を変えてやって来る仕方を教えたか






村（１）の神よ　この土地はおまえのでない　断じておまえのものでない


おまえのおじいさんのでなく　おまえのでなく　わたしのものでもない







◎16この詩の主題は、大地の支配者はアッラーということ。すなわち、それは地主でもなく、領主でもなく、王でもない。クルアーン第７章128節参照。









（１）地主を指す。クルアーン第13章16節参照。









17　ある若者宛に









⑴








おまえのソファーはヨーロッパ製　絨じゅう毯たんはイラン製


ああ若者の安楽好みは　わたしに血の涙を流させる






金持ちが何だ　王のような輝きだけで何が得られる


おまえの中にハ（１）イダルの力が　サ（２）ルマーンの満足感がないなら






それを現代文明の輝きの中に求めるな


なぜならわたしはイスラーム教徒の喜びや偉大さを満（３）足の中に見る







⑵








鷹のような精神が若者の中に生じると


その民族には目的地が空の上に見えて来る






絶望するな　絶（４）望とは知識と霊的認識の衰退にある


完（５）全人間マルデ・モミンの希望は神の秘密の中に隠されている






おまえの住み処は王が住む宮殿の円屋根ではない


おまえは鷹だ　だから山（６）中の岩屋に棲まねばならない







◎17この詩は詩のタイトルより、一人の若者宛であるが、実際はイスラーム共同体に属するすべての若者に語りかけ忠告をしている。若者には鷹のように力強い精神が必要であるという。









（１）預言者アリーの別称。


（２）預言者サルマーンのような満足。


（３）清貧や無欲の境地での満足に見る。クルアーン第35章８節参照。


（４）絶望とは一種の病気で、それに囚われた人間は知識や眼識を欠くことになり、善悪の判断もできなくなる。クルアーン第12章87節参照。


（５）完全なイスラーム教徒は希望を捨てず、その希望が、神が一般の人に隠しているものを見せてくれる。


（６）人間はもともと苦労するもの。クルアーン第90章４節参照。









18　忠告








白鷹の子供に年とった鷹が言った


子供よ　おまえの翼で第七天までの飛翔は容易だ






若さとは　自分の血で燃え立つ火の代名詞


一（１）所懸命することで人生の苦さが蜜みつになる






鳩はとに飛びかかる味は　子供よ


そ（２）の味はきっと鳩の血の中にはないものだ







◎18目的を達成しようとして日々する努力に味があることの教え。









（１）自分を変えるものは自分である。クルアーン第13章11節参照。


（２）鳩を捕まえようと襲いかかる時の醍だい醐ご味みは捕まえた鳩の血を吸う中にはない。クルアーン第６章38節参照。









19　荒野のチューリップ








この円天井　この孤独の世界


わたしは驚く　この荒野の広がりに






わたしは道に迷った　おまえも道に迷っている


お（１）まえの目的地は一体どこなのだ　荒野に咲くチューリップよ






山にも麓にも今はカ（２）リームのような人たちがいない


お（３）まえもシナイ山の炎だ　わたしもシナイ山の炎だ






お（４）まえは仲間からなぜ別れているか　わたしもなぜ離れて来たか


誕生の情熱　それは　無比であることの喜びの表明　それは






神よ　愛の海に飛び込む者の番人となりたまえ


海（５）の一滴ごとの滴にはそれぞれ一滴ごとに海の深さがある






その波を追悼して渦巻の目は涙を流す


海で生まれ、岸（６）辺と抱擁できなかった波に対して






この世の賑わいは人間の努力により熱くなる


太陽はそれを見ているだけ　月もそれを見ているだけ






荒野の風よ　わたしにも恵みを与えよ


沈（７）黙と悶える心を　陶酔と優雅な心を







◎19詩人は荒野に一人立つと、そこにチューリップが一輪咲いていることに気づき、怖くないのかと話しかける。そしてその姿を見て、目的達成の中で混乱と孤独に囚われる人間に対し、荒野のチューリップが持つような力を与えてほしいと願う。









（１）おまえはなぜ安心してここにいるのだ。敬虔なイスラーム教徒は世を捨てるのでなく、世にあって人々に正しい道を示すことである。


（２）神と話をする者の意で、預言者ムーサーの称号。神の顕現を求めた。


（３）おまえもわたしも、シナイ山でムーサーに示したような炎の美を心に隠し持っているが、今それを見ようとする人がいない。すなわち、ほかの人の才能を認識する者がいない。


（４）すべてのものは個性と特徴を持ち、それを表現する願望を持つ。クルアーン第43章11節参照。


（５）目的地に到達するまで、愛の道はどこを取っても困難に満ちている。


（６）海の真ん中でできた渦巻が、海岸に達する前に海中で消えて。すなわち、人間が困難に対抗し、それに打ち勝っても人生の真実にまで到達できないことがある。


（７）荒野に咲いているチューリップが持つ諸もろ々もろの特徴。そのようなものを私にも与えよ。









20　酌人の賦









第一連








春の隊商がやって来てテントを張った


山の麓が天国の花園となった






バラ　水仙　百合　ジャスミンが咲き乱れ


チューリップは太古以来の殉教者のような屍し衣いをまとい






この世は色のベールに覆われ


石（１）の血管にも血が巡り






空は青く　辺りに喜びが満ち


小鳥たちは巣に籠っていず






山の小川は跳ねながら


ためらいながら頭を打ち






飛び　滑り　支えながら


曲がって　流れ出て来る






流れを止めようとする石は　細さざれ石いしとなって


山々の胸元にはかすり傷の跡を残して






少しの間　目を凝らして見よ　赤ら顔の酌人よ


人生とは何かのメ（２）ッセージをこれは届けてくれている






ベ（３）ールを焼き尽くしてしまうような酒を飲ませてくれ


花の季節は毎日来るようなものでないのだから






人生の心がわかるような酒を


宇宙が酔ってしまうような酒を






中に永遠の悶えがあるような酒を


永（４）遠の秘密が解けてしまうような酒を






酌人よ　秘密のそのベールを取ってくれ


鶺せき鴒れいのようなこの小鳥を大鷹と闘わせてくれ







◎20この詩が書かれたのは一九三五年である。この時代のイスラームの世界は、トルコではムスタファ・ケマル・アタテュルク、イランではレザーシャー・パハルビーの勢力の盛んになる時だった。両者は西洋列強の介入を拒んだが、西欧文化を取り入れ、トルコではイスラームとの断絶を図るため諸政策が取られ、そのうちの一つがアラビア文字に代わるラテン文字の使用であった。イランでもイスラームから離れ、近代化が図られ、パルダーの使用が禁止された。インドではヒラーファト運動の挫ざ折せつなどで人々の間に憔しょう悴すい感が漂っていた。このような状況の中で、イスラーム世界が復興を果たすためには一致団結が必要であり、この詩はそれを促すものであった。


　　酌人の意味は酒を飲ませる人であるが、ほかに聖者・神などの意味がある。この詩の中の酌人は神で、イクバールはその神に現状やその問題を語り、神に案内や援助となる酒を求めている。詩は七つの連から成り、第一連は序で第二連以降がそれぞれのテーマとなって進む。








〔第一連の要旨〕



　　春が完全な美しさをもって到来した。この中で詩人は神にこの光景より快感が得られるように、わたしの目の前より宇宙の秘密のベールを払いのけ、わたしが生命と宇宙の複雑な問題が理解できるようにさせてほしいと願っている。









（１）石の上にもいろいろと花が咲きだし、石も生き物のように見える。


（２）人生とは行動である。


（３）宇宙の秘密の上を覆っている幕。それを焼き尽くすことで宇宙の秘密の理解の助けとなる。


（４）この世の始まりと誕生の秘密。神が人間をつくった時、天使はその創造の意味がわからなかった。また、神も伝えなかった。人間はそれを常に知ろうとしている。









第二連








時（１）代の仕方は変わった


メロディーは新しく　楽器は変わった






ヨーロッパの秘（２）密が明らかになった


ヨーロッパの魔術師たちが驚（３）くほど






古いタイプの統治の仕方は役立たず


大地はミ（４）ールやスルターンに嫌気がさした






金（５）持ちの時代は終わり


出し物を見せて手品師たちは行ってしまった






中（６）国人の深い眠りも覚めて


ヒマラヤの泉も湧き出した






シ（７）ナイ山とファーラーン山の心も二つに分かれ


カ（８）リームは再び神の顕現を待ち望んでいる






イスラーム教徒は見掛けは神の唯一性に熱中し


だが心は　今も異（９）教徒のする首飾りをし






文化や思想　さらにイスラーム法や神学であれ


非アラブアジャムの偶像崇拝の色合いの方が濃くなって






イスラームの真実は妄（10）信の中へ消えてしまい


イスラーム共同体は伝（11）統の中へ消えてしまい






説教師の言葉は心を酔わせるが


聞く方は真の愛の喜びに恵まれず






説教は論理的に混乱


語句は威風堂々としているが






神に仕えていた神秘主義者スーフィーは


愛においては唯一無二　情熱においても無比無類






だが非イスラーム教徒の考えに埋没してしまい


この旅人は非イスラーム教徒の道に埋没してしまい






愛（12）の火は消えて　辺りは真っ暗


イスラーム教徒はいず　灰の山があるだけ






〔第二連の要旨〕



　　時は変化しながら過ぎている。西洋の政治の策略が明らかになった。王政や専制主義の時代は終わり始めている。中国やインドの人々は目覚め始めている。


　　イスラーム教徒の国々にも、イスラーム復興の運動が始まった。しかし、全体としてイスラーム教徒は分裂している。そして非イスラーム的見解をイスラームと考えている。これらの中に諸民族を生き返らす愛の火が消えてしまった。









（１）ヨーロッパにも新しい文化が興り、それが広くアジアにも広まって来る。


（２）植民地主義による搾取。


（３）植民地支配における狡こう猾かつさが判明してしまい。


（４）王政や専制主義。ミールやスルターンとは、長官や王の意。


（５）過去二世紀にわたって西洋を覆った資本主義。イクバールの頭には、これに代わり共産主義があった。


（６）植民地政策でアヘンを吸わされ続けて来た中国の覚醒の影響はインドにも及んだ。


（７）対句６より対句14までの九つの対句でイスラームの衰退を示している。シナイ山はパレスチナ、ファーラーンはマッカ郊外にあり、前者でムーサーが、後者でムハンマドが奇跡を示した。


（８）預言者ムーサーはシナイ山で神の顕現を求め、気絶する。


（９）ヒンドゥー教徒。


（10）思想家や学者は、宗教について吟味することなく受け入れて来た。


（11）新時代の要求を理解する代わり、古い伝統をそのまま受け取った。クルアーン第５章48節参照。


（12）民族を生き返らす愛の火が消えた。クルアーン第67章２節参照。









第三連








酌人よ　また古（１）い酒を飲ませてくれ


かつての盃を回してくれ　酌人よ






わたしに神の愛の羽根をつけて飛ばさせてくれ


わたしの体を蛍（２）にして飛ばさせてくれ






イスラーム教徒の頭を隷属から解き放させてくれ


若（３）者たちを隠者たちの師とさせてくれ






イスラーム共同体の枝はあなたの潤いで若々しい


その体は　あなたの息で息づいてくる






悶えるほどの　痙けい攣れんしてしまうほどの　神の力を与えよ


ム（４）ルタザーの心を　ス（５）ィディークの愛を与えよ






肝臓を再びその矢で貫通させてくれ


願（６）望を胸の中で目覚めさせてくれ






あなたの空の星々に平安があれ


この世で夜も祈る人に平安があれ






若者たちにわたしのような肝臓の悶えを与えよ


わ（７）たしのような愛を　わたしのような見解を与えよ






わ（８）が船を渦から出させてくれ


今は立ち往生　動かさせてくれ






わたしに生（９）と死の秘密を話してくれ


あなたの目の中には全（10）宇宙があるので






わが濡ぬれた目には眠りがなく


わが心の焦慮は誰にも気づかれず






夜半のわが嘆き


一人でも不安　一（11）緒でも不安






わが願（12）いは　わが願望の中に


わが希望は　わが探究の中に






わ（13）が性格はわが日々の鏡


わ（14）が頭は思考の鹿しかの牧草地






わが心は　わ（15）が生の戦場


疑念の軍と確信の軍との






酌人よ　托（16）鉢僧の資産はこ（17）れだけ


そのようなわけで貧困　だが心は豊か






それをわが隊商の中で費やさせよ


費やさせよ　これを役立たせよ






〔第三連の要旨〕



　　詩人は酌人、すなわち神に向かってイスラーム復興の援助を懇願する。


　　酌人よ、われわれの中に愛の感情が再び新しくなって生じるように、そしてわれわれがイスラームを自分のものとして世の中で向上できるように、イスラーム思想の霊的認識を与えてほしい。









（１）預言者ムハンマドへの愛。


（２）ほかの人の道案内ができるように。


（３）古い人々の思考法を変えさせることは難しい。それゆえ、新しい考えを得た若者を師とし、古い人たちに新しい考えを教えるために。


（４）第四代正統カリフ（在位六五六～六一年）イマーム・アリーの称号。預言者ムハンマドに付き従い、イスラーム共同体の発展に尽力した。


（５）初代正統カリフ（在位六三二～三四年）アブー・バクルの称号。側近・助言者として、常に預言者ムハンマドの傍らに控えていた。


（６）イスラーム共同体の復興と再生。


（７）預言者に対する燃える愛と真実の光で輝く見解。


（８）イスラーム共同体の船。


（９）民族がいかに生き返り、また崩壊するか。


（10）全宇宙のことを知っているので。


（11）イスラーム共同体の声も聞こえては来るが。


（12）イスラーム共同体再興の願い。


（13）全世界の真実がわたしの目の中にあるということ。


（14）わたしの頭の中に高度な清い思考がいっぱいあるということ。


（15）わが人生の正と偽の戦場。


（16）ここでは謙遜語として使われ、このわたし。すなわち、イクバール自身。


（17）対句11より対句15に述べられていることを指す。









第四連








生（１）の川は絶えず流れている


生の苦闘が万物から生じる






体（２）の表れは生からである


煙の波が炎の中に隠れているように






水や土との付き合いは難しいとはいえ


水や土の努力をそれは喜ぶ






それは停滞もする　動きもする


さまざまな要件の罠わなを嫌がってもいる






そ（３）れは唯一　だが常に多くの中に囚われている


だが至る所　唯一無二の形で取り込まれている






この世界　こ（４）の六面の偶像寺院


このソ（５）ームナートも　それが　つくった






それはくり返しの弊を好まない


なぜならばあなたはわたしでなく　わたしはあなたでない






わたしやあなたでこの世はできている


だが宴（６）の真ん中に　孤独がある






そ（７）の輝きは　稲光の中に　星々の中にある


銀の中に　黄金の中に　水銀の中にある






そ（８）の砂漠　そのアカシア


それから生じる棘　それから得られる花がある






その力で山々が粉々になる


その罠の中にジ（９）ブリールや天使を取り込む






水（10）銀色をした雄の大鷹は


雉きじの血に爪を濡らして






鳩（11）は巣からどこか遠くに離れ


揺れている網の中で　踠もがいている






〔第四連の要旨〕



　　第四連、五連は生やその混乱、変革が述べられている。すなわち、生は一つの川のように流れている。そして一つの長い時代的混乱と、無数の変化する舞台を通って、それが生自体を磨き、きれいにする。









（１）人間の苦痛は絶え間がない。クルアーン第90章４節参照。


（２）炎が消えると、その後で煙が出る。そのように体は生の後に隠れており、生が存在の形をとったものが体である。クルアーン第46章19節参照。


（３）川は流れや泡・滴などの形の中にありながら、川は川として存在するように、生はすべての物の中に別個の形で存在する。


（４）前後、左右、上下の六面の偶像寺院、すなわちこの世。


（５）インドのカーティヤーワルで偶像寺院がある所として有名。ここでは、この世の進歩発展のために生が果たした一例として、その建造を挙げている。


（６）さまざまの人間が集まって宴ができているが、それぞれの個性は隠れていて見えない。


（７）生はこの世で多くの中に異なった色で見える。


（８）砂漠・アカシア・棘・花、これらすべての存在は生のお陰である。


（９）大天使の筆頭。最初にムハンマドに啓示を与えたとされる。人間の生は想像力で天にまで達することができ、聖なる天子も配下に置ける。


（10）この対句は最後の対句と合わせて読むとよい。生のなせる業。


（11）前の対句とこの対句で、生の弱い部分を示している。これも生のなせる業。









第五連








静止と停滞とは目（１）の錯誤である


宇宙のどんな粒子も動き回っている






存在の隊商は　止まってはいない


刻一刻　存在の尊厳は新しくなっている






おまえは生は秘密だと考えている


だが生とは実際　飛躍の快楽である






それは時代の盛衰を　つぶさに見ている


それは目的地に止まるより　旅を好む






旅（２）は生にとり必要な装備


旅は真実で　休憩は仮のことである






それは混乱に巻き込まれることで楽しみを得る


転げ回り悶えることでそれは喜びを得る






それが死に直面した時


死から免れることは大（３）層難しかった






報いと天罰の世界に来た時


生は死の渡し場の穴に落（４）ちるところだった






二つであることの状態で雌（５）雄一対となり


山や野から続々それが生まれ出た






花がこの枝より咲きもした


この枝より　散りもした






愚かな人は生を無常と考える


だが消えながら　生命の姿の現れがある






それは馬の疾駆する速さ　一瞬のうちに着くほどの


太（６）古より永遠まで一息で突っ走る速さ






日々の鎖である時（７）代は


息の行き来の別名である






〔第五連の要旨〕



　　生は一つの動いている事実である。それは障害にもかかわらず、前の方に旅のように進む。死でも生を抹殺することはできない。あるものが死ぬ、すると同じものが、それ以上に生まれて来る。そして生の連続が途切れることなく続く。









（１）外面だけを見ている目ではそのものの全部の動きは見えない。クルアーン第13章11節、第６章38節、第43章10節参照。


（２）生の存在と永続性は、絶えず歩き続けることによってある。


（３）しかし、生は常に死に打ち勝って来た。


（４）しかし、生はさまざまな仕方で死に打ち勝った。


（５）神はすべてのものに雌雄の一対をつくった。


（６）最初の息がやまず続いている。それゆえ、生の旅は一息で充分である。生は常にあり、永遠なもので、死はそれに太刀打ちできない。


（７）時代は生が流れていくもう一つの姿である。息の行き来、すなわち日・月・年の連続の別名である。クルアーン第３章140節参照。









第六連








この息（１）の波は何か　剣である


自我とは何か　剣（２）の刃である






自我とは何か　命（３）の中の秘密


自我とは何か　宇（４）宙の認識だ






自（５）我は人の集まりに酔い　独居も好む


水（６）の一滴に　海を閉じ込めている






暗闇の中でも明るみの中でも輝いている


あなたやわたしの中で生まれ　あなたやわたしから離れている






そ（７）の後に始まりがあり　その先に永遠がある


その後に限界がなく　その先に限界がない






それは時代の川の中を流れ


それは川の波の怒ど濤とうに耐え






そ（８）れは探究の道を絶えず変え


それは絶えず視点を変え






重い石もその手の中では軽くなる


そ（９）の一撃で山が軽石に変わる






旅（10）はその始まりでもあり終わりでもある


これこそ　その暦の永遠性の秘密である






そ（11）れは月の中の光であり　石の中の火花である


それは色に混じって　無（12）色である






そ（13）れは多い少ないと関係を持つか


高さや低さ　先や後と関係を持つか






当（14）初よりこれは混乱に囚われている


そして人間の体の中に　姿をとった






自我の住み処はあ（15）なたの心の中にある


ちょうど空があなたの瞳ひとみの中にあるように






〔第六連の要旨〕



　　生は実際、自我の力で生きている。自我は生命の表面的には限界があるように見えるが、海のように広く大きなものである。自我のこの無限の力のせいで、人間はこの世で大きな業績を残している。


　　この連は、最初の対句から最後の対句まで自我についてである。









（１）第五連の最後の対句に、生は息の往来とある。人間の体の中で、息は障害を遠ざける剣の役割をしている。


（２）人間の中に生と共に自我があれば、その剣はさらに強くなり、切断の能力でその偉力はさらに増す。クルアーン第５章105節参照。


（３）人間の内にあるもの。


（４）自然は人間に精神的・肉体的能力を与えたが、これらを認識しない限り、人間の前進はない。すなわち、人間に与えられたこれらの能力を認識すること。


（５）自我は人の集まりにあって、それをよくすることに興味を示すと共に、一人で考えることも好む。


（６）自我は小さく見えるが、中に海をも含んでしまうほどの力がある。


（７）自我は太古の昔、人間の誕生と共にその旅が始まり、これからも永遠に続くはず。


（８）時代と共に進むのは難しいので。だが本来の目的は人間社会をよくしようとしているので。


（９）自我が極点に達すると、途方もない力を発揮するので。


（10）自我は特定の目的地に止まらず、常に旅の途上にある。


（11）月の光は月の、石の火花は石の、それぞれ自我である。すなわち、すべてのものの内的な様子がそのものの自我である。


（12）自我はすべての奉仕者になること、すべての善を望んでいるので偏見に囚われない。


（13）自我はものの相違に囚われない。


（14）自我は誕生と共に混乱に巻き込まれた。ついに生命の多数の段階を通り、生物や動物の姿をとった。そして変革の時代が現れ、人間が生じた。


（15）自我の本当の在り処は心の片隅である。









第七連








自我を保護する人に毒の水である


輝（１）きがなくなってしまったパンは






価値あるパンとは


こ（２）の世で誇れるようなパン






マ（３）フムードの栄光は捨てよ


自我を念頭に置き　ア（４）ヤーズになるな






好ましい跪拝とは


それと比べたらどんな跪拝も不浄となってしまうような跪拝






この世とは色と音の混乱の世界


この世とは死の命令のもとにある世界






この世とは目（５）と耳の偶像寺院


ここではただ食べること飲むことだけが人生






ここは　自我の最（６）初の目的地


だが旅人よ　ここはあなたが永久に止まるべき所ではない






あなたの火はこの土（７）の家からあるのでない


こ（８）の世はあなたであり　この世のせいであなたがいるのでない






この重い山を打ち砕いて行け


時（９）と場の魔法を打ち砕いて行け






自我は神の（10）獅し子し　この世はそれの獲物


地もそれの獲物　空もそれの獲物






世界はほかにもある　今は見えないだけ


存（11）在の中心は　空からではない






あちこちであなたの攻撃を待っている


思考や行動のあなたの立派さを待っている






日々の回転の目的とは


あなたの自我があなたにわかるようにである






あなたは善悪でできた世界の征服者だ


あなたに話そうか　あ（12）なたの物語を






真（13）実の上に言葉の衣服は窮屈である


真実は鏡であり　言葉は鎖だから






胸（14）の内に息のろうそくが輝いている


だが言葉の力は言う　も（15）ういいもういいと






もし羽の先をもう少しだけ前に突き出したら


神（16）の顕現の輝きが　わ（17）が羽を焼き尽くしてしまうから






〔第七連の要旨〕



　　最後の連は自我の育成に対する訓戒である。自分の自我を守る人は宇宙の征服者である。宇宙の広さは無限である。しかし、自我はそれらの広さを征服することに常にかかわりを持っている。神は時と場を次の理由で創造した。人間が自我を認識し、努力してこの宇宙をよりよくするためにである。









（１）不浄なことをして得たパン。クルアーン第59章９節参照。


（２）誰かに恵んでもらったようなものでなく、自分の力で得たパン。


（３）ガズナ朝最盛期の君主スルターン・マフムード（在位九九八～一〇三〇年）。自我を守るためにはそのような栄光や威風は持つべきでない。


（４）ガズナ朝マフムード王が寵ちょう愛あいした奴隷。


（５）五感に頼って生活している所。


（６）この世で自我が強くなるのはよい。だが、この世を自我の力でよりよくするだけでは充分とは言えない。人間よ、この先に行くべきだ。


（７）物質世界。


（８）人間がいなければ、この世は何の価値もない。クルアーン第２章29節参照。


（９）人間は時と場所にその行動を制限されている。


（10）この獅子は地や天を捕らえ、全宇宙を捕らえ征服しなければならない。クルアーン第45章13節参照。


（11）宇宙。その宇宙は今もって人々の前に全部が現れているわけではない。


（12）人間よ、あなたは絶えずこの世界を征服して来たという話を。


（13）人間よ、真実を言葉で述べるのは可能でない。真実は物質でなく、言葉は物質だから。


（14）神の愛の酒に酔った人間は、心の中に真の恋人の姿が見えている。


（15）唇に沈黙の印が押され、その秘密を誰にも表すことができない。そして疲れ果て、もういいと言っている。


（16）神によって与えられた考えの輝き。


（17）それゆえ、この辺でやめにする。

















21　時代








あったことが今はなく　今あることもなくなりこれは自明の理


その現れがより近いもの　それを熱望して待つ　世の人々は






わが胡瓶より一滴ずつ新しい事件が滴り落ちる


わたしは日夜の数じゅ珠ず玉を数えている　一粒また一粒と






わたしはすべての人を知っている　だ（１）がわが対応の仕方は別


誰かの乗り手　誰かの乗り物　戒告の鞭むちを与える者となるので






もしおまえが宴にいなかったとすれば　その落ち度はこちらか　おまえか


わが仕方とは　誰かのために飲み残しの酒を取っておくことはしない






わが運命の捩よじれや捻ねじれを占（２）星術師の目は理解しない


その視線が鋭くない人の矢は　的から外してしまうので






西（３）の地平線上に見えるのは夕焼けではない　それは血の　血の川だ


明日あしたの日の出を待っていよ　昨夜のことも今日のこともみんなお話だから






自然の力を裸にした横（４）柄な知能は


その巣は落ち着きのない稲（５）妻により危険にさらされている






それらの風　それらの大気　それらの海　それらの船が


どうして渦のもつれを解くか　運命の渦とは言いわけだ






新しい世界が生まれている　あの古い世界が消えながら


西洋の賭（６）博師が　賭博場にしてしまったあの古い世界が






風は強く激しい　だがその灯台を輝かせている


神が王の仕方を与えてくれたあ（７）の托鉢僧の小男が







◎21この詩を理解するためには、次のことを念頭に置いていた方がよい。すなわち、時代には二つの見方がある。その一つは、時の連続という表面的な見方である、もう一つは、真実の時という内的な見方である。


　　この詩のそれぞれの対句の語り手は、擬人化された時代である主人公である。









（１）すべての者に、その能力に応じて対する。


（２）必ずしも真実に基づいて述べる者ではない。


（３）語り手である時代は、その真実を述べながら、突然西欧の方に関心を向けている。


（４）西欧の学者や科学者の意。


（５）この詩が書かれたのは第二次世界大戦の前。第二次大戦中に原爆も使われた。


（６）西洋の銀行での取引、株の取引などをイクバールは思い浮かべている。


（７）イクバール自身を指す。









22　天使がアーダムに天国から別れを告げる








アーダムよ　神はおまえに日夜不（１）安を与えた


おまえが泥でできているのか水（２）銀でなのかわからないが






泥（３）よりおまえが生まれたと聞いてはいるが


おまえの性格の中には星（４）や月のような輝きがある






おまえがそ（５）の美しさを夢で見るなら


おまえの夢の甘さは千回の目覚めよりいい






おまえの夜明けの嘆（６）きは高価なものだ


それでおまえの古い棗椰子の木がみずみずしくなる






おまえの歌で生（７）命の良心がベールを取った


神がおまえの楽器を琴爪でかき鳴らしたので







◎22この詩と次の23の詩は、互いに関連性を持つが、意味はそれぞれ完結している。


　　預言者アーダムが創造された後、天国に住んでいると「不義を行う者とならぬよう、この木に近づいてはならぬ」（クルアーン第２章35節）と神からの命令があったが、それに背いたので地上に落とされた。この詩の中でイクバールは、天使たちがアーダムを地上に送った時、何を考えていたかを述べている。









（１）真の愛を求めることで。クルアーン第19章65節参照。


（２）こぼれた水銀の粒がころがるように落ち着きがない。


（３）神は人間を泥でつくった。クルアーン第７章12節参照。


（４）人間は完全に近づこうと常に努力しているので。


（５）神が与えたもの。


（６）夜明けに礼拝と罪を告白し、許しと支援を神に求めることは、人間の進歩と発展のために重要である。


（７）人間の心は普通、音を出さない楽器であるが、たくさんの歌を隠し持っている。









23　地上の魂はアーダムを歓迎する








目を開けて大地を見よ　天を見よ　宇宙を見よ


東の方から昇ってくる太陽を見よ






ベールの中に隠（１）れている眺めを　ベールを取って見よ


別（２）れの日々の苦しさを見よ　抑圧を見よ







失望するな　希望と絶望の戦（３）場を見よ








おまえの所有である　この雲　この雲の集まりは


この天の円天井　この静かな雰囲気は






こ（４）の山　この砂漠　この海　この風は


昨（５）日まで天使の振る舞いを見て来た







今日は日々の鏡（６）の中に自分の姿を見よ








時（７）代がおまえの目の合図を理解するだろう


空の星々が遠くからお（８）まえを見ているだろう






おまえの思考の海は広すぎ岸辺が見つからない


おまえの溜ため息の火花は天まで届くだろう







自（９）我を培って　溜め息の効用を見よ








世界を輝かす太陽の光がおまえの火花の中にある


新しい世界が　おまえの技（10）法の中にある






与えられたもとの天国は見たとおりの所


おまえの天国は　おまえの肝（11）臓の血の中に隠れている







土の体の者よ　絶えざる努力の応（12）報を見よ








おまえのウ（13）ードは初めから嘆き


おまえは初めから愛の品を求め






おまえは初めから秘密の偶像寺院の師


おまえは初めから努力家　血を流し人に迷惑をかけず







自（14）分の運命に乗っている　その満足な様子を見よ









◎23天使たちは、人類の祖となる預言者アーダムに天国から別れを告げた。アーダムが地上に到着すると、地上の魂は彼を迎えて、その威厳を認め、地上で生活するための秘密を知らせた。


　　この詩の中でも前の詩と同様に、人間のこの上ない能力が詩的な仕方で述べられている。









（１）天国ではベールなしで見えていたが、この世ではベールをつけている。地上ではいろいろのものの中に神の顕現がある。


（２）神（恋人）と別れて、天国からこの世に降りて来た。


（３）この戦場こそ進歩に駆り立てる所。


（４）雲・天・山・砂漠・海・風、すべて人間のために神がつくった。


（５）この一行は後の一行と連動する。


（６）人間のなまめかしい姿、すなわち、よいことも悪いことも、その結果が反映して表れて見える。


（７）自我を培うことによって。


（８）想像力が無限であるあの生き物は何だろうと思って。


（９）すべての人の中にある唯一の能力を認識すること、その能力の発展を図ること、それらでこの世を改善していくことの意。


（10）この世を発展させ、新しい世界を創造する技法。


（11）努力と苦闘の中に。クルアーン第13章29節参照。


（12）この地上が天国のようになること。


（13）竪たて琴ごと。


（14）運命が人間に従い、すべてのことが人間の喜びに従い、始まっている。









24　師と弟子









インドの弟子








洞察力ある目から　血の川が流れ出ています


現（１）代の学問のせいで　宗教が衰（２）退してしまっています







師ルーミー








学問を体（３）の飾りとするなら　蛇となるだろう


学問を心（４）の飾りとするなら　友となるだろう







インドの弟子








同情心の厚いイ（５）マームよ


わたしはあなたの優れた言（６）葉を思い出します






「胴体が干ひ涸からび　弦が干涸び　皮が干涸び


　それではどこから出て来るか　心地よい響きが」






現代は楽器に酔うだけです　喜（７）びを欠き


確証がなく　確信がなく　拝（８）謁の願いがなく






わからないです　この秘（９）密が何か


友とは何か　友の声とは何か






残念です　ヨーロッパは　隆盛と輝きを持ちながら


歌はヨーロッパを地（10）上の方に引きずり下ろそうとしています







師ルーミー








よい音楽といえすべての者によいわけでもない


無花果いちじくがすべての鳥の好物ではないように







インドの弟子








わたしは東西のすべての学問を学びました


だが今も心に痛みと苦悩が残っております







師ルーミー








中途半端な人の手では患者をさらに悪化させてしまう


病を完治させたいのなら母（11）親のもとに行くのがいい







インドの弟子








師よ　あなたの視線でわが心のもつれが解ほどけます


聖戦ジハードの命令の意図を　わたしに明かして下さい







師ルーミー








神（12）のつくった絵図を神の命令で壊せ


友（13）のガラスに友情の石を投げよ







インドの弟子








東洋人の目は西洋の文物に魅了されています


西洋の女性が　天国の天女より美しいとは







師ルーミー








もし銀の表面が白く新しくても


それで手（14）や衣服は黒ずんでしまう







インドの弟子








ああ残念　学マク校タブで燃えたぎる若者たちよ


西洋という魔術師たちの（15）餌え食じきになっている







師ルーミー








羽の生えそろわない鳥が飛ぶ時のように


咬（16）かみつく猫の餌食となっている







インドの弟子








宗教と国家の争いはいつまで続くのですか


生（17）命の宝より肉体の方を優先させるのですか







師ルーミー








贋金は衣　金と張り合う


金（18）貨は　昼を待たねばならない







インドの弟子








人間創造の秘（19）密をわたしに教えて下さい


この土塊の一粒を太陽や月の位置にまで高めさせて下さい







師ルーミー








蚊かがその周りを回って人間を悩ます


だがそ（20）の内面は七天まで取り込める







インドの弟子








土塊はあなたの光で光り輝く目（21）となります


ア（22）ーダムの目的とは知（23）ることなのですか　見（24）ることなのですか







師ルーミー








人間は見るためにある　残りはすべて皮　皮


見ることとは　恋（25）人を見ることである







インドの弟子








東洋の人はあなたの言（26）葉で生き返ります


イスラーム共同体はどんな病で死滅するのですか







師ルーミー








以前あった共同体の崩壊の原因は


石（27）を沈香の香木と誤解したことによった







インドの弟子








今イスラーム教徒の中にあの色いろ艶つやや匂いがありません


どうして彼らの血は冷めてしまったのですか







師ルーミー








心ある人の心が苦痛で痛まない限り


神（28）はどんな辱めをも民族に対してしなかった







インドの弟子








現状の市に賑わいがないとはいえ


敬虔な者たちの利益はど（29）んな取引からあるのですか







師ルーミー








知恵を売り困（30）惑を買え


知恵は疑念となり困（31）惑は認識となる







インドの弟子








わが仲間は王の友達となっています


わたしは乞食　王冠もない襤ろ褸ぼさえまとわない乞食です







師ルーミー








輝（32）く心の人の支えとなれ


王の王冠の上に乗るよりずっといい







インドの弟子








バ（33）ドルの戦いの時の教友のような預言者の心酔者よ


わたしは宿（34）命論の話がわかりませんでした







師ルーミー








羽は鷹を王（35）の方へ連れて行った


羽は烏を墓（36）の方へ連れて行った







インドの弟子








王家の支配なのですか　脱俗なのですか


預言者の宗教の意図は結（37）局何なのですか







師ルーミー








わが宗教においての要望とは（38）聖戦ジハードと威厳である


キリスト教においての要望とは洞窟や山である







インドの弟子








いかにしたら水（39）と土が支（40）配できるのですか


いかにしたら胸の中の心が目覚めるのですか







師ルーミー








神の僕になれ　土の上を馬（41）のように行け


人の肩に乗せられて行く葬列になるな







インドの弟子








宗（42）教の秘密が理解できません


審（43）判の日がいかに確信できるのですか







師ルーミー








審判の日となって審判の日を体験せよ


す（44）べてを思い描いてみることが理解の条件である







インドの弟子








自我は空の道を行きます


自（45）我は月や太陽も餌食にしてしまいます






輝きはあるが拝（46）謁の栄誉に浴さず安息もありません


自分の獲物の手で傷（47）を負ってしまい







師ルーミー








猟で価値ある獲物はただ愛（48）である


だが誰かの罠にいつ掛かるかは見所である







インドの弟子








この世の心が　あなたには明らかです


どうしたら共（49）同体の生命が強固になれるのですか







師ルーミー








もしおまえが種ならば　小鳥たちがおまえをついばむだろう


もしおまえが蕾つぼみなら　子（50）供たちがおまえを引き千切るだろう






種は隠して　上に一面の網を張っておけ


蕾は隠して　屋根に生えている草にしろ







インドの弟子








あなたは仰おっしゃいます　心（51）を探せと


「心を探す者であれ　闘う者であれ」と






わたしの心はわたしの胸の中にあります


わたしの宝はわたしの鏡の中にあります







師ルーミー








おまえは言う　わたしは心を持つと


心は天の上にあり　下界にはないものだ






おまえは自分の心臓を心（52）だと思っている


おまえはやめてしまったが心のよ（53）き案内を探せ







インドの弟子








わが思考は天上まで届くほどの高さです


だがわたしは地上で踠き苦しみ哀れな姿です






世の言葉で言えばにっちもさっちも行かず


この世の道ではひどい目に遭うばかりです






どうしてわたしの力は及ばないのですか　この世のことに


どうして宗教に通じた者が不得手なのですか　この世のことに







師ルーミー








その歩きが天にあった者よ


地（54）上を歩くのがどうして難儀か







インドの弟子








知（55）識や知恵の手掛かりはいかに得られるのですか


どのようにして愛（56）の情熱や痛み　苦しみが得られるのですか







師ルーミー








知識や知恵は清（57）浄な糧から生まれる


愛と陶酔も清浄な糧から生まれる







インドの弟子








時代の要請は他と交われと言います


だが独居なしでは詩作の熱は起こらないです







師ルーミー








独（58）居は見知らぬ人に対してのことで　友にではなく


毛皮のコートが冬に必要で　春にはそうでないように







インドの弟子








インドに今　光も熱も残っておりません


この国で心ある人にはどうも勢（59）いがありません







師ルーミー








神（60）の僕の務めとは神の光と熱の振りまき


卑しいものの仕草とは　ペテンと恥しらず







◎24この詩の題は「師と弟子」で、師はペルシア文学最高の神秘詩人ルーミーで、弟子はイクバール自身である。この全体の詩でイクバールは、ルーミーへの言及を弟子が師に対して持つ愛と尊敬をもってしている。


　　この詩の書き方は「インドの弟子」、「師ルーミー」の副題をつけて、イクバールがルーミーに質問する対話形式となっており、ルーミーはその答えに、13世紀イスラーム世界を代表するルーミー自身のペルシア語詩集Mathnavī-ye Ma’navī（〝精神的マスナヴィー〟）の中の対句を当てている。









（１）西洋の学問。


（２）その理由や治療法は何かと尋ねる。


（３）利己主義のために使うなら。


（４）精神的進歩のために使うなら。クルアーン第２章129節参照。


（５）礼拝の先導者、偉大な学者の意。


（６）ルーミーの次の対句を指す。


（７）音楽のせいで、精神的に高い境地に導かれる喜びや確信。


（８）神の拝謁。なお、スーフィー教団にとって音楽は合法である。


（９）現代音楽を聴く者は、音楽が精神力を高め、神である友の方へ誘う力を知らない。


（10）ヨーロッパは学芸により社会が進歩した。しかし、物質主義の繁栄は人々に神への関心を失わせた。


（11）母の愛、すなわち問題の根本に戻る。クルアーン第７章199節、第９章119節参照。


（12）神のつくった絵図、すなわち、神がさまざまな人間を生んだとはいえ、これらの人々が神の命令に反して行動するなら、それをやめさせなければならない。クルアーン第６章162節参照。


（13）これらの人々はガラスのように弱い。それゆえ、友情の石、すなわち神の石である聖戦ジハードの力で敵方を壊すことに躊ちゅう躇ちょすべきでない。


（14）西洋の女性が美しく見えても、人間の生活を駄目にもする。




（15）なぜ餌食になるのか。


（16）西洋の学芸、その悪い影響を避けるためには訓練が必要である。クルアーン第24章21節参照。


（17）西洋諸国は宗教よりも国家を重要視している。宗教は世界的な規模で同胞愛を語るが、宗教はなぜ民族愛に征服されつつあるのか。


（18）西洋は今、四方八方に暗闇をまき散らしているが、いつかこの時期も終わり、何が正しいかわかる。クルアーン第17章81節参照。


（19）神は人間をどんな目的でつくったか。


（20）蚊が人間の鼻の中に入ってくれば、人間は一ひと溜たまりもないほど、力が弱い。しかしその半面、人間の心は宇宙をも自由にすることができる。クルアーン第45章13節参照。


（21）輝く目となって真実（神）を見ることができる。


（22）人間。


（23）物質的知識を得ること。


（24）精神的知識を得ること。


（25）真の恋人、すなわち神である。神の美を目を輝かせて見ること。そのために、自らの中に神の姿を描くことが必要である。クルアーン第20章124節参照。


（26）真の愛の感情。


（27）間違いを正しいものと考えてしまうことにより起きた。


（28）イスラーム発生の七世紀初頭より十九世紀初頭まで、イスラームは拡大の方向にあったと言える。衰退はその後、現在に至る時期である。


（29）どんな世界を望んでいるのか。また、何を得ようとしているのか。


（30）愛。知恵の代わりに、心の中に恋人への愛をつくれ。


（31）困惑の結果、霊的認識を得る。神秘主義では知能や賢明さは神まで届かない。驚き、すなわち、宇宙の創造に関心を払うことで神の方に近づくことができる。クルアーン第53章28節参照。


（32）その影響でおまえも輝かしい人になれる。クルアーン第５章35節参照。


（33）ムハンマドは六二四年、バドルの戦いで勝利して、マディーナにおける地位を確立する。


（34）人間が自分の行為をどのくらい自分で支配でき、どのくらい他から余儀なくされているかを知ることは難しい。これを解くためにイクバールはその問題をルーミーに投げかけた。


（35）王の狩り用の鷹にするため。


（36）死肉を食べさせるため。神は鷹や烏が食物を探せるように、両者に共に飛ぶ力を与えた。しかし、それぞれの使い方は別であった。すなわち、予定説が存在するにもかかわらず、被造物のために宿命論が存在する。クルアーン第87章213節参照。


（37）神秘主義者スーフィーには、世の問題と闘う者と隠遁する者の二種類がある。


（38）キリスト教が世を捨てることを教えるのに対し、イスラーム教は世の問題を力で解決しようとする傾向がある。クルアーン第29章６節参照。


（39）水と土でできた人間。


（40）人間は自分の力をいかに支配して、精神を進歩、発展させることができるか。


（41）馬は自ら目的地に行くだけでなく、他の者も目的地に届ける。クルアーン第11章123節参照。


（42）最後の審判もその一つ。


（43）現世が終わる終末の時、すべての人が、生存中に天使が記録した帳簿に基づいて神の裁きを受ける。


（44）人間は単に知能や理性を働かすだけでは、多くのものは理解できない。神秘主義者スーフィーの考えでは、そのものになってみることが必要である。すなわち、自分の中に審判の日のような混乱を起こしてみれば、自ずと審判の日が確信できる。


（45）自我にはそれほどの力がある。




（46）だが自我は神を見られず、神に会えず不安である。


（47）その秘密は何か、その理由は何か。


（48）愛こそ自我に安心感を与える。しかし、それを捕らえることは難しい。だが自我は、それを捕らえるよう努力しなければならない。クルアーン第３章139節参照。


（49）イスラーム共同体。


（50）弱い所が見えると、力のない子供にも襲われる。それゆえ、見せ掛けでも強くしていなければならない。クルアーン第８章60節参照。


（51）心の在り処がわかっているのに、なにゆえ探す必要があるのか。


（52）それは単なる肉魂であって、体を動かす役目しかしていない。


（53）物質主義により汚れてしまった心をきれいにする人。




（54）宗教とこの世のことは離れていない。宗教に通じていれば、この世のことにも通じているはずである。クルアーン第45章13節参照。


（55）他の人の苦しみを感じ、それらを遠のけさせる知恵や知識。


（56）他の者の困難や苦しみを感じ取れる愛の情熱。


（57）イスラーム法にかなった糧を得ることによって、他の苦痛や困難を感じるようになる。クルアーン第20章114節参照。


（58）他者との無闇矢鱈な交流は避けて。クルアーン第７章199節参照。


（59）それを直すのにはどうすればいいのか。


（60）勇気と人間性を併せ持つ、同情心のある人々の務め。クルアーン第３章200節an>









25　ジブリールとイブリース









ジブリール








懐（１）かしきわが友よ　色と匂いの世界の様子はどうか







イブリース








悩（２）みと面倒臭さ　痛みと悲哀　努力と願望だけだ







ジブリール








天上では年がら年中　おまえの話で持ち切りだ


お（３）まえの裳も裾すその破れはかがって直せないものか







イブリース








ジブリールよ　あなたにはわかっていない　そ（４）の秘密が


わ（５）が瓶が壊れて　わたしはそれに酔った






今もそ（６）こにいられない　断じてわたしは


静けさだけだ　その世界は　邸やしきもなく路地もなく






神に対するわが失望でこの世に苦痛が起ころうが


そ（７）れから起こる絶望がいいのか　そうでないのがいいのか







ジブリール








おまえは拒（８）否して高い地位を失った


神の面前　それでほかの天使たちの面目を失わせはしなかったか







イブリース








わ（９）が大胆さが土塊の人間に進（10）歩の気概を生ませた


わが反乱が知識と学問という衣服の縦糸と横糸になった






あなたは岸辺に立ち　善と悪の闘いを見ているだけ


誰が闘いの暴風にさらされているか　わたしかあなたか






ヒ（11）ズルは手も足も出さず　イ（12）ルヤースも手も足も出さず


海で　川で　小川で大惨事　わたしが起こした台風で






もしいつか神と同席の機会があるなら　聞いてくれ


人（13）間の話を赤く染めたのは　誰の血だったかと






わたしは神の心に棘（14）のように突き刺さっている


あなたはただ言うだけ　神よアッラーフ　神よアッラーフ　神よアッラーフと







◎25この詩は天使ジブリールと悪魔イブリースとの間の対話である。イブリースは天から出された後、地上でさまざまな行為をするが、天使ジブリールに、その地上での仕事を聞かれると、地上の人々の中での進歩の願望は、自分が行った妨害のせいである、それゆえ、人間への業績の栄冠は自分にあると弁明している。









（１）イブリースももとは天使。


（２）人間はさまざまの願望にとりつかれ、その獲得のために努力をしているが、思うようにいかない。


（３）自分の間違いを直して再び天に戻れの意。すなわち、神の命令にもかかわらず、預言者アーダムに跪拝をすることを拒んだが、神に許しを求め再び天に戻れの意。クルアーン第２章34節、第７章11節参照。


（４）わたしが神に絶望し、反抗した秘密が。


（５）失望の気持ちがわたしの心を反乱の酒で酔わせた。


（６）天使たちがいる天上。


（７）人々は苦痛から逃れるために努力をし始めた。わたしの絶望は希望よりよい。絶望こそが、人々にそれより抜け出す方へ向かわせた。クルアーン第39章53節参照。


（８）ほかの天使たちは神の命令に従い、アーダムに跪拝をしたがイブリースは、その命令に従わず跪拝をしなかった。クルアーン第２章34節参照。


（９）以下五つの対句は神の前で天使たちの面目を潰つぶしたのではないかの問いに対する回答である。


（10）わが妨害を回避しようとする努力で。


（11）道案内人として有名な預言者。クルアーン第18章65節参照。


（12）同じく案内人として有名。クルアーン第37章123～130節参照。


（13）もしイブリースが、自分の犠牲を払ってアーダムに、神に対する不服従を扇動しなかったら、アーダムは禁断の実を食べず、無名の人生を送っていたはずである。クルアーン第７章19～25節の参照。


（14）アーダムに神への不服従を唆したこと。









26　礼拝告知アザーン








ある晩　明（１）けの明星はほかの星々に聞いた


どなたか人間が眠らずにいるのを見たことがあるか






運命を司つかさどる者にはよく事情がわかっているがと火（２）星は言いだした


そのいたずら者は眠（３）っているのがいいのさ






金星は言った　ほ（４）かに何か話題はないのか


その鳥目のような虫けらと何の関係があるのか　われらが






月（５）は言った　あれは大地の星だ


皆さんは夜現れるがあれは昼間だ　現れるのが






もし夜　目（６）覚めている喜びを知ったら　あれが


昴すばるよりも高い地位となる　秘密に満ちたこの土塊は






その脇わきに沿って光の波がある　その中で


天のすべての恒星や惑星の輝きが消えてしまうような






突（７）然　辺りは礼拝告知アザーンの声で満ちた


それは山の心も震わす叫（８）びであった







◎26詩は、人間について星々と月の対話で成り、最後がムサルマーンにとり覚醒と行への招きである礼拝告知アザーンで終わっている。詩の結論は不明瞭な終わり方であるが、もし人間が自覚し、自らの才能に気づけば、空のすべての星々よりも明るく、それらの星々も色褪あせてしまう、すなわち、人間は宇宙で一番優れた被造物であるというメッセージである。









（１）金星のこと。金星は明け方出るので、ほかの星々に夜の様子を聞いている。


（２）火星は占星術上、首斬り役人と言われ、殺害・略奪などの様子もよく知っているとされる。


（３）目覚めていたら、どんな大惨事を引き起こすかわからないので。


（４）金星が最初の対句で質問した意図は、ただ人間は夜目覚めているかどうかだけのことであった。


（５）月はほかの星々と比べて地球に近いので、人間の肩を持っている。


（６）夜、礼拝をする。クルアーン第17章79節参照。


（７）これらの事柄が星や月の間で話されている時に。


（８）人間が覚醒のメッセージを得たような。









27　愛








愛の殉教者とは邪教徒でも聖戦士でもない


愛（１）の習いとはトルコ人的でもアラブ人的でもない






それは愛ではなく　少し違うほかのものだ


ガ（２）ズナヴィーにアヤーズの仕方を教えるのは






こ（３）の宝がもし効果的に作用しないなら


学問や哲学は単なるガラス細工である






王の必要もない　王の恐れもない


愛とは　自由で何ものにも煩わされない






わが清（４）貧は　イ（５）スカンダルの王位よりよい


これこそ人づくりの技　王位とは鏡づくりの技







◎27愛の特色に光を当てている。すなわち、愛の本当の宝とは何かが述べられ、最後に愛の目的は人々を偏見から解き放ち、人間性を教え、人間をつくることにあるとの回答を出している。









（１）何かに限定されるのではなく、普遍的な感情である。また、民族や国々とも関係がない。


（２）ガズナ朝最盛期の君主マフムード・ガズナヴィー（在位九九八～一〇三〇年）と、その奴隷アヤーズとの間にある関係は、愛の感情とは言えない別のもので、イクバールの見方では快楽主義、性的愛好にまで及んでいる。


（３）学問や哲学が人間に利益をもたらさないなら、それらの中に人間に対する愛や同情がないなら。


（４）神秘主義の理想。人間らしさ、人間性を教える。


（５）アレクサンドロス大王（紀元前三五六～三二三年）のこと。









28　星のメッセージ








わ（１）たしを怖がらせることはできない　辺りの闇は


わたしの性質の中には　清（２）さと輝きがある






夜を行く旅（３）人よ　自らの自我を灯明にせよ


おまえの夜を　肝臓の傷で輝かせよ







◎28星のメッセージは人間のためである。もし人間の本性が星のように潔白で輝かしいなら、人生の道のどんな闇も、その前では妨害にならない。人間は星のように輝くことはできないが、人間は肝臓の傷、すなわち、愛によって明るくすることができる。









（１）星。


（２）地上から遠く天にあるので、地上の汚れに犯されず、清い。その清さが輝きとなって導いてくれる。


（３）闇だらけのこの世にいる人間。









29　ジャーヴィードに宛てて（ロンドンで彼の手紙を得て）








愛の町にお（１）まえの居場所をつくれ


新しい時代　新しい朝夕をつくれ






神がもしおまえに自然を知る心を与えたら


バ（２）ラやチューリップの沈黙と話せるようになれ






西（３）洋のガラス工の恩恵を受けるな


インドの土でおまえは壺つぼや盃をつくれ






わたしは葡ぶ萄どうの蔓つる　わたしのガ（４）ザルはわたしの実


わたしの実より　赤（５）い色の酒をつくれ






わたしの生き方は金持ちの人でなく托鉢僧のだ


自（６）我を売ってしまわず　貧しくとも誇りを持っていよ







◎29この詩はイクバールが一九三二年、第三回ロンドン円卓会議でイギリスに行っている時、息子ジャーヴィードから初めて来た手紙の返事として作った詩である。詩は息子ジャーヴィード宛であるが、イスラーム教徒の若者全部に宛てたメッセージでもある。









（１）神の愛以外、人間生活の中で完璧さを得ることはできない。クルアーン第18章60節参照。


（２）世界には、今もなおたくさんの秘密が隠されたまま。それを知る努力が必要である。クルアーン第27章60節参照。


（３）息子ジャーヴィードは父親イクバールへの手紙の中で、お土産として蓄音機を頼んだ。そこでイクバールはこの対句３を書いたと推測する。


（４）詩の型式の一つ。


（５）わたしの考えを利用して生きる情熱をつくれ。


（６）自己をしっかりと持て。クルアーン第10章106節、第35章15節参照。









30　哲学と宗教








こ（１）の太陽は何か　この高い天は何か


夕べと朝の連続がわからない　わたしは






故（２）郷にいるのか　他郷の人なのか


このジャングルと荒野を見て恐れる　わたしは






わが人生の旅の秘密が解けない


どこからか真実を知る人を連れてこられないか　わたしは






わたしはどこから来たかとブ（３）ーアリーは驚く


ル（４）ーミーは考える　どこへ行くのだろう　わたしはと






「少（５）しの間だけ速足の人について行く


　今もって道案内が誰かわからない　わたしは」







◎30この詩の中で、生命や宇宙に関しての扱いに哲学と宗教とではどのような違いがあるかが述べられている。最初から三番目までの対句に哲学者の考え方が表れ、その基本は疑念を抱くことである。一方、宗教の関心事は人生の目標や理想を考えることであるとイクバールは考え、四番目の対句に物事に対する哲学と宗教の考え方の違いを示している。









（１）哲学者は問い始める。


（２）人間の本当の世界は、この世界なのか、他の世界にあるのかと哲学者は考える。


（３）ブーアリー・スィーナー（九八〇～一〇三七年）の名前で有名なイランの哲学者。ブーアーリーは過去に関心を向けている。


（４）神秘主義詩人のルーミー（一二〇七～七三年）は将来に関心を向けている。


（５）ガーリブ（一七九七～一八六九年）の対句を引用。誰を道案内にすべきか容易に決められないが、過去より未来の方が重要なので、それに関心を払う宗教家に道案内を頼むべきとの考えがイクバールの考えである。









31　ヨーロッパからの手紙








わ（１）れらは五感の虜で　岸辺に立っているだけだ


ルーミーは暴風の海　計り知れない秘密の者だ






イクバールよ　おまえもこの同好の隊商の仲間か


その同好の隊商の統率者とはルーミー






この現代にも何かメッセージを与えてくれているのか


ルーミーは神の道を行く人の灯明だと聞いてはいるが







回（２）答








「食べてはいけない　驢ろ馬ばのように雑（３）草や大麦を


　キッタンにいる鹿のように『ハ（４）ナズオウ』を食べよ」






「藁わらや大麦を食べるものは　犠（５）牲にされる


　神の光を食べるものは　ク（６）ルアーンになれる」







◎31ヨーロッパから誰かがイクバールに、ルーミーの詩は現代社会にとり重要かどうかの問い合わせをしたとの想定のもとにルーミーの詩を使ってイクバールは回答している。









（１）われらヨーロッパ人は物質主義の虜で、そこより一歩踏み出した精神の世界に入ろうとしない。


（２）次の二つの対句はペルシア詩人ルーミーのもので、前の問いの回答でありメッセージである。


（３）これらは普通の餌で、特別な真価は生まない。


（４）これを食べることで麝じゃ香こうを生じる。そしてすべてを芳香で匂わせられる。


（５）山や羊ぎや牛のように屠と畜ちくされる。


（６）人間の胸に光を生じさせる。クルアーン第17章82節参照。









32　ナポレオンの墓で








秘密　秘密のことだ　奮闘努力のこの世界での運命は


だがその運命の秘密も熱き実行力の前では解けてしまうぞ






熱き実行力のアレクサンドロス王の振りかざした剣


その剣の熱さのせいでア（１）ルヴァンド山が溶けてしまったぞ






熱き実行力のテ（２）ィムール王の勝利の洪水


その洪水の前では　世の浮沈など何でもなかったぞ






戦（３）列の中での「神は偉大なり」の神の僕の叫び


熱き実行力のせいで　神（４）の声になってしまうぞ






だが行（５）動の間とは一息か二息かの束の間のこと


その一時の代わりが墓での長き夜になってしまうとは






「最（６）後の舞台は沈（７）黙の谷


　ならば今　円天井に大声を」







◎32イクバールは、一九三二年の第三回ロンドン円卓会議出席の後、フランス・スペインを回った。フランスには同年十二月に訪れ、ナポレオン（一七六九～一八二一年）の墓を詣もうでた。フランス革命後、砲兵隊長より皇帝にまでなったナポレオンの偉大さを再認識した。詩全体をナポレオン自身の言葉で言わせている。









（１）イランにある高い山。すなわち、イランの偉大な王もアレクサンドロス大王の前には止まれなかった。


（２）現在のイラク・イラン・アフガニスタン・旧ソ連中央アジアを領土としたティムール朝の始祖（一三三六～一四〇五年）。


（３）異教徒に対する戦いの中で。


（４）敵方に神の声のように響く。クルアーン第８章17節参照。


（５）行動のために人間にはほんのわずかな時間しか与えられていない。クルアーン第63章11節参照。


（６）ペルシア詩人ハーフィズ（一三二六？～九〇年頃）の詩より。


（７）墓。









33　ムッソリーニ








思考と行動にユニークさをもたらすものは何か　革（１）命の熱意だ


思考と行動にユニークさをもたらすものは何か　民族の新生だ






思考と行動のユニークさで　生の奇跡が生じた


思考と行動のユニークさで　花か崗こう岩が純粋なルビーになった






大ローマ帝国よ　おまえの心（２）持ちは変わった


わたしが見ているものは神よ　この世のことか　夢でのことか






年老いた長者の目には生きる喜びが輝き


若者たちは願望のときめきで胸躍らせている






愛国の熱よ　その憧どう憬けい　その表れよ


花の季節に花（３）はじっとしていられない　そのベールの下で






好きな歌でお（４）まえの胸は満ち


奏者を待っている　お（５）まえの楽器は






こ（６）れは誰の目の恩恵か　誰の慈悲か


その視（７）線が太陽の光線であるようなお方のか







◎33ムッソリーニ（一八八三～一九四五年）は新聞記者であったが、一九年政党を結成し、ファシズム運動を展開する。二一年、政界入りをして、後に首相となる。運動の当初、イタリアはその見解のもとに発展。イクバールもそれに感銘を受けて、一九三一年、第二回ロンドン円卓会議後、イタリアに立ち寄りムッソリーニに会う。この詩はその時点のムッソリーニを賞賛するものであるが、一九三六年のムッソリーニのエチオピア攻撃には反対する。









（１）民族の思考と行動に個性が生じて来るのは、その民族の中に先に革命を起こそうとする気持ちが生じたせいである。クルアーン第13章11節参照。


（２）革命が起きた。


（３）わが衰退した民族、すなわち、イスラームの人々も。


（４）イタリアの大地にいる人々。


（５）イタリア。


（６）ムッソリーニを指している。


（７）イクバールは会見の時、ムッソリーニの目に感銘を受けたという。









34　質問








ある自制心に富んだ乞食が神に申し上げた


わたしは貧しさに対する苦しみの苦（１）情は申しません






だが教えて下さい　あなたの許可で天使たちは


その卑（２）しい人に指導者としての権威をなぜ与えているのですか







◎34詩型はキタで、イクバールは次のことに疑問を呈している。世の中に貧富の差があるのはなぜか。また、神に従わないにもかかわらず富めるのはなぜかと。イクバールはこれと同じような苦言を「神への訴え」の中でも述べている。









（１）神を確信しているので。


（２）暴力や搾取を正当化し、快楽的生活を送る人々。









35　パンジャーブの農民宛に








語れ　おまえの人生の秘（１）密は何か


数千年来　おまえは土と戯れて来たが






この土の中に埋め込まれて来てしまった　お（２）まえの火は


夜明けを告げる（３）礼拝告知アザーンだ　さあ目を覚ませ






土で出来た人間の分（４）け前は土の中にある　とはいえ


この地上の暗闇の中には命（５）の水となるものがない






この世ではそんな人の指輪の宝石は贋物である


自（６）分の自我を認識しない人のは






カーストや部族の偶像は壊してしまえ


慣習という古い鎖は絶ち切ってしまえ






確かな宗教とは　その時勝利の扉が開く


こ（７）の世で神の唯一性がそのベールを取った時に






体（８）の土に心の種子をまけ


その種子で名誉が得られるような







◎35パンジャーブの農民に、イクバールは覚醒のメッセージを送り、次のように言う。自分の中に自我の感覚をつくれ、部族やカーストの古い偶像を壊せ、そして心の中に人生の新しい精神を生めとのメッセージを送っている。









（１）地主の搾取や虐待のことか。


（２）人生における情熱。


（３）新時代到来の合図だ。


（４）日々の食料。


（５）人生とは、単に腹を満たすだけの場ではない。自由・自立心、貞節、心や魂も必要である。だが取り上げられてしまっている。


（６）自分で自分の力を認識していない者は、贋の宝石のように価値がない。クルアーン第50章37節参照。


（７）人間が一つの神を確信すると、その確信のせいで人間は習慣やカーストなどの偶像を壊して一つの共同体となる。そして全体の安寧を図ることで、差別や不平等が消える。


（８）最後の対句はペルシア語である。









36　アフガニスタンのナーディル・シャー








神の謁見の間より輝く真珠を携えて立ち去るところだった


葉脈がそれで息の筋となれる雲（１）が






道すがら天国を見下ろすと落ち着かなくなった


不思議な所だ　ここで雨になろうかと雲は望んだ






おまえを待っているぞと天国の方から声がして来た


ヘ（２）ラート　カーブル　ガズナの若い緑たちが






「ナーディルの目の涙を　チューリップの花の傷（３）の上にまけ


その火（４）が決して消えることがないように」







◎36ナーディル・シャー（一八八〇～一九三三年）とはアフガニスタンの王。一九三三年十月、アフガニスタンの諸改革のためにイクバールらを招待し、意見を求める。だが、その一カ月後に暗殺される。


　　イクバールはイスラーム関係の傑出した人物を好み、その人物について詩を書くが、ナーディル・シャーもその中の一人である。










（１）ナーディル・シャーを指す。雲は雨を降らし、草花は生き返る。


（２）アフガニスタンの諸都市にいる若者たち。


（３）チューリップの花弁は赤で、中に黒い斑まだらがある。傷とは斑のこと。


（４）火は花を表し、またアフガニスタンの若者たち。なお、最後の対句はペルシア語のもの。









37　クーシハール・ハーンの遺言








共同体が一つになるために　諸（１）部族が消えるのがいい


アフガニスタンの名声が高まるために






わたしはこういう若者たちが好きだ


星（２）々の上に縄梯ばし子ごを放り上げるような






どんな意味でもトルコ系部族ムガルよりも劣ってはいない


カ（３）フスターンに住むこ（４）れら優れた若者たちは






友よ　おまえにわが心の内を語ろうか


クーシハール・ハーンは　こんな墓が好きなんだ






山やま嵐あらしがどんなに吹いてもそこにもたらされないような


ト（５）ルコ系部族ムガルの騎士たちの軍馬の土埃が







◎37クーシハール・ハーン（一六一三～一六八九年）は、ムガル帝国第六代皇帝アウラングゼーブ（在位一六五八～一七〇七年）に逮捕、拘束されたが、アフガニスタンをムガル帝国より解放させようとしたカタク族の長であった。また、パシュトゥー語の有名な詩人でもあり、この詩はハーン自身が述べるという形式で書かれている。









（１）部族間の差別や対立。クルアーン第49章13節参照。


（２）高い志を抱く。


（３）古アフガニスタンのホラサーン南部の一角。ここではアフガニスタン全体を指す。


（４）隷属を受け入れず、自由のために闘う。


（５）クーシハール・ハーンはトルコ系部族ムガルを嫌い、トルコ系部族ムガルに汚されることに耐えられなかった。









38　タタール人の夢









⑴








どこかで（１）説教壇ミンバルやターバンが追おい剥はぎに遭い


どこかで心（２）を蕩とろかす色小姓のような少年の目に会い






宗（３）教や共同体の被覆はぼろぼろ


国家や政府の長衣は切れ切れ






わが信仰は残ってはいるが


炎（４）が草で消されてしまわないかと






冷たい風の波に囲まれ


サ（５）マルカンドやボハーラの人々は






「自（６）分の周り　見渡す限り


　不幸の指輪で　わたしがその石」







⑵








突（７）然サマルカンドの地が揺れて


テ（８）ィムールの墓から光が立ち昇り






その白さには赤（９）味が混じり


わしがティムールの霊魂だ　と声がした






タ（10）タールの勇士が困難に取り囲まれたとしても


神からの不運に取り囲まれているということではない






人生の目的とはつまりこうであっていいのか


トルコ人がトルコ人どうし分（11）裂の状態であって






「自（12）我を燃やせ　そして新しい熱を与えよ


　この世に新しい革命をもう一度起こせ」







◎38ロシアの陰謀で、かつて中央アジアで大帝国を誇ったトルキスタンが分裂の状態となった。すなわち、帝政ロシアの時代、この地に暴虐が加えられ、また新しく成立したソ連も強い態度で出て来た。


　　このような状況の中で一人のタタール人が夢の中で、イスラーム共同体の衰退と崩壊について述べている。









（１）説教壇ミンバルは神秘主義者スーフィーの、ターバンはウラマーの象徴で、神秘主義者スーフィーやウラマーが信仰の道から他に追いやられたこと。


（２）キリスト教の物質的な魅力。


（３）イスラーム共同体のトルキスタン。


（４）夢を見ているタタール人は、信仰のなくなるのを恐れている。すなわち、内乱である雑草で火は消せないが、雑草が山を成せば火は消えるので。


（５）トルキスタンにおけるイスラーム文化揺よう籃らんの地として共に有名。それが今、ソ連の無宗教のコミュニズムにさらされている。


（６）対句はペルシア語、出所不明。私は指輪の中の宝石のように揺れることはできない。すなわち、ロシアの足あし枷かせをはめられたタタール人だ。


（７）夢の中で突然。


（８）イラン・イラク・アフガニスタンと旧ソ連中央アジアを領土としたティムール朝（一三七〇～一五〇七年）の始祖（一三三六～一四〇五年）。


（９）朝焼けの。希望の意味がある。


（10）以下三つの対句はティムールの言葉。クルアーン第13章11節参照。


（11）ロシアに対抗する努力をしていない。この分裂こそ衰退の原因である。それゆえ、タタール人は団結しなければならない。


（12）対句はペルシア語。心に神の唯一性を取り戻し、イスラームの人間性に富んだ革命を起こせの意。









39　陶酔の境地ハールと修行の段階マカーム








もし心が生きて目覚めているなら　やがて


神の僕に　心（１）眼がさらに与えられる






す（２）べてが状況と段階に応じてある


求道者の時と場は刻々と変わる






言葉や意味の違いはない　だが


ムッラーの礼拝告知アザーンと聖戦士のそれは別（３）のこと






両者の飛翔はその同じ空　だが


禿（４）鷹はげたかの領域と白鷹のそれとは別の場所







◎39イクバールはこの詩を通して人々に、聖戦士のような人生を送るべきと示唆している。人は同じ世界、同じ時にいても心の持ち方、すなわち個々人の事情や修行の段階により、異なった意味が出て来るという。なお陶酔の境地ハール、修行の段階マカームの言葉は神秘主義の用語である。









（１）普通の人には見えないものが見えて来る目。クルアーン第50章37節参照。


（２）神を探し求める者がさまざまの段階を経て行くと、日常のルーティーンとは違うものが見えて来る。


（３）ムッラーの礼拝告知アザーンは日常的・習慣的に行われ、聖戦士のは心の踠きや情熱と関係があるので。


（４）禿鷹は動物の死肉を餌えさとするので、空高く飛ぶ必要はない。白鷹は生きた鳥を餌とするので高く飛ばなければならない。









40　アブール・アラー・ムアリー








ムアリーは決して肉を食べなかったと言う


いつも野菜や果物を食べて過ごしていたと言う






ある時友達が焼き山やま鶉うずらを送って来た


そのチェス好きは考えた　き（１）っと詰ませられるだろうと






焼きたての肉ののった食布を見たムアリーは


〝ガ（２）フラーン〟と〝ラ（３）ズーマート〟の著者であったが言い始めた






かわいそうな鳥よ　少し話してみてくれ


おまえの罪は一体何だったのか　その償いにこんな姿になって






気の毒に　おまえは白（４）鷹になれなかった


おまえの目は自然の摂理がわからなかった






これこそ太古からある運命の裁きの掟おきて


弱（５）き者への罪の罰は突然死と決まっている







◎40この詩の主役はムアリー（九七三～一〇五七年）で、シリアで生まれ、生涯の大半をバグダードで過ごした優れたアラビア語詩人だった。六歳の時、天然痘を患い、失明した。記憶力は抜群で、生涯肉類を口にしなかった。人生に対する見解は、力なく虚弱な者は天地創造の時より生きる権利は与えられなかったとする。この考えを、イクバールは最後の対句に表しメッセージとしている。









（１）肉の味を覚えさせ、菜食主義の固い誓いをやめさせられると考えた。


（２）Ghafrān七天を旅する物語で、ダンテ（一二六五～一三二一年）の『神曲』にヒントを与えた書。


（３）Lazūmātムアリーの頌詩カスィーダの詩集。


（４）白鷹はその力と飛翔力により容易に捕獲されない。


（５）それゆえ、人間は他の悪より身を守るため、自ら力を持たねばならないとしている。クルアーン第８章60節参照。









41　シネマ








確かにそれは偶像売り　偶像作りだ


シ（１）ネマと言うべきか　ア（２）ーザルの技と言うべか






あ（３）れは芸術でなく　異教徒の仕方だ


これも芸術でなく　魔術師の仕方だ






あれは古い時代の民族の宗教


これは現代文明の商いだ






あれはこの世の土で作られ　これは地（４）獄の土で作られ


そ（５）の寺院は黄土色　これは灰色







◎41イクバールは芸術について、その重要性を認めるものとそうでないものを区別する。この詩で、映画を偶像作りのフィルム産業として否定している。









（１）シネマは偶像である役者をつくり、見せてお金を得ているので、アーザルの偶像作りと何ら違いはない。クルアーン第31章６節参照。


（２）預言者イブラヒームの父親で、偶像作りで有名だった。ムハンマドは偶像崇拝を認めなかった。


（３）偶像崇拝も映画も、人間を正しい道から追いやるものと考えている。


（４）地獄は火を燃やす。火はすべてを灰、すなわち灰色にする。白黒のフィルムを灰色の館としている。


（５）寺院は土でできているので黄土色、映画は白と黒のフィルムでできた家なので灰色としている。









42　パンジャーブの師の子孫たち








わたしがシャイフ・ムジャディドの墓を詣でた時


そこの土は空のもとで光り輝くものとなっていた






そこの土の粒子に対し星（１）々も恥ずかしそう


そこの土の中に秘密を知るあの方が隠れているので






その方はジ（２）ャハーンギールの前でも頭を下げなかった


その方の熱い息で　自由な人々の熱気がある






その方はインドでイ（３）スラーム共同体の番人


その方をアッラーはいい時に目覚めさせたものだ






わたしはその方に頼んだ　わたしに清貧の道を与えよと


わたしの目は見る力はあるが　開いていないのでと






だが声がした　托鉢僧の清貧は終わってしまったと


パンジャーブの地に聖者は嫌気がさしてしまったと






その地は聖者がいる所でないと　そこでは


鍔（４）つばなし帽子の代わり羽（５）根飾り帽子が流は行やっている






鍔なし帽子では神に対する気持ちがあった


羽根飾り帽子はあの政府の方へ　奉仕の気持ちで酔わせてしまった







◎42この詩の要旨は次のとおりである。パンジャーブで神秘主義者スーフィーや彼らの子孫たちは預言者ムジャディドの清貧をやめ、その代わりイギリス人への奉仕を始めた。それゆえ、眼識ある人々はパンジャーブに嫌気がさしてしまった。イクバールは、このようなパンジャーブ人をムジャディドを手本として批判した。シャイフ・ムジャディド（一五六四～一六二四年）はインドのパンジャーブに生まれたが、学業を終えるとアーグラに出て、アブール・ファズルやファイズィーと会った。当時アクバル大帝が不信仰と多神教を含む新しい宗教を起こそうとしているのを知ると、猛烈に反対してやめさせた。アクバル大帝の後、ジャハーンギール大帝にも仕えた。









（１）星の光も墓の前では色褪せて見えるので。


（２）ムガル帝国第四代皇帝（在位一六〇五～二七年）に初めて謁見した時、跪拝をせず、その怒りに触れた。


（３）ムガル帝国第三代皇帝アクバル（在位一五五六～一六〇五年）の新しい宗教政策に反対した。


（４）神秘主義者スーフィーの被る帽子。


（５）領主などが被る帽子。









43　政治








このゲームで役割を決めることが必要である


チェスをする人の意向で　おまえが女王　わたしが兵士






無力な兵士は　どうしようもない駒だ


だが女王の駒でも駒を動かす人の気持ちは隠されたまま







◎43政治はチェスのようである。政治家は自分の部下を自分のために使う。しかし、使われている者は使う人の真意は知らされていない。インドにおいてイギリス時代の政治を表している。









44　清貧








一つの清貧は猟（１）師に獲物になることを教える


もう一つの仕方では世界を征服する秘密が明らかになる






前（２）者の仕方で諸民族の中に零落と悲しみが生じる


後（３）者の仕方で土の中に錬金術の特徴が生じる






後者の仕方はシ（４）ャビールので　支配や優位が生じる


それはムサルマーンの遺産で　シャビールの財産である







◎44清貧について二つが述べられ、前者は一般に理解されているもの。イクバールは後者がよいと考えている。





（１）宇宙征服の努力はせず、待って運命を見よとの指示がある。クルアーン第29章69節参照。


（２）この種のものでは民族に敗北感を与える。


（３）人間の能力を磨くことになる。


（４）十二イマーム派第三代イマーム・フサイン（六二六～八〇年）のこと。カルバラーの悲劇でその壮絶な死により「殉教者たちの長おさ」と称される。情熱と勇気で有名。









45　自我








金や銀の代わり　自我を売るな


火（１）花の代わり　誰も炎は売らない






洞察力のあるフ（２）ィルダウスィーは言う


その眉（３）墨にイランの人々の目は輝いているが






「金かねのために怒り　かっかとなるな


　おまえはおまえでなければならぬ　金のことは言うな」







◎45人間にとり一番重要なことは、富でなく自我の堅持である。










（１）火花は金や銀、炎は自我を表す。火花は一時のもの、炎は他に熱を与えることができる。クルアーン第４章77節参照。


（２）サーマン朝およびガズナ朝期のペルシア詩人（九三四～一〇二五年）。その叙事詩Shāhnāmah（〝シャー・ナーメ〟）は、現代イラン人の誇る文化遺産として高く評価されている。


（３）フィルダウスィーの学識。









46別離








太陽は金色の糸で衣を織っている


この世のために　光の衣を






世界は静まり返り酔っている　あたかも


すべての者が神から拝謁の栄誉を賜わっているかのように






川や山　月や星に


わ（１）かるだろうか　この別れと不安が






わたしは別離の悲しみに囚われている


この土（２）塊だけが知っている　別離ということを







◎46世のすべてのものが神の前にいるかのように安心し切っているように見え、人間だけが不安そうである。それは創造主から遠く離れているからである。この考え方は神秘主義の詩に多い。クルアーン第50章33節参照。






（１）川や山、月や星にはわからない。なぜなら、それらはすべて神の一部の現れであるから。


（２）人間。クルアーン第15章26節、第２章36節参照。









47　ハーンカー








比ひ喩ゆや隠喩を使っての表現は今の人には不向きだ


それにわたしたちもよくできない　うまい言い方が






「生（１）き返れ」と言った人は今は行ってしまった


残っているのは墓守と穴掘り人だけになってしまった







◎47イクバールの時代の、一般的なハーンカー（スーフィー教団の道場）様子を述べている。









（１）イーサー（イエス・キリスト）の死者を蘇そ生せいさせる奇跡。クルアーン第３章49節参照。









48　イブリースの嘆願








この世の神にガ（１）ラーズィールは訴えて言った


人（２）間の土でできた一握りは火の塊になってしまいました






精神はひ弱で体はふとり　身の無様を隠すのに衣をまとい


心は今にも死にそうで　頭の働きはずる賢く






東洋の決まりで不（３）浄と言われたものを


西洋の宗教家に倣い　すべて汚れなきものにしてしまい






お知りにならないのですか　天国の天女たちが


悲しんでいるのを　この世の楽園の荒廃の思いで






今日の政治家はみんな　人々のイブリースとなっております


今はわたしの必（４）要性はございません　この天の下に今はもう







◎48ある日、イブリース（悪魔）はアッラーに言った。人間は善行や慈悲の考えをやめてしまった。そして火から生まれたイブリースのようになってしまった。この性質こそ人間が政治家から模倣して得たものだ。今、地上で政治家がイブリースの役（クルアーン第７章17節参照）をして人々を迷わせており、イブリースは地上での自分の役目はなくなってしまったと考え、アッラーに天上に返してほしいと願い出ている。










（１）イブリースの本名。なおイブリースとは、火でつくられ、アーダムに跪拝しなかったため追われ、永遠に呪のろわれた。クルアーン第７章12～13節参照。


（２）人間自身が火でできたイブリースになってしまい、火の属性を得てしまった。


（３）イスラームの社会では、飲酒・賭博・銀行での利子などは禁忌であった。


（４）そういうわけで、天国に戻してほしいと願っている。









49　血








もし体の中に血があれば恐れや畏い怖ふの情もない


もし体の中に血があれば心は妄想に囚われない






この高価なものを得た人　その人は


金や銀を欲しがらない　貧困の悲しみすらない







◎49詩の中で血の意味は生きる熱望、勇気や情熱を持って生きる努力などである。敬虔なイスラーム教徒の条件の一つが勇気である。クルアーンでは、敬虔なイスラーム教徒は恐怖や嘆き悲しみは持たないとなっている。









50　飛翔








ある日　野原に棲む鳥に木が言った


色と匂いのこの悲しみの住み処のもとは何とも残酷だ






神さまがわたしにも腕や羽を与えてくれていたら


この実り多き世界は　もっと華やかだったろうに






野原の鳥は見事にそれに答えて言った


神の公平さを不公平にとって言うとはひどい






この世で飛ぶ快楽は　そういうものでは資格がない


い（１）つもいる所が土の恩恵から離れられないようでは







◎50精神の世界で飛翔するためには、精神の飛翔の道で障害になっている土の世界との関係を壊さなければならない。すなわち、この世にいながら魅了された天使界、さらにその先にある天界にまで行くことを考えるのは無意味である。









（１）木は土中深く、そして四方八方に根を張って養分や生命を得ているので。









51　学マク校タブの師へ








学マク校タブの先生は一人の建築家です


その仕事とは人間の精神にかかわるものです






皆さんに役立つことを


こう言っております　詩（１）人のカーアーニーは






「太（２）陽の前に塀をつくるな


　中庭に日差しが欲しいなら」







◎51学マク校タブにおける教師の責任について、ペルシア詩人カーアーニーの対句を使って述べている。









（１）本名ハビーブ・アッラー・カーアーニー。イランの有名な頌詩カスィーダのペルシア詩人（一八〇七～一八五三年）。イクバールは時々カーアーニーの詩を引用する。


（２）学マク校タブの先生は学生の精神に暗闇が生じるような、また学生が自然の光に不足するような教育をしてはいけないの意。対句はペルシア語。









52　哲学者








高く飛ぶ羽はあったが勇気と高こう邁まいさに欠け


哲（１）学者は愛の秘密は得られなかった






禿（２）鷹は空中で白鷹のようであったが


生きた獲物の味は味わったことがなかった







◎52禿鷹は白鷹のように生きた獲物を捕らえるのでなく、死肉を食べ生きており、格闘の跡が見えない。それと同じく哲学者にも、聖戦士のような現状をよくしようとする努力の様子は見られない。イクバールは努力を評価する。









（１）哲学者は語るだけ。クルアーン第29章69節参照。


（２）いつも死肉を食べている。









53　白鷹








わたしは地上の土の世界から離（１）れてしまっている


食べ物の名が水と穀粒である所から






荒野の孤独が好きだ　わたしは


この世の始まりより　わたしの本性は托鉢僧のようだ






春風もなく　庭師もいず　夜鶯鳥もいず


恋する思いを歌にする恋煩いもいず






花園の人たちから離れていることが不可欠なこと


そこの人たちの仕（２）草は不快だ






荒（３）野の風で強くなっている


若者の勇者のような一撃が






雉や鳩のような空腹でない　わたしは


鷹（４）の一生は托鉢僧のようだ






襲（５）いかかり引っ繰り返る　引っ繰り返り襲いかかる


これぞ血を煮えたぎらかすやり方だ






東や西が雉（６）鳩の世界


わが世界とは限りなき青い世界






わたしは鳥の世界の托（７）鉢僧


白鷹とは巣というものを作らない







◎53イクバールは、この詩の中で白鷹を鳥の世界の托鉢僧とし、そのすべての特徴を述べている。すなわち、自制心や自尊心を持つ。巣など作らず他と関係を持たない。高い飛翔力を持つ。孤独を好む。鋭い視線を持つ。イクバールはこのような白鷹を、敬虔なイスラーム教徒の完全人間マルデ・モミンの象徴としている。


　　詩の中では白鷹が自分の言葉で自分について述べている。









（１）この世から離れて生きることは托鉢僧の特徴である。


（２）媚び態たいを示す態度。


（３）荒野においては、努力して生きねばならない。


（４）空白を消すために流血はしない禁欲家のようである。


（５）獲物に。


（６）生きている昆虫類を食べているので、それなりの自尊心を持つ。だが白鷹に比べ飛翔力がない。


（７）托鉢僧には定まった家がなく、夜となれば、いる所で寝る。白鷹は巣を作らず、夜になると高い山の頂がその塒ねぐらになる。









54　反抗する弟子








われらには陶製のランプも与えられていない


師の家は電気の明かりで明るい






町の人であれ田舎の人であれ　イスラーム教徒は素朴


偶像のように拝んでしまう　カアバのバ（１）ラモンを






供（２）物ではない　マッカの師が取る利（３）子だ


ずるさがにじむ襤（４）褸衣の中には商人の小こ賢ざかしさがある






説教の時座る座布団も遺産として使っている


鷹（５）の居場所を烏が占拠したかのようにして







◎54師に反抗する弟子の言葉で詩は書かれている。弟子は自分のおちぶれた様子を師と比較し、師は供物を弟子より無理矢理取り、また債務者から利子を取る金貸しのようになってしまい、彼らより以前の師とは違うようになってしまったと非難する。





（１）ヒンドゥー教徒の中で最高位のカーストの者。イスラームにはカーストの思想はなく、ここでは皮肉の意味を含んだ偉大な者。


（２）弟子は師に供物を捧げる。


（３）利子はイスラームでは禁忌である。クルアーン第２章275節参照。


（４）神秘主義者スーフィーの師から伝授された衣で、ガウンとターバン。金貸しはインドの男性用民族衣装クルター・パジャマを着用しているが、ガウンの中に金を隠し入れる。


（５）立派だった先代までの師を指す。









55　ハールーンの最後の忠告








ハ（１）ールーンは臨終の時　息子に言った


いつかおまえもこの道を通らねばならない






異教徒の目から隠れている　死の天使は


だがム（２）サルマーンの目からは隠れていない







◎55イスラームでは来世の存在を信じる。それゆえ、人間は死を覚悟し、現世では善行を積まねばならないと考える。来世でその報いがあるとされている。









（１）アッバース朝第五第カリフ（在位七八六～八〇九年）。当時多数のギリシア語の文献をアラビア語に翻訳させる。三人の息子がいたが、この忠告が誰宛だかわからない。


（２）イスラーム教徒ムスリムは死の天使を自覚している。クルアーン第32章11節参照。









56　専門の心理学者へ








勇気があるなら瞑めい想そうの世界から抜け出せ


自（１）我の海に今も島々が隠れている






この沈黙の海の秘密は開かない


おまえがそれをム（２）ーサーの一撃で割らない限り







◎56イクバールは人々に瞑想の世界から抜け出て、行動を通して真実を知るようにとアドバイスをしている。









（１）人間性の中には気づかれていない多くのものがある。


（２）ムーサーは杖つえの一撃で海を二つに割った。ここでは絶えざる努力の意。クルアーン第26章63節参照。









57　ヨーロッパ








長い間ユダヤ人の高利貸しは待ち伏せしている


その狡猾さの前ではチーターでも何もできない






やがて落ちる　完熟の果物のように


さあ見てくれ　結局どの籠の中にヨーロッパが入るか



（ニーチェの詩より）









◎57この詩はニーチェの考えを参考にしたものである。その考えは、高利貸しのようなユダヤ人の勢力がヨーロッパ中を覆っている、そしてヨーロッパの様子を見ると熟れた果実のようで、いつ落ちるか誰にも予測がつかないとしている。

　時期はヒトラーの台頭の時である。









58　思考の自由








能力が弱まり飛ぶことにふさわしくなくなった鳥


その哀れな鳥の末路は落（１）下だけである






すべての人の胸が天（２）使ジブリールの降り立てる場でもなく


すべての思想が天国の鳥の狩人になれるわけではない






その民族の中で思考の気まぐれは危険である


すべての束縛より自由である民族の人々の






神が与えた考えによりこの世は明るい　とはいえ


滅（３）多矢鱈の思考の自由とは　イ（４）ブリースの考案である







◎58二つの思考法が示されている。一つは何か神のような大きなものを基にして、社会全体の利益や繁栄をもたらす思考法。もう一つは何の束縛もない勝手気き儘ままのもの、それは社会的に何の方向性も示さないもので、イクバールは前者をよしとする。





（１）イブリース（悪魔）に唆そそのかされて。


（２）最初にムハンマドに啓示を与えたとされる。クルアーン第２章97節参照。ジブリールを受け止められるのは、ただムハンマドのような者だけである。


（３）神の恵みを誤った仕方で使用し、人間社会を混乱させる思考方法。


（４）アーダムに跪拝せよの命令に背き、火獄行きを宣告されたが、最後の審判の日まで猶予され、以後人間を惑わす存在となった。クルアーン第７章14～18節参照。









59　ライオンと騾ら馬ば









ライオン








荒野や砂漠の生き物の中でおまえの姿はほかと違っている


おまえの両親は誰なんだ　おまえはどの部属に属しているのか







騾（１）馬








わたしのお（２）じいさんを知らないのか　あんたは


それは風のように速く　厩きゅう舎しゃの誇りとなるものさ



（ドイツの詩より）









◎59この詩はドイツの詩からヒントを得たもので、ライオンと騾馬の対話の形式となっている。家系は一般的に父親の方から始まるが、父の系統が大したことでなく、母方の方が優れていると、母方の系統を誇る。すなわち、騾馬はライオンの質問に答えて、母方の系統を誇っている。









（１）雄驢馬と雌馬の雑種。


（２）母方のおじいさん。もし父の話をすると驢馬の子孫と言わねばならないので、母を思い浮かべながら言っている。









60　蟻ありと鷹









蟻








わたしは踏んづけられ蔑さげすまれ困惑し痛みに満ちて


あなたの立場はなぜ　星々よりも高くあるのですか







鷹








おまえは餌を探す　道の土の中で


わたしは九天をも入れない　わが視野の中に







◎60人間は高い目的を獲得するためには、理想を高く掲げなければならないという教訓。









キタ１








わが性格は夜明けのそよ風のようだ


わが速度は時に遅く時に速く


わたしはバラやチューリップにサテンの衣を被せる


棘（１）の先は針のように尖とがらせて







◎キタ１イクバールは自分の性格を述べながら、優れた詩人の特徴を明らかにしている。









（１）読者の優れた本性をさらに美しく鋭くさせながら。









キタ２








昨日　自分の弟子たちに導師はこう言った


本物の真珠より十倍も価値があるのだ　次の言葉は


これらの人にとって西（１）洋の酒はまさに毒の水


その子供たちに自尊心がなく抵抗力がないと







◎キタ２西洋文化に毒されないためには、若者はどうあらねばならないかを忠告している。









（１）西洋文化。












詩集『ジブリールの翼』とイクバール
















１　詩集『ジブリールの翼』の出版









　Bāl-e-Jibrīl（『ジブリールの翼』）はイクバール（一八七七～一九三八年）の最も人気を博した詩集である。これは一九三五年一月、イクバールの死の三年前に出版された。手元にある一九七二年出版のものは第十八版で五千部、それ以前には八万七千部が出版されており、総計で九万二千部となる。それより二年前に出版された詩集Jāvīdnāmah（〝永遠の書〟）と出版数を比べてみると、人々の好みが容易に推測できる。誇張するまでもなく〝永遠の書〟はイクバールの傑作である。しかし二十年間で、たった二千部しか出版されなかった。一方、『ジブリールの翼』は〝永遠の書〟と同じ年月に、四万二千部が出版されている。その理由は明らかである。


『ジブリールの翼』は、ウルドゥー語の詩集で技巧に富んでいる。一方、〝永遠の書〟はペルシア語による詩集であった。


　イクバールはウルドゥー語で四冊の詩集を出した。それは、一九二四年のBā[image: ]g-e-Darā（『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』花神社、二〇一一年）、一九三五年の『ジブリールの翼』、一九三六年の[image: ]arb-e-Kalīm（〝ムーサーの一撃〟）、同年の[image: ]（〝ヒジャーズの贈物〟）の四冊で、その中でも『ジブリールの翼』がイクバールの最も優れた詩集とされている。


『ジブリールの翼』と〝ムーサーの一撃〟の共通点はバランスのよさである。


『ジブリールの翼』の中には哲学的な思考は少なく、詩的なものが多い。一方、〝ムーサーの一撃〟はその反対で、哲学的な思考が多く、詩的なものが少ない。


　この相違は、次のような対句により明らかにすることができる。例えば、〝ムーサーの一撃〟の中にはこのような対句はほとんど見当たらない。







輝かしく美しい巻き毛をさらに美しく輝かせ


わが理性と知性を虜にさせてくれ　わが目と心を虜にさせてくれ





ガザルⅠ・３-１









驚くべきことだ　わたしに自我の喜びを与えて


あれは望んでいる　わたしが自分勝手でないことを





ガザルⅡ・３‐４








　また、〝ムーサーの一撃〟の中には髪のような単語はなく、次のような調子である。







言葉と意味の関係　命と体の関係は


燠おきが灰の衣をまとっているようなもの









もしあなたが混乱しないなら率直に言おう


人間の存在は精神でもないし肉体でもない








　これらの対句が二つの詩集の基本的な相違を示している。また書名からもその違いがわかる。すなわちジブリールは、神の言葉をムハンマドに伝えた天使であり、ムーサーはシナイ山で神の光に打たれた者である。これらの固有名詞が示すとおり、『ジブリールの翼』は高潔な内容で、精神的に安らぎを与えるものであり、一方、〝ムーサーの一撃〟の内容は、人間の間違った考えに対する指摘や攻撃である。換言すれば、前者の目的は高い精神的な真実を確認するもので、後者は間違った信念や思考を論破することである。







２　詩集の構成








　本書はガザル（抒情定型詩）、ルバーイー（四行詩）、そしてナズム（自由詩）から成っている。最初のガザルは、十六編の前半部分のガザルと、六十一編の後半部分のガザルに分かれている。


　前半部分の初めの五編のガザルの中で、イクバールは真実の恋人マーシューケ・ハキーキーである神に語りかけている。しかし、その後のガザルでは神に不平を述べている。それは次のようである。








神よ　この消え去る世界でもいいものだが


清廉潔白で腕の立つ人が　なぜ持て囃はやされないのか





ガザルⅠ・16‐１








　不平を言いながらイクバールは、それが横柄とも言える域に達してしまったかのように感じ、その激しさを次の最後の対句で鎮めている。







イクバールは神の前でも黙っていられなかった


誰かこの横柄な物言いをする口を閉じさせてくれてたら





ガザルⅠ・16‐16








　このような神への不平などを含んだガザルの中に飛び飛びにルバーイー（四行詩）が十五編入っている。そして後半の六十一編のガザルとなる。その後にルバーイー（四行詩）がまとまって二十一編続く。


　ナズムには六十編のナズムと、その間に飛び飛びに置かれた七編のルバーイーと二編のキタ（断片詩）がある。ナズムには詩的情緒と真実の姿の描写が混在している「酌人の賦」や「コルドバのイスラーム寺院マスジド」のような作品があり、それらはウルドゥー文学の中でも高い完成度を持つ作品とされている。


　最近のイクバールに関する本は、イクバール・アカデミーから出されるものが定本となっている。それによると、『ジブリールの翼』に出て来るルバーイーはガザルの後半部分の後にまとめて置かれている。そこで本書でのルバーイーの扱いはそれに倣った。







３　詩集の全体的な特徴









⑴








　本書はイクバールのウルドゥー語での二番目の詩集で、『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』出版の十一年後、一九三五年に出された。『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』出版の前にもイクバールはAsrār-e-Khudī（〝自我の秘密〟一九一五年）、Rumūz-e-Bekhudī（〝忘我の秘義〟一九一八年）、Payām-e-Mashriq（〝東洋からのメッセージ〟一九二三年）の三冊の詩集をペルシア語で書いた。そして、その後にもイクバールはZabūr-e-‘Ajam（〝ペルシアの詩篇〟一九二七年）、〝永遠の書〟（一九三二年）、Musāfir（〝旅人〟一九三四年）をペルシア語で書いた。このようなわけでウルドゥー語の使用者にはイクバールの詩集は、幾分遠い存在になってしまっていた。そのため、一九三五年にウルドゥー語で書かれた『ジブリールの翼』が出ると、ペルシア語を理解しない人々も極めて高い関心を示し、この本を買い求めた。イクバールはこの詩集の中で、今までにペルシア語で書いた詩集に盛り込んだほとんどの考えを提示したと言われる。それゆえ、ウルドゥー詩の愛好者はイクバールの考えを初めて充分に知ることができるようになった。







⑵








　この詩集は、イクバールの自我の哲学をかなり明瞭にウルドゥー語で語ったものである。それ以外にも、イクバールの愛や貧困、知性や理性、信仰などについての基本的な考え方が示されている。このようなことは〝永遠の書〟の中でもよく表されていると言われるが、それはペルシア語で書かれており、多くの人に容易に理解されるものではなかった。







⑶








　この詩集の中の幾つかの優れた詩は、アフガニスタンやイギリス・イタリアなどに滞在中に書かれた。もしイクバールが一九三一年、三二年のロンドン円卓会議に出席しなかったとしたらヨーロッパの各地を訪れることもなく、「コルドバのイスラーム寺院マスジド」のような作品も書かれなかったかもしれない。同じく、イクバールがガズニ朝時代の人、ハキーム・サナーイーの墓参りの後に書いたガザルも、アフガニスタン国王の招待でアフガニスタンを訪れた時に書いたものであった。







⑷








　この詩集の中には新旧の書き方の違いが見える。連続した意味を持つガザルや神秘主義の詩ルバーイー、哲学的、政治的なナズムなどである。







⑸








　この詩集のところどころで、イクバールは神秘主義詩人のジャーミー（一四一四～九二年）やベーディル（一六四四～一七三〇年）の書き方も取り入れている。それゆえ、神の唯一性の色合いも生じているが、それは次のようなものである。






あなたは何ということをした　わたしを暴露させ


わたしは一つの秘密だった　この宇宙の胸の中で



ガザルⅠ・１‐５








見る目をつくれ　蚊のみ顕現とは自然の理ことわり


波なしには　海が海でありえないように



ガザルⅡ・１−１‐３








世を捨てた神秘主義者カランダルの考えの本質とは　人生は


放たれた矢　だが矢は弓からそんなに遠く離れていない



ガザルⅡ・27‐３









⑹








　連続したガザルの視点から見て、この詩集はウルドゥー文学において高い位置を占めている。一九三四年までは、イクバールをウルドゥー語の優れた詩人と考えようとしなかった人々も、一九三五年に『ジブリールの翼』が出版されると、その考えを変えたと言われている。そのような優れたガザルの幾つかの例を抜き出してみる。






まだわたしから隠れてベールの中にいるのがいい


心を越えて　わが視線は　抑えがきかずにいるので



ガザルⅠ・９‐５








わたしから　夜明けの嘆きの楽しみを取り上げてしまうな


おまえはその目の怠慢に　余計な気遣いなどしなくていい



ガザルⅠ・12‐５








驚くべきことだ　わたしに自我の喜びを与えて


あれは望んでいる　わたしが自分勝手でないことを



ガザルⅡ・３‐４








知識の中にも楽しみがある　だが


それは　天女のいない天国でしかない



ガザルⅡ・20‐３








夜明けの歌がわたしの肝臓を血に染まらせた


神よ　過ちの罰がこうであるその過ちとは一体何か



ガザルⅡ・33‐６








愛の鋭い刀剣を誰がかすめ盗とったか


学問の手の中で　鞘さやは空　酌人よ



ガザルⅠ・８‐５








この世もあの世もあなたの自由な僕たちの世界ではない


ここでは死ぬことの束縛　向こうでは生きることの束縛



ガザルⅠ・10‐２









⑺








　イクバールは人生の重要な問題を、神秘主義のペルシア詩人ルーミー（一二〇七～七二年）の対句で解決しようとする。イクバールはルーミーに問を発し、それをルーミーの対句で答えている。その一つの例を次に挙げる。







インドの弟子








宗教の秘密が理解できません


審判の日がいかに確信できるのですか







師ルーミー








審判の日となって審判の日を体験せよ


すべてを思い描いてみることが理解の条件である



ナズム24・師と弟子








　このようなもの以外にも、イクバールはたくさんの対句の中でルーミーの偉大さを認めている。そしてルーミーの教えを伝えようとしている。






第二のルーミーの誕生がなく　非アラブアジャムのチューリップの花園に


イランの花や水は前のまま　タブリーズも前のまま　酌人よ



ガザルⅠ・７‐５








おまえの治療はルーミーの火の熱の中にある


おまえの知力の上を西洋の魔術が覆っている



ガザルⅡ・３‐８








ルーミーとの交友で　次の秘密がわかった


思いを巡らす賢者は襟元に頭　カリームは手に頭



ガザルⅡ・16‐５








チェスの駒は残らず　その戦法もない


ルーミーは勝った　ラーズィーは負けである



ガザルⅡ・52‐１









⑻








　この詩集の中で、イクバールはたくさんの対句によって自分自身のことを述べている。それらによりイクバールの考え方がわかる。






酒の入ったわが小さい土瓶でも幸せ　この時代


ハーンカーにいる神秘主義者スーフィーたちの瓢ひょう箪たんは空だから


（イクバールは、自分自身の理想や目的を語っている）



ガザルⅠ・９‐４









高い目標と勇気を持つ人々の参さん詣けい地となった　わたしの墓は


わたしが道の埃ほこりに　アルヴァンド山のような秘密を伝えたので


（これもイクバールが高い使命感を持っていることを暗示している）



ガザルⅠ・10‐６









わが人生の夜はこの葛かっ藤とうの中で過ぎる


時にルーミーの悶えで　時にラーズィーの不安で


（イクバールがルーミーらに心酔していたことを示す）



ガザルⅠ・13‐３









わたしの乱れた声を詩歌などと考えるな


わたしは酒屋の中の秘密を知っている


（イクバールは何かの使命感を持っている）



ガザルⅡ・28‐３










⑼








　この詩集の中で、イクバールは〝ペルシアの詩篇〟の研究を進めている。この研究がイクバールにとってどのようなものであったかが対句から推測できる。






もし関心があるなら〝ペルシアの詩篇〟を読んでくれ


夜半の嘆きには秘密の声がないものではない



ガザルⅡ・15‐７









⑽








　この詩集の中で、イクバールは極めて明瞭に資本主義を批判している。ウルドゥー文学の中でも、次の対句はその最たるもののうちの一つと言える。






農民が日々の糧を得られない畑なら


そんな畑のすべての穀物の穂は燃やさせてしまえ



ナズム９‐４









４　詩の特徴









⑴








　イクバールはその大部分の対句で、神をからかいの対象とした。そのような対句の幾つかの例を示すと次のようである。






喉のどの渇きに　海から露の滴しずくを得るのでは


これではけちだ　気前よくなれないのか



ガザルⅠ・ルバーイー１








最後の計算の日　わが行動の記録が出されると


あなた自身も恥じ入ってしまうだろう　そしてわたしも



ガザルⅠ・３‐７








もしこの絵が偽りのものならくり返し描いて何になる


あなたには嬉うれしいのか　人間に対するこの安っぽい扱いが



ガザルⅠ・15‐４









⑵








　諷ふう刺しや皮肉の色が濃い。それによりイクバールの怒りに魅力と影響力が出ている。






西洋人がわたしに宗教に背を向けることを教えたが


今のムッラーはなぜイスラーム教徒の恥さらしになっている



ガザルⅠ・15‐５








自分を知らず　神を知らず　世間を知らず


これがあなたの創造の傑作と言ってしまっていいものか



ルバーイー33








教会には焼き肉や赤い酒がある


イスラーム寺院マスジドには説教や教訓のほかは何もない



ガザルⅠ・16‐４








わたしにはおまえはイスラームを口頭で言う者だの言葉で充分


ムッラーはイスラームを心で確認している者だの言葉で大喜び



ガザルⅡ・11‐６








知能は狡猾である　いろいろと姿を変えて


愛は不ふ憫びんだ　学者になれず隠者になれず賢者になれず



ガザルⅡ・39‐２









⑶








　イクバールのガザルの対句には時々、「仮の意味マジャーズィー」と「真実の意味ハキーキー」の両方が含まれる。






輝かしく美しい巻き毛をさらに美しく輝かせ


わが理性と知性を虜にさせてくれ　わが目と心を虜にさせてくれ



ガザルⅠ・３‐１








　この詩の仮の意味とは、詩人は自分の恋人に対して「おまえの虜にわたしがなるように、もっときれいになれ」で、一方もう一つの真の意味とは、「恋人である神に対してわたしにあなたの愛を与えよ、わたしが気が変になるまで」である。


　この対句の中に隠されている面白味は、自分の関心を女性から離して、神に持って行くことにある。このような用法はハーフィズ（一三七二～一四四九年）、ジャーミー（一四一四～九二年）、サーディー（一一八四～一二九一年）、ガーリブ（一七九七～一八六九年）らのガザルの中にしばしば出て来る。そのような例の幾つかを示すと次のようである。






効果があろうとなかろうとわが叫びを聞いてくれ


公正など求めるつもりはない　この自由な僕しもべは


（わたしが求めるのは恋人で仮の意味であるが、真の意味は神）



ガザルⅠ・４‐１









ベールは霊薬である　恋の小路を彷徨さまよう者に


わが炎を燃え立たせる　おまえとの長い間の別れは


（おまえは恋人で仮の意味、真の意味は神）



ガザルⅠ・10‐３








居酒屋にたくさんの人がいるのはなぜか


ただそれは酒場の古老がもてなし好きの人だから


（店の主とは居酒屋の店で酒を出す人、転じて恵みを施す人となり、真の意味は神）



ガザルⅡ・11‐２








わが恋人ひとが好意を示せば　鳥とり籠かごの隅でも自由


そうでなければ　花園の庭でも束縛の場


（自分の思う人が仮の意味であるが、真の意味は為政者とも神とも）



ガザルⅡ・19‐６








酒がなくても　胡瓶がなくても　盃の回し合いがなくても


恋人の宴は　ただその眼差しで華やか


（酒の酔いと恋の酔いとは違う。酒の酔いが物質の作用によって酔う仮の意味で、恋の酔いとは恋人の目配せで酔う精神的な酔いで、真の意味。この場合はもちろん、真の意味が重要）



ガザルⅡ・28‐２









わたしにはその中に運命の深さが見える


友よ聞かないでくれ　その眉墨を塗った目が何か


（眉墨を塗った目とは恋人の目で、美しさと魅力を表す。真の意味は神の姿）



ガザルⅡ・33‐４









　今、幾つかの対句を例として出したが、それらは『ジブリールの翼』の中でも優れた対句とされている。優れた対句とは、心に沁しみ込んで来る心理的なものであり、それを適切な語句で表現できた時に生じる。これらの対句の中には詩人の創造力と思考力とがあり、それが適切に表現されたものと言える。次の対句も、そのような優れたものと言える。






思案の限りのほか　愛や陶酔の話は


ただわかったこととは別離とは心の死


（恋人との別れは仮の意味、真の意味は神との別れ）



ガザルⅡ・38‐４










⑷








　ガーリブ（一七九七～一八六九年）は、川や世界を一滴の滴の中に閉じ込めようとする表現をした（『ガーリブ詩集』花神社、二〇〇六年）。






滴の中にチグリス河が　部分の中に全体が見えないなら


それは子供のおもちゃ　真理を見る目でなかった



『ガーリブ詩集』　ガザル23‐８








　このような対句は深い思想や高い表現力を持つ人だけに可能であるが、『ジブリールの翼』の中にもこのような隠れた表現が数多く見られる。幾つかの例を示せば次のとおりである。






清貧と王権との間に大した違いはない


王は剣を振りかざし　托鉢僧は慈愛の目を降り注ぎ



ガザルⅠ・13‐６








われらは自我でこの色と匂においの魔法を壊すことができる


これこそ神の唯一性　それをわれらもあなたも理解しなかった



ガザルⅡ・１−１‐２








人生とは何か　恋人への思いと姿だけに浸っているだけでは


自我の死である　さまざまのことに気を使っているだけでは



ガザルⅡ・３‐３








わたしは預言者の昇天ミウラージュでわかった


天は人間の世界の範囲内にあると



ガザルⅡ・３‐６








はっきりと述べようか　愛と死の立場の秘密を


愛とは名誉を持つ死　死とは名誉を持たない生



ガザルⅡ・16‐４








知や心や目の第一のリーダーだ　愛こそが


愛がなければ　法や宗教の教えも単なる思考の寺院



ナズム10−２‐５









⑸








　イクバールは、人生の真実や知恵も述べている。そして、それらの対句は人間の目的を表す言葉になっている。






王の威厳があろうと民主主義の披露があろうと


宗教が政治から離れたら　チンギス・ハーン的



ガザルⅡ・17‐４








おお天界の鳥よ　その食べ物より死がいい


食べ物で翔とぶのに支障を来すようになるなら



ガザルⅡ・34‐４








おまえは偶像に期待を持ち　神に絶望


ならば言え　それ以上の不信仰とはどんなものか



ガザルⅡ・25‐２








自我であなたの人生があり　自我であなたの誇りがある


自我を持つ者には王権があり　持たない者には軽けい蔑べつがある



ガザルⅡ・22‐２








聖者の断食でバラモンの魔術は崩れなかった


杖がなければムーサーでも目的が達せられない



ガザルⅡ・50‐７








おまえに諸民族の運命は何たるか語ろう


まず剣と矢尻　そして最後は歌舞となる



ガザルⅡ・29‐３








わたしは世俗に囚われない高位の者カランダルの言葉に恥じ入った


おまえがほかの者の前に跪ひざまずけばおまえの心はなくなり体もなくなる



ガザルⅡ・７‐９









⑹








　イクバールは、たいていの対句で暗示を用いて書いている。






托鉢僧になくてはならないものは自由と死


金や銀の喜捨を出す財の問題は誰かほかの人のもの



ガザルⅡ・39‐５








預言者もあなたのものだ　ジブリールもクルアーンもあなたのものだ


だがこの甘い言葉とは　あなたの説明のためか　それともわたしのためか



ガザルⅠ・２‐４








時にわが鋭い目が存在の心を裂き


時にそれが妄想の中に陥れる役目をし



ガザルⅠ・１‐４








神への信仰と知識の財は強奪されて


これはどの異端者の甘言のせいか　酌人よ



ガザルⅠ・７‐２








ヒズルは一体全体何と言うか言ってくれ


もし魚が言うなら　海は一体全体どこであるかと



ルバーイー26








わが友は　それをも春の効きめと考えた


この恋する者の声が何か　どうしてわかるか



ガザルⅠ・11‐５








この肉体の中に　あなたが与えてくれたものがある


だがわたしにとり非常に難しい　それを見張るのは



ガザルⅠ・15‐２









⑺








　イクバールは、ペルシア語系の単語や構文を多用している。しかし、明快さは損なわれていない。






Jamīltar hai[image: ] gPul-o-lPālah fai[image: ] se us ke


NPigāh-e-shā‘ir-e-rPangī[image: ] nPawā me[image: ] hai[image: ] jPādū


詩人の恵みによりバラやチューリップの花はさらに美しくなる


華やかな詩人の目は空中にある魔術師だ


（Jamīltar：ペルシア語の比較級の用法。Nigāh-e-shā‘ir-e-rangī[image: ]に見えるようなイザフェの使用。対句中Ｐの印はペルシア語系の単語の意）



ガザルⅠ・９‐７








Wuh dPānā-e-sPubl khatm arrusul maulā-es ne


Ghubār-e-rPāh ko bPakhshā fParogh-e-wādī-e-sīnā


彼はすべての道に通じ　この世の最後の預言者　全宇宙の主ぬし


道の埃ほこりに　シナイの谷の神の顕現のような輝きを与えた


（dānā-e-subl, maulā-e-kul, Ghubār-e-rāh, farogh-e-wādī-e-sīnāのようなイザフェの使用。bakhshāを与えるの意でペルシア語のbakhshīdanを用いる。対句中、Ｐの印はペルシア語系の単語）



ガザルⅡ・１−４‐６










⑻








　イクバールは、基本的な思想のためにガザルでも意味を連続させて書いている。そして、一編のガザルの中で一つの考えを示している。特に第一部の最初の五編は、すべて意味の連続性を持つもので、神の讃さん歌かである。


　イクバールは神への献身と愛を知性よりも優れたものとした。これはイクバールが詩人であるだけでなく、思想の伝達者であることを示している。この点がミール（一七二三～一八一〇年）やモーミン（一八〇〇～五一年）、ガーリブ（一七九七～一八六九年）らと異なる。







⑼








　この詩集のガザルには燃えるような情熱がある。イクバールにおける、その最もよい例がペルシア語詩集〝東洋からのメッセージ〟にあると言われるが、この詩集でもそれがある。


　イクバールの詩には、ミールの詩の中にあるような情熱がある。両者の相違は、ミールの対象が恋人であったのに対し、イクバールは民族に対してであった。すなわち、イクバールは民族に対し、石工ファルハードがアルメニアの女王シーリーンに抱いていたような、ライラーを求めて砂漠を彷徨ったカイスのような愛を持っていた。


　一九三八年四月二十日の夜半、死の直前にイクバールは、突然すすり泣きをし、その後それは一時おさまった。傍そばにいた人がその理由を尋ねると、イクバールは「わたしはわが同胞に確かなメッセージを送って来たと思っている。しかし今、もし人々がわたしのメッセージに沿って行動してくれないとしたら、一体どうすればよいのかと考えていた」と答えた。


　このようなイクバールの激しい愛は彼の詩作に不滅の地位を与えた。次の対句の中にもそのことが窺うかがえる。






その痛みが決して消えない棘とげを与えよ


神よ　その一刺しが消えない苦痛を与えよ



ガザルⅠ・５‐５








わが不運はそのまま　あなたの無関心もそのまま


わたしには何の役にも立たなかった　笛の吹き方のこの上達も



ガザルⅠ・13‐１








イランにもトルコにも残っていず


古代皇帝を亡き者とした清貧のあの僕たちは



ガザルⅡ・１−２‐２









⑽








　ガザルの中の用語は、日常語でありながらも高度な内容を秘めている。哲学的な内容を表現する場合、堅苦しさや複雑さが生じることがあるが、イクバールの場合はそれが少ない。






イクバールは希望を失ってはいず　荒れた地に


少し湿ればこの地でも肥ひ沃よくになる　酌人よ



ガザルⅠ・７‐６








あなたの慈悲でわが日が過ぎる


友への不満もなく　社会への批判もなく



ガザルⅠ・11‐７








わたしは仲間に嫌われ　ほかの者にも嫌われ


だがわたしは毒物を　砂糖だなどと言えなかった



ガザルⅠ・16‐11








自らの心に沈潜して人生の手がかりを得よ


わたしの言うことがわからないならそれでいい　自分で気づけ



ガザルⅡ・７‐５








邪教徒であるなら剣を頼りにする


敬虔なムスリムなら剣を持たずに戦う



ガザルⅡ・12‐３








自我であなたの人生があり　自我であなたの誇りがある


自我を持つ者には王権があり　持たない者には軽けい蔑べつがある



ガザルⅡ・22‐２









⑾








　イクバールは神秘主義をイスラーム衰退の原因と考えたが、詩でもその考えを示した。イクバールは神秘主義に反対したのではなく、その根本がイスラーム的でない神秘主義に反対した。イクバールは祈りを例にして次のように書く。






言葉や意味の違いはない　だが


ムッラーの礼拝告知アザーンと聖戦士のそれは別のこと



ナズム39‐３








　この詩集の中で、神秘主義とはっきりとわかる対句の例は、次のようなものである。






この星々の輝きで　あなたの世界は明るい


土からできた人間の衰退の損はあなたのものだ　それともわたしのものか



ガザルⅠ・２‐５








わが酌人は　わたしやあなたの世界を消させてしまった


わたしに「アッラーの外に神はなしラー・イラーハ・イッラッラーフ」の酒を飲ませて



ガザルⅠ・９‐１








わたしはこう教わった　アブール・ハサンから


霊魂は死なない　肉体の死から



ルバーイー30









⑿








　イクバールはその優れた思考力により、自分の考えを人々にメッセージとして伝えている。






鷹のような精神が若者の中に生じると


その民族には目的地が空の上に見えて来る



ナズム17−⑵‐１








それは運命の手の中に剣を持っているようだ


いつでも自らの行為を検討し続けている民族は



ナズム２−８‐７








神を信じる人の確信は神を中心とした円環の上である


なぜならこの世はすべて　幻覚　幻想　仮の世界だから



ナズム２−５‐７








おまえの世界とはおまえがつくるもの


それは　煉れん瓦がや石でなく　おまえの目に映る



ガザルⅡ・48‐３









⒀








　すでに今までの対句からわかるように、イクバールは直ちょく喩ゆ・隠喩・寓ぐう喩ゆ・暗示などを駆使している。これらの使い方からも、イクバールが第一級の詩人であるのがわかる。







[image: ]




人間の血管に愛が染み込んでいる


バラの枝に朝風の湿り気があるように



ガザルⅡ・９‐２

直喩









[image: ]




愛が自らについて気づく仕方を教える時


隷属の人々の上にも王の秘密が解けてくる



ガザルⅡ・34‐１

隠喩









[image: ]




またチューリップの花の灯明で　山や麓ふもとが明るくなった


わたしをまた花園の鳥は　歌でわくわくさせ始めた



ガザルⅡ・７‐１

寓喩









[image: ]




居酒屋の主は言う　西欧の館は


軟弱な基礎　壁もガラス張り



ガザルⅡ・43‐５

暗示









５　イクバールの到達点








　詩集『ジブリールの翼』は、最初のウルドゥー語詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』の出版の十二年後、すなわち、一九三五年にイクバールの二番目のウルドゥー語詩集として出版された。


　詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』の作品は、イクバールのイギリス留学前（一九〇五年以前）、留学中（一九〇五～〇八年）、留学後（一九〇九年以後）の三つの時期に分けられ、それぞれの作品は年代順に収録されているので、イクバールの思想の変化がわかる。すなわち、留学以前の作品はインドは一つという考え方の作品が多かった。それが留学中に、インド社会の中だけでなく、世界の各地でイスラーム社会の衰退が明らかになりだすと、イクバールの関心はその方に向かった。留学から戻るとイクバールには、インドは一つといった考えはなくなり、イスラーム社会の衰退と崩壊を救うにはどうすればよいかを考えるようになった。そして、それはイスラーム教徒に向けての覚かく醒せいのメッセージを伝える詩となって表れた。以後のイクバールは、その生涯を通じてこのテーマに取り組むこととなった。


　留学後、イクバールの詩作に対する大きな変化は、ウルドゥー語の詩作よりもペルシア語の詩作が増えたということであった。自身のイスラーム教徒へのメッセージを伝達するためには、その方がより多くのイスラーム教徒へ容易に伝達できるという確信からであった。それゆえに、留学後から一九三五年の『ジブリールの翼』を出すまでの間に、〝自我の秘密〟（一九一五年）、〝忘我の秘義〟（一九一八年）、〝東洋からのメッセージ〟（一九二三年）、〝ペルシアの詩篇〟（一九二七年）、〝永遠の書〟（一九三二年）、〝旅人〟（一九三四年）の六冊の詩集をペルシア語で出した。そしてそれは、一九二四年に出たウルドゥー語詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』以降もペルシア語の詩集を三冊出したことからもわかる。


　イクバールの最大の関心は、没落してしまったイスラーム教徒を、詩を通して覚醒させることであった。すなわち、目的地に人々を到着させるために何を伝達しなければならないかということであった。イクバールは、ウルドゥー語詩集『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』の中の詩「灯明と詩人」（一九一二年）で、そのことを次のように書いている。






詩歌は預言者の一部に相当すると言われるが


聞かせよ　イスラームの宴の人々に　天使のメッセージを






　イクバールは『ジブリールの翼』に至り、その目的を達成させたと言える。というのは、留学後に出した六冊のペルシア語の詩集のエッセンスと、『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』以降のペルシア語詩集三冊のエッセンスとが、この詩集に込められているからである。


　なお、本書はBāl-e-Jibrīl, Shaykh Ghulām ‘Ali and Sons’ Publishers, Lāhōre, 1972を底本とした。
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訳者あとがき









　ガーリブ（一七九七～一八六九年）、イクバール（一八七七～一九三八年）、ファイズ（一九一一～八四年）、これらの三人はウルドゥー語詩人として有名です。そして、ガーリブがいなければイクバールはいず、ガーリブとイクバールがいなければファイズはいなかったと言われるほど、三人の間には深いつながりがあります。今日では、三人とも世界的に有名な詩人ですが、これら三人の中でも、とりわけイクバールは、パキスタン建国に貢献した国民的詩人として著名な存在です。


　パキスタンでは、どこでもイクバールに関するものが溢れています。書店に行けば、イクバールの詩集や彼についての研究書が必ず置かれています。大学にはイクバール研究を対象とした学部や学科があり、都市にはイクバール研究所があります。役所・学校の正面玄関やホールには、建国の父ジンナーの写真と共にイクバールの写真が掛けられ、イクバールの誕生日はもちろんのこと、国民の祝日にも必ずイクバールの詩が読まれたり、歌われたりしています。


　わたしはパキスタンに行くたびに、この国の人々はイクバールを本当はどのように思っているのかと興味を持っていました。そこで今から二年前、思い切ってパキスタンの人々にイクバールについて聞いてみることにしました。対象としたのは、十歳から七十歳くらいまでの男女約五十人でした。質問のうちの一つは、「いつからイクバールを知るようになりましたか」というものでした。


　その回答はすべて同じでした。それは、小学生になると、毎朝授業の始まる前に校庭で朝礼があり、学年別に並び、まずイクバールの詩に曲をつけた歌を歌い、その後で国歌を斉唱し、訓示を受け、授業が始まるというものでした。わたしはこの調査をイスラーマーバード、ラーホール、カラーチーの三カ所で行ったのですが、地域や年代に関係なく同様の結果でした。そしてその折には、何人もの人が詩の一節を口ずさんでくれました。パキスタンの人々の心や体にイクバールの詩が沁み込み、みんなに愛されていることがよく分かりました。


　この調査を行った時、ラーホールにあるイクバール・アカデミーを訪れると、偶然にもそこでもイクバールに関する意識調査が行われ、その集計結果が出たばかりだと聞きました。わたしは驚きました。そういうことに触れるのは、パキスタンでは禁忌ではないのかと思っていたからです。


　その調査は、サンプル数七百八十二、質問項目が三十五項目にわたる大規模のものでした。最初の質問はイクバールについてのイメージを問うもので、①詩人、②建国の父、③イスラーム哲学者、④政治家、⑤社会革命家、⑥民族的崇拝の対象者の六つの中から選ぶものでした。結果は、第一位が詩人、第二位が建国の父、第三位がイスラーム哲学者というものでした。


　わたしが初めてイクバールの名前を耳にしたのは、大学に入ってからでした。南アジアのことやそこで使われているウルドゥー語を専門に勉強する学科でした。イクバールは「パキスタン構想」を打ち出し、ガンディーらと共にロンドン円卓会議に出席したと聞きましたので、詩人というより政治家というイメージが強く残りました。しかし、大学以外でイクバールの名前を聞くことはありませんでした。それに反し、イクバールと同時代のインドの詩人、タゴール（一八六一～一九四一年）については、中学生の頃から何度もその名前を聞き、アジアで最初のノーベル賞受賞者であることも知っていました。


　十九世紀後半から二十世紀前半にかけて、南アジアにはこれら二人の詩の天才がいたのです。一人が一九一三年、英訳詩集『ギーターンジャリ』でノーベル賞を受賞したタゴール、もう一人が十九世紀後半以降衰退の道をたどるイスラーム教徒を憂い、その再生と覚醒のためのメッセージを詩に託したイクバールでした。タゴールは早くから日本で紹介され、その名声は広く知れ渡っていましたが、イクバールは未だ、日本で充分には紹介されていません。


　しかしイクバールの詩を読んでみると、彼が政治の舞台で、ムスリム多住地域を合併してムスリム単一国家を成立させるという「パキスタン構想」を述べる前に、すでに詩の中でそのような考えを明らかにしているのが分かります。イクバールはムスリムの思いを代弁する天性の詩人でした。


　イクバール・アカデミーの調査でも、わたしの調査でも、イクバールの詩を理解することは、パキスタンの人にとっても容易でないという結果が出ています。ましてや宗教・言語の異なる日本人にとって、イクバールの詩を理解することが極めて難しいのは当然かもしれません。翻訳にあたっては少しでも読者に分かりやすいよう、微力ではありますが努めたつもりです。


　この本の出版にあたり多数の方々のご協力をいただきました。翻訳の企画段階から大同生命国際文化基金元専務理事の橋口隆氏、前専務理事細田敏昭氏および現専務理事北迫晃氏と事務局の嵯峨山由紀さんには大変お世話になり深く感謝いたします。また、編集担当の日本経済新聞出版社日経事業出版センターの檜山千鶴子さん、装幀担当の山崎登氏、扉絵を描いて下さった樹下龍児氏には心から御礼申し上げます。


　最後になりましたが、わが恩師東京外国語大学名誉教授黒柳恒男先生がお忙しい中、訳者紹介の一文を書いて下さいました。先生にはいつになってもご迷惑のかけ通しです。本当にありがとうございました。






　　二〇一一年二月



片岡弘次　　












著者略歴


ムハンマド・イクバール（Mu[image: ]ammad Iqbāl）


[image: ]



1877年、パンジャーブ州スィヤールコートで生まれる。1898年、ラーホールのガバメント・カレッジで修士号（哲学）を取得する。1905～08年、ケンブリッジ大学とミュンヘン大学に留学。論文「ペルシアにおける形而上学の発展」でミュンヘン大学より博士号を取得する。1908年、ロンドンで弁護士資格を取得する。1908年8月帰国し、同年10月より弁護士としてラーホールで開業する。


留学前の一時期、オリエンタル・カレッジおよびガバメント・カレッジで哲学と英語の教鞭を執る。


1919年、イスラーム擁護協会の理事長となる。1920年代半ばから政治活動に積極的に関与し、ムスリム世論の組織化に努める。1923年、英国よりナイトの称号を授与される。1930年、ムスリム連盟アラーハーバード大会で議長となり、ムスリム多住地域を合併して単一国家を成立させる構想を打ち出す。1931年、第二回ロンドン円卓会議に出席。1932年、第三回ロンドン円卓会議に出席。1938年、ラーホールにて没する。








訳者略歴


片岡弘次（かたおか・ひろじ）



1941年、埼玉県生まれ。1974年、東京外国語大学大学院アジア第二言語修了。1971～73年、パーキスターン留学（カラーチー大学）ウルドゥー文学専攻。現在、大東文化大学国際関係学部教授。


編著書に、『少数民族の生活と文化』（未來社、〈21世紀の民族と国家〉、1998年）、訳書に、マントー『黒いシャルワール』（鈴木斌共編訳、大同生命国際文化基金、1988年）、マントー『グルムク・スィングの遺言』（鈴木斌共編訳、大同生命国際文化基金、1990年）、ファイズ『ファイズ詩集』（花神社、1994年）、A・J・カイサル『インドの伝統技術と西欧文明』（多田博一・篠田隆共訳、[image: ]凡社、〈技術史クラシックス〉、1998年）、ガーリブ『ガーリブ詩集』（花神社、2006年）、イクバール『隊商の旅立ちを告げる銅鑼の音』（花神社、2011年）などがある。
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この電子書籍は2011年3月に大同生命国際文化基金から出版された『ジブリールの翼』を底本としています。






読者の方へのお願い　お読みになりました感想、当財団へのご要望をお寄せ下さい。
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